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プロローグ





　赤い髪かみが頬ほおに張り付く。汗あせがねっとりとまとわりつき気持ちが悪い。

　心臓の動どう悸きが激しいのは体が疲つかれているからだろうか。それとも心が悲鳴を上げているからだろうか。

　おそらくは両方。

　マリィは心身共にボロボロになり、歩くのを止めて遂ついにしゃがみ込んでしまった。

　あれから三日が経たった。

　自分以外の生き残りを探して島を歩き回り、三日。

　誰だれも見つけられなかった。

　水と食料はどうとでもなった。十歳さいとはいえ、マリィはアリラト島を知り尽つくしている。木登りは得意だから果実を採るのは容易だし、泉があるから渇かわきもしない。

　しかし十歳の幼い心は、一人ぼっちの孤こ独どくに押おしつぶされ、すでに擦すり切きれる寸前だった。

　あの日、水みず汲くみの当番だったマリィは、一人で森に入っていた。そして村に帰ってみれば、見知らぬ黒衣の男が皆みなを集めて何か言葉を放っていた。それは命令しているように見えた。

　その黒衣の男の背中と、皆の虚うつろな瞳ひとみを見たマリィは、桶おけを投げ捨てて、森の奥おくへ逃にげた。

　わけも分からず茂しげみの中で震ふるえていると、幾いく度ども爆ばく音おんが鳴なり響ひびき、島全体が大きく揺ゆれる。巨きよ大だいな虹にじ色いろの蛇へびと緑色の竜りゆうが空で戦っていた。地表でも別の何かがぶつかっていた。

　その衝しよう撃げきは夜まで続き、不意にピタリとやんだ。それから緑色の竜と、銀色の巨大な竜が夜の空へ飛んでいった。

　揺れが収まってからもマリィは暫しばらくジッとしていたが、夜の森が恐おそろしく、両親が恋こいしく、たまらなくなって駆かけだした。

　村に戻もどろうとした。が、戻れなかった。村があった筈はずの場所には大きなクレーターがあるだけで、生活の痕こん跡せきすら残っていなかった。

　十年間暮らした家がない。

　もう十歳なんだから一人で寝ねなさいと与あたえられたベッドがない。

　結局一人で眠ねむる事が出来ず、夜中こっそり布団ふとんに潜もぐり込むと、しかたないわね、と笑って頭を撫なでてくれた母親がいない。

　無口だけど、とても体が大きくて、村で一番漁が上う手まかった父親がいない。

　いつも一いつ緒しよに遊んだ友とも達だちも、物知りだけど少し怖こわかった長老様も、誰も彼かれもいないのだ。

　あれから三日が経った。

　一人。これから自分だけで暮らしていかなければならない。

　永久に。

　そう思うと涙なみだがポロポロとこぼれる。この三日で幾度も流したのに、涸かれていないのが何だか不思議だった。

　しかし、そんなマリィの絶望を切り裂さくように、人の声が聞こえた。

　空耳？

　否いな。若い男女の声。はっきりと鼓こ膜まくを揺らす。

　マリィは声の方角へゆっくりと歩いて行った。

　自分以外の生き残り。その希望と並行して、もう一つの可能性。

　もし、あの黒衣の男だったら？

　あの男の事など何一つ知らないが、断言できる。会えば殺される。抗あらがうすべがある筈もない。

　マリィは恐る恐る、見つからないように、茂みの隙すき間まからソレを見た。

　黒い服の少女。黒い服の男。

　どちらも、あの日見た男とは違ちがう。しかし黒い服。

　黒い服の少女の周りには、青白い光の川が流れていた。少女はその中で軽かろやかなステップを踏ふみ、笑いながら光を吸い上げていた。スカートの中に、袖そでの中に、襟えりの中に、全身に、青白い光が流れ込んでいく。

　こんなもの、マリィは知らない見た事も聞いた事もない。

　しかも黒い服。黒い服黒い服黒い服黒い服黒い服黒い服黒い服黒い服黒い服黒い服。

「あぁっ！」

　マリィはたまらず悲鳴を上げ尻しり餅もちをついた。茂みがガサガサと音を上げる。

　黒い少女と黒い男が同時にマリィを見た。殺される。

　黒い少女が笑えみを浮うかべて、歩いて来た。殺される。

　黒い少女がマリィの前にしゃがみ、手を伸のばした。殺される。

　黒い少女の手が、震えるマリィの頭を撫で上あげた。殺される？

　黒い少女の赤い瞳が、マリィの思考を塗ぬりつぶす。殺されない……？

「あは。もう、ジョスカンったら駄だ目めねぇ。こんなに可愛かわいい童女ニンフエツトにトラウマ植え付けちゃって。大だい丈じよう夫ぶよ。お姉ちゃんたちは貴女あなたを助けに来たんだから。殺したりなんかしないわよ」

「本当……？」

「ええ。本当よ」

　殺されない。死なない。生きてていい。

　たったそれだけの事に、マリィの心は躍おどった。黒い少女は更さらに言葉を続ける。

「一人ぼっちで寂さびしかったわね。もう大丈夫だから。お姉ちゃんと一緒に行きましょう」

　一緒に？　一人じゃない？　本当に？

「私はアリスって言うの。貴女のお名前は何と言うのかしら？」

「……マリィ」

「マリィ、綺き麗れいな名前ね。ねぇマリィ。この島を襲おそって、貴女の家族やお友達を殺したのは、イルミって言う悪い奴やつなの。お姉ちゃん達もそいつに酷ひどいこと沢たく山さんされたのよ。マリィも悪い奴をやっつけるのを手伝ってくれない？」

　アリスの深しん紅くの瞳が、マリィを見つめる。マリィがそれを見つめ返していると、頭がボンヤリとし、体がフワフワと浮かび上がりそうになってきた。思考回路が繋つながらない。掛かけられた言葉に頷うなずく以外に何も出来ない。

　真実、マリィには他に道がないのだ。

「うん。マリィ、アリスお姉ちゃんと一緒に行く……悪い奴やっつけるよ……」

「あは。ありがとう。マリィはいい子ね」

　アリスはマリィを抱だき寄よせ、頭を胸むな元もとで包つつみ込んだ。

　金色のふんわりした髪の毛けがマリィの頬をくすぐる。

　嗅かいだ事のない甘あまい香かおりがする。それはまどろみを誘さそう。マリィの意識は深い眠りへと落ちて行った。








第一章　北へ
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　雪国の冬の恐ろしさは、それを経験した者にしか分からないだろう。

　寒さ。それもある。だが、究極的な脅きよう威いは雪だ。あの白くふんわりとした、ロマンチックですらある氷の結けつ晶しようが、都市機能を完かん膚ぷなきまでに殺すのだ。

　何な故ぜ。それは溶とけないからだ。雪国の雪は溶けない。一ひと度たび冬に突とつ入にゆうしたガルツハーンの気温は、来年の三月まで氷点下より暑くなる事はない。

　連日、次から次へ飽あきもせず舞まい降おりた雪は、恐るべき速度で都市を染め上げ塗りつぶし、終しまいにはその重みで建物を崩ほう壊かいさせるのだ。

　故ゆえにガルツハーンの住民は、兵士も役人も農民も医者も職人も、総出で除雪に励はげむ。早朝から汗あせ水みず流し、荷台に雪を山盛り載せ、川や広場などに雪を運ぶ。その肉体労働が終わって初めて、各人の職業へ復帰する事が許される。

　そんな苦労をしても、夜になればまた雪が積もり、朝起きて見ても積もっているのだ。誰だって好きこのんで雪と格かく闘とうしているわけではないのだが、そうしなければ家から出られないのだから仕方がない。

「だからさキャロライナ。アシュトの火で溶かしてしまえばいいなんてのは浅はかだよ。溶けたそばから凍こおり付ついてスケートリンクになるんだから。それで誰かが滑すべって転んで怪け我がをしたら責任とれる？」

「むー。いい考えだと思ったのに」

　こざっぱりとした作りの建物に、品のいい家具が飾かざってある小さな喫きつ茶さ店てん。

　その片かた隅すみで向かい合って座すわる男女がいた。

　男の名はイルミ・ミルウィック。長身の優やさ男おとこで、目の前にいる相手を愉ゆ快かいげな眼まな差ざしで見つめていた。

　対する少女はキャロライナ・ギルズベイル。身長は一四〇センチを超こえたくらいだが、これでも十四歳だ。頬を膨ふくらませて、イルミへ不満そうな顔を向けていた。どうやら自分の意見が却きやつ下かされたのが気にくわないらしい。

　しかしイルミはキャロライナの不満を気にした様子もなく、悠ゆう々ゆうとコーヒーカップを口に運ぶ。ブラックコーヒーのニガさが胃に染しみこんだ。

　そしてキャロライナへ「冷めないうちに飲みなよ」と促うながした。

「分かってるわよ……」

　しかし、キャロライナは返事をしつつも、チビチビと少しずつしか飲まない。

「どうしたの？」

「う、うるさいわね。自分のペースで飲んだっていいでしょ！」

　キャロライナは顔を真っ赤にしながら、唇くちびるをコーヒーで潤うるおわせた。もの凄すごくマズそうな顔をする。

　見て分かるとおり、彼かの女じよはブラックコーヒーが飲めない。

　にも拘かかわらず、どうしてコーヒーに砂糖を入れようとしないのかと言えば、イルミに対たい抗こうして意地を張っているという微笑ほほえましい理由からだった。

　そして自分で始めた事の癖くせに、イルミへ恨うらめしそうな目を向けてくるのである。そんなキャロライナが可愛くて、イルミはついついニヤついてしまった。

　実はイルミもブラックコーヒーなど嫌きらいなのだが、キャロライナを虐いじめたい一心で無糖のまま飲んでいる。

　店内にはゆったりとした時間が流れていた。

　二人が出会って、まだ三ヶか月げつしか経っていない。それでも、イルミにとってキャロライナは家族そのものだった。彼女を見ていると、まるで妹が出来たような気持ちになれる。

「うー」

　キャロライナはイルミを睨にらみながら、奇き妙みようなうめき声を上げる。その足あし下もとに緑色の小さなドラゴンが座っていた。頭から尻尾しつぽの先まで四十センチ程度。

　彼はキャロライナによってアシュトと名付けられた、ドラゴンの子供である。アシュトはキャロライナを本当の母親と思い込んでおり、キャロライナもまた彼を我わが子このように可愛がっている。イルミとキャロライナが一緒に暮らすようになったきっかけは、アシュトが作ったのだ。

　そのアシュトの首には外出用の首輪がはめられ、そこから伸びたリードの先はキャロライナの腕うでにあった。

　本当のところ、キャロライナはアシュトに首輪など付けたくないらしい。しかし、犬ですら首輪が必要なのに、火を吐はくドラゴンが野放しにされていては周囲の人が怖がるだろう。

　幸い、アシュト自身が首輪を嫌いやがらなかった。渋しぶ々しぶ、キャロライナも外出時のみアシュトへ首輪を付ける事にしている。

「イルミくん、キャロライナちゃん。お待たせ」

　イルミのコーヒーが空になり、キャロライナのコーヒーが一口分だけなくなった時、待ち人のアメリアが現れた。

　アメリアは二十歳はたちそこそこの若い女性だが、ワールド・ドラゴン・ギルド、通つう称しようＷＤＧの支部長を務めている。

　店に入ったアメリアは椅い子すに座りながら、ムスッとしたキャロライナの顔を不思議そうに見つめた。

「……また喧けん嘩かでもしたの？」

「いえ。キャロライナはコーヒーが苦くて飲めないから不ふ機き嫌げんなんですよ」

　とイルミは説明したが、キャロライナは「違うわよ！」と即そく座ざに否定する。

「じゃあ、どうしたのさ？」

「イルミ、さっきからあの店員さんの事ばっかり見てるんだもん！」

　そう言ってキャロライナは、他のテーブルの注文を取っている店員を目で指した。

　その店員は、年としの頃ころは十五前後。輝かがやく金色の髪と、深紅の瞳が印象的な美少女。小さな喫茶店にはそぐわない存在感を持ち、どこかの城でお姫ひめ様さまでもやっていた方が遥はるかにそれらしい。そのくせ制服のエプロンドレスが似合っているのが妙みようだった。

「いや。そんなに見てないよ。綺麗な子だとは思うけど」

　本当のところ、チラチラと見ていたのは事実なのだが、認めてしまえばキャロライナは怒いかりを噴ふん火かさせるだろうから口には出ださない。

「あぁっ、やっぱり好きなんだ。一ひと目め惚ぼれしたんだ！」

「だから、してないってば」

「淫いん乱らんスケベ！　視姦罪で捕つかまっちゃえっ！」

　キャロライナは椅子からお尻しりを浮かせ、上半身をせり出し、イルミへ迫せまった。

　するとアメリアがクスクスと笑う。

「キャロライナちゃんは店員さんに嫉しつ妬としちゃったんだ」

「べ、別にそんなんじゃ……！」

　キャロライナは真っ赤になり、口をモゴモゴさせた。

「じゃあ僕ぼくが誰に見とれたってキャロライナには関係ないだろ？」

　イルミは苦く笑しようと共に、指でキャロライナのおでこを押し、椅子へ座らせる。

「ぐぬぬー」

　キャロライナは唸うなっていたが、イルミは構わずアメリアへ本題を促した。

「侯こう爵しやくから僕へ依い頼らいがあるとか手紙には書かれていましたが」

「あぁ、そうそう。そうなのよ。ヒロマーエ侯爵のお庭にフレイム・ドラゴンが住んでいるでしょう？」

「フレイム・ドラゴン……あの寡か黙もくな老ろう獣じゆうですね」

　飼っているのではなく住んでる。アメリアが敢あえてこの表現を用いたのは、フレイム・ドラゴンが宮きゆう殿でん築城の以前からそこを根城としているからだ。

　今から五百年前、当時のヒロマーエ家が、王よりこの地の開かい拓たくを命じられやって来た。

　その時、既すでに老年期に達していたフレイム・ドラゴンは、小さな池の畔ほとりに座っていたらしい。

　突とつ然ぜんやって来た人間たちを見ても、そのドラゴンは吠ほえるでも逃げるでもなく、興味も向けずに動かない。時折餌えさを採りに森へ入る以外は、一日中ジッとしていた。

　当時のヒロマーエ家は、ドラゴンを討とう伐ばつするほどの兵力を与えられておらず、かといって工期を遅おくらせるわけにも行かなかったので、フレイム・ドラゴンを無視して街を建造するという暴挙に出た。

　それがどういう理由か成功してしまい、そのフレイム・ドラゴンのねぐらを取り囲んで宮殿が建ち、その外に巨大な街が完成した。

　今では人間が餌をくれるので、フレイム・ドラゴンはますます動かなくなっている。出来の悪いほら話のようだが、歴史上の事実だった。

「そのフレイム・ドラゴンが近ちか頃ごろ、ちょっと体調を崩くずしているらしいの」

「体調を……？　大丈夫なんですか？」

「一応、ＷＤＧ本部から竜医を派は遣けんしてもらっているんだけど、あまり芳かんばしくないようね」

「そうですか……」

　イルミは宮殿のフレイム・ドラゴンを何度か見た事がある。あの穏おだやかなドラゴンが病気で苦しんでいるのなら力になりたい。

「しかし、侯爵は僕を呼んで何をさせるつもりですか？　僕には医い療りようの知識などないのですが」

「さぁ……それは本人に会って聞いて頂ちよう戴だい。一応、この依頼はドラゴンがらみだからＷＤＧを通してもらっているけど、急な話だったし。実は私も何も知らないのよ」

　アメリアは少し投げやりに言う。

「なるほど。まぁ侯爵とは知らぬ仲でもないし、僕に出来る事があればやりますよ」

「じゃあ受じゆ諾だくと言う事でいいわね。イルミくんなら即そく答とうしてくれると思ったから、実は外に馬車を待たせてあるのよ。宮殿で侯爵がお待ちかねよ」

「やれやれ。僕がドラゴンと聞けばどこへでも飛んでいくと思っているでしょう。さ、キャロライナ、宮殿に行くよ」

「う？　うん、まって。これ食べたら行くから」

　そう答えたキャロライナの手元を見て、イルミはゾッとした。

　いつの間にか小皿が二十枚も積み重なっていて、今まさにショートケーキが載った二十一枚目の皿が運ばれて来たところだったのだ。運んできた金きん髪ぱつ赤せき眼がんの店員は、愕がく然ぜんとするイルミを見て「あは」と笑い、去って行った。

「アメリアさん。勘かん定じようを……」

「イルミくん。先に馬車で待ってるからね～～」

「なっ！」

　イルミは財さい布ふをひっくり返したが僅わずかに足りず、頭を下げてツケにしてもらった。金髪の店員は愉快そうに「じゃあまた会いましょう」と笑っていた。

　イルミとて男である。美少女の前で恥はじをかき、少々情けない気持ちだった。

　そんなイルミの隣となりに立っているキャロライナは、アシュトを抱きかかえながら、何故か勝かち誇ほこった表情をしていた。
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　ゲンターレ宮殿は庭を含ふくめると、約九平方キロメートルという途と方ほうもない面積であり、これはガルツハーンの十分の一を占しめる。

　宮殿の建物へ着くまでには、鉄門を潜り、長い並木道を通り──冗じよう談だんのような話だが馬車で十分近くかかった。

　そこは冬だというのに噴ふん水すいがドバドバ水を吐き出し、雪に飲み込まれたバラ園やら、凍り付いた運河やらが並ぶ。

　そしてそびえ立つ白はく亜あの宮殿。

　色しき彩さいそのものは、市街地もここも等ひとしく白なのだが、宮殿の雰ふん囲い気きはまさに白銀の世界といった有様で、同じ銀色の髪かみをもったキャロライナはポカンと口を開けていた。

「ほら、行くよ」

「う、うん」

　イルミはオドオドするキャロライナの腕を引っ張り連れて行く。

　門の両りよう脇わきにいる二人の兵士は、マスケット銃じゆうと槍やりを合体させた銃じゆう剣けんを持ち、背筋を伸ばして立っていた。彼らはアメリアの顔を見ると敬礼し門を開いてくれた。やはり初めから、イルミたちを連れてくる話になっていたのだろう。

「顔パスで宮殿に入るなんて、何だか偉えらくなったみたい」

　アメリアはそう言って嬉うれしそうに笑った。

　中に入ると剣けんを腰こしにぶら下げた別の兵士が現れ、イルミたちを案内してくれた。その兵士はキャロライナの剣を奇き異いな目で見た。こんな小さな女の子が、身長より長い剣を背せ負おって何のつもりだろう、と顔に書いていた。

　兵士の疑問も当然だろう。あんな物、成人男性ですら構えるのがやっとだ。普ふ通つうに考えれば実用性は皆かい無む。そんな剣を子供が背負っているのだから、何かの冗談にしか見えない。

　だがキャロライナならば、この宮殿の兵士を十人同時に相手取っても余よ裕ゆうで勝てるだろう。何せキャロライナは最強と呼ばれた一族、ギルズベイルの血を引いているのだ。見た目が小さくても、身体能力は人間としての最上級に達たつしている。

　そして三人が連れて行かれた先はイルミの予想通り、謁えつ見けん室ではなく侯爵の執しつ務む室しつだった。

　イルミはヒロマーエ侯爵には何度か会った事がある。その人ひと柄がらを一言で言い表せば、珍ちん妙みよう。

　何せ大貴族の癖に「謁見室は物々しくて嫌い」と言い切るのだから。

　開かれた執務室に入ると、重じゆう厚こうな調度品に囲まれて、ソファーに足を組んで座るドレスの女性がいた。

「久しぶりね、イルミ。報ほう酬しゆうも内容も聞かずに来るなんて、やっぱり貴方あなたはクレイジーねぇ」

　それがガルツハーン現領主、マルビナ・ヒロマーエ侯爵だった。



　これほど広大で絢けん爛らんな宮殿に住み、贅ぜいの限りを尽つくしても、ヒロマーエ家の統治は暴徒や反乱とは無む縁えんだった。民を飢うえさせぬ限りは、余った金で何をしても、それは支配者の特権と皆みなが考えているのだ。

　わけても十四代目のマルビナ・ヒロマーエは公明正大と好評で、歴代領主の中でも最良と言われている。

　そもそもガルツ地方は金鉱が豊富故に開拓された土地であり、その製せい錬れん技術の追究に余念がなかった。それ故、資金繰ぐりに不安はない。更に五代目だか六代目だかが趣しゆ味みで始めたリンゴ園が一いつ般ぱんにも広まり、今では街の顔になっている。

　資金に不安がないとなれば、支配者の仕事など後は治安維い持じくらいのもので、それとて予算が豊富なのだから難しい事は何もない。つまり余よ程ほどの狂きよう気きに走らない限り、ヒロマーエ家の当主は善良な支配者でいられたのだ。

　マルビナ・ヒロマーエは十四代目だが、彼女にヒロマーエ家の血は流れていない。シャルライト王家の人間だった。

　それがヒロマーエ家へ嫁とついできたのは、シャルライト王がヒロマーエ家の力を恐おそれていた故である。

　王家を凌しのぐほどの資金力と一千もの常備軍。その忠誠が破られた事はないが、過去そうだったからと言って未来の保証にはならない。

　そこで王は自分の娘むすめを政略結けつ婚こんの駒こまとし、十三代目ヒロマーエ家当主へと嫁がせた。

　王は、ヒロマーエ家が自らの系けい譜ふに入れば、完かん璧ぺきに懐かい柔じゆうできると考えたのだ。それは成功し、更なる僥ぎよう倖こうも生まれた。

　アンデルセン病により十三代目が死去。十四代目はマルビナ・ヒロマーエ。王家がヒロマーエ家を乗っ取った。王は狂きよう喜き乱らん舞ぶする。

　だが、王の喜びは娘によって破られてしまう。マルビナは夫を愛しており、夫が愛した土地と街と民を愛していた。

　マルビナの政策により、ガルツハーンは貿易の拠きよ点てんとして、または教育の中心地として発展した。今では王都以上の存在感をもっていると言っても過言ではない。

　まさに才女と呼ぶべき、やんごとなき御お方かたなのだが、マルビナに会うたびイルミが受ける印象は、お世辞にも良いものではなかった。

「それで、今日はどんな無理難題を押おしつけてくださるのですか、侯爵閣下」

「まぁ、まずは座りなさいよ。ちょっとはした金で命をかけてもらいたいだけだから」

　侯爵の組んだ脚がスリットから覗のぞき、ストッキングとガーターベルトが見えていた。

　チンピラ。どんな血を引こうとも、どんな才覚を持っていようとも、侯爵の性質は不良少女のまま止まっているのだとイルミは考えている。

　そもそも、四十歳さい近くの筈はずなのに、どう見たって三十手前にしか見えない。精神年ねん齢れいと共に、肉体の老化も止まってしまったのだろう。

　イルミとて遠えん慮りよする気はないので、侯爵の真向かいに腰を落とし、緊きん張ちようしているキャロライナの手を引っ張って右みぎ隣どなりに座らせた。

「それにしても、イルミの所に女の子が居い候そうろうしているのは聞いていたけど、まさかこんなに可愛かわいいなんてねぇ。あぁ、アメリア。そこの戸と棚だなからワインを取って頂戴。グラスも三つ、貴女あなたも飲みたいなら四つね」

「え、あ、はい」

　座ろうとしていたアメリアは、家臣でもないのに命令され、さりとて拒きよ否ひするわけにも行かないので素す直なおに頷うなずいた。

「侯爵。貴女が昼間からアルコールを飲める身分なのは分かりますが、僕らは未成年ですから」

















「あら嫌だ。イルミはもう十八でしょう？　私なんか十八どころか、そっちの娘くらいの時から飲んでたわよ。ところで、そう言えば貴女なんて名前？」

「あ、えっと、キャロライナ・ギルズベイルです」

　突然声をかけられ、キャロライナはビクッとしながら辛かろうじて答える。

「ふーん、キャロライナ・ギルズベイルねぇ。もしかして最近、街の男たちの間で噂うわさになってる女の子って貴女なの？」

　侯爵はギルズベイルにアクセントを込めながらも、それに触ふれず全く別の話題を切りだした。

「え、うわさ？」

「その様子だと知らないのね。やたら可愛い銀ぎん髪ぱつの女の子が街に現れたって、都市伝説になってるのよ。何でもファンクラブがあるとか無いとか……」

　その話はイルミも聞いた事があった。確かにキャロライナは、すれ違ちがえば思わず振ふり返かえってしまうほど可愛らしいので、噂になるのもやむを得ぬだろう。仮に妙な男に迫られても、キャロライナなら返り討うちに出来るので特に心配もいらない。

「あ、そのファンクラブなら私、入ってます」

　アメリアがおもむろに声を上げた。

　するとキャロライナは笑え顔がおになって喜ぶ。

「アメリアさんって私のファンだったのっ？」

「そうよ。だってこんなに可愛いんですもの」

　そう言ってアメリアはキャロライナへウインクを飛ばす。

　キャロライナは嬉しそうにニヤけるが、ファンクラブの意味を分かっているのだろうか。メンバーの大半はどこの馬の骨とも知れない男たちだというのに。

　見知らぬ男たちと戯たわむれるキャロライナを想像して、イルミは妙な苛いら立だちを感じた。

「まあ、ファンクラブの話はさておき。私はキャロライナちゃんくらいの頃からワインをガブガブ飲んでたわ。体の半分はワインで出来ているのよ。だから飲みなさいな」

　何が「だから」なのか定かではないが、侯爵はアメリアが持ってきた四つのグラスに、リンゴで作ったスパークリング・ワインを注ぐ。

「困りますよ侯爵……アメリアさんも何とか言ってやってくださいよ」

「え、私？」

　アメリアはイルミの左側に座り、何食わぬ顔でワインに口を付けた。それを見てイルミは、この人も中々に猛も者さだなぁ、呆あきれてしまった。

「ところで侯爵。キャロライナくらいの頃からと仰おつしやっていましたが、それはつまり十歳さい頃ころですか？」

「ええ、そうだけど？」

　侯爵が不思議そうに聞き返してきたので、イルミは内心細く笑えんだ。

　しかしキャロライナ当人は、初めて大貴族を前にした緊張の余り、十歳さい扱あつかいされても反応する余裕がないらしい。

　そのキャロライナの膝ひざの上で抱だかれているアシュトが、ワイングラスに手を伸のばそうとジタバタもがいていた。

「何をニヤついているのよ、気持ち悪い。まぁいいわ。イルミが変態っぽいのは今に始まった事じゃないし。それより本題だけど。あぁ、これは実際に彼かれの前へ行った方が早いかしら」

　そう言った侯爵は即座に立ち上がり、イルミたちの反応も確かめず、スカートを翻ひるがえして歩き始めた。

「付いてきて。フレイム・ドラゴンの所へ行くわよ」

　アメリアにグラスを用意させた癖に、一口も飲まなかったのは流石さすがである。
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　ヒロマーエ家初代当主が、何なに故ゆえにフレイム・ドラゴンのねぐらを取り囲んで宮殿を建てたかと言えば、巨きよ大だいなドラゴンを放し飼いにしている懐ふところの深さを自じ慢まんしたいという俗ぞくな理由からだった。

　もっとも、フレイム・ドラゴンが先に住み着いていて、後から人間が来たのだから、飼っていると主張するのは厚こう顔がんの極きわみである。

　マルビナなどに言わせれば、ヒロマーエ家は国王から領地を授さずかったのではなく、ドラゴンから借りているだけ、なのだそうだ。

　そのフレイム・ドラゴンは、分類するとウエスト・ドラゴンの亜あ種しゆだ。シルエットは殆ほとんど同じだが、鱗うろこが炎ほのおのように赤い。かなり好戦的な種族の筈なのだが、ゲンターレ宮殿に住んでいる個体は変わり者らしく、人間が近寄ろうが触れようが、気だるそうにするばかりだった。

「だからね。普ふ段だんから動かないから、病気だって気付くまで時間が掛かかっちゃったみたいなのよ」

　侯爵はフレイム・ドラゴンを見上げながらそう言った。

　イルミたちも並んで目線を上へ向ける。

　そこは宮殿庭園の一画だが、池と平地だけの空間だった。広大な敷しき地ちには、過度な装そう飾しよくを施ほどこした建造物の他に、こういった自然の状態に近い土地も内包しているのだ。

　池の畔には、アシュトの親と同じくらいの大きさの赤せき竜りゆうが、体を丸めて寝ね転ころがっていた。

　侯爵の言うとおり、一見すると眠ねむっているだけのように見えるが、近づくと明らかに気温が上がった。その周囲だけ雪が溶とけ、緑色の草が覗いていた。

　しかもドラゴンの鼻からは、息をするたびに火の粉が漏もれていた。そして口を開け、頭を上げ、息苦しそうにしたかと思うと、盛大なくしゃみをする。鼻水と一いつ緒しよに火か炎えんを空へ向かって吐き出した。

「うわぁっ！　……びっくりした」

「ギギィ」

　キャロライナは炎のくしゃみに驚おどろいて、雪の上に尻しり餅もちをついた。イルミはそれを助け起こしながら、ヒロマーエ侯爵へ病状の説明を求めた。

「これは……風か邪ぜですか？」

「風邪、なのかしら？　よく分からないけれど、ＷＤＧの竜医が全然役立たずでね。もう二週間もこんな調子よ」

　侯爵は医者本人がいないのをいい事に、随ずい分ぶんと失礼な話を始めた。ＷＤＧの人間であるアメリアは、それを聞いて苦い顔をする。

「それで、竜医ですらサジを投げた病気に、僕が役に立つのですか？」

「ええ、それはもちろん。私の街にイルミが住んでいて、本当に助かったと思っているのよ。貴方、ジラガミ山まで行って、エリキシルの花を採ってきなさい」

「ほら来た、無理難題」

　大貴族の前にも拘かかわらず、イルミは露ろ骨こつに嫌いやそうな反応をして見せる。すると侯爵は嬉しそうに笑った。

「あら、無理じゃないでしょう？　貴方は一応魔ま術じゆつ師しなんだから、何が起きたってそれなりに対処できるわ。イルミなら大だい丈じよう夫ぶ」

　侯爵は何の根こん拠きよもなしに、はやし立てた。

「ねぇイルミ。エリキシルの花って？」

　キャロライナはイルミの袖そでを引っ張り、上うわ目め遣づかいで聞いてきた。

「あれ、知らない？　ここからずっと北の方にジラガミ山ってのがあるんだけど。そこに生えてると言われる、伝説の花だよ」

「へー。でも、それがドラゴンの病気に関係あるの？」

　キャロライナは小首をかしげ、アシュトも真ま似ねをして空中で体を斜ななめにする。

「エリキシルの花はね、どんな病気や怪け我がでも治してしまうと言われているのよ」

　今度はアメリアが答える。

　キャロライナは感心したように「へぇぇぇ」と声を上げた。

「じゃあさ。それを採ってくれば、ドラゴンの病気も治っちゃうのね！」

　しかし、侯爵は首を振る。

「ところが、そう簡単な話でもないわ。何せジラガミ山は凍いてつく氷の世界。これだけ発達した人類が、未いまだに手をつけていない未開の地なのよ」

　侯爵はジラガミ山の過か酷こくさを語り出した。先さき程ほどまでは、イルミなら大丈夫と言っていた癖くせに。

　もっとも侯爵の言葉通り、あの山はガルツハーンが常とこ夏なつに思えるほどの寒さらしい。

　だが、フレイム・ドラゴンが病気なのは事実だ。その治ち療りようにエリキシルの花が必要となれば、今のガルツハーンでイルミ以外に採取出来そうな者はいなかった。選せん択たく肢しはない。となれば、折せつ角かくなので貰もらえるものは貰っておこうとイルミは考える。

「いいでしょう。報酬は、五百万ジーレでどうです？」

「あら。イルミ、いつの間にがめつくなったの」

　すると侯こう爵しやくは目を丸くした。

「それが……我わが家やは常に食しよく糧りよう危機でして。各国からの支し援えんを欲ほつしているんですよ」

「ムッ！」

　キャロライナは目をつり上げ、イルミの背中にぼふぼふとパンチを放つ。

「痛いなぁ、もう」

「うるさいわね。イルミは言う事が一々大げさなのよ！」

「大げさ？　朝に厚さ三十センチのサンドイッチを食べ、喫きつ茶さ店てんではショートケーキを二十一皿も食べた君を評するには、これでも控ひかえめだと思ってるんだけど」

「ムキーッ！」

　キャロライナはプンスカ怒おこり出す。その様子は大変微笑ほほえましく見えるのだが、本人は威い嚇かくしているつもりのようだ。

「はいはい。僕ぼくが悪かったよ」

　イルミはそう言って頭を撫なでる。

　するとキャロライナは、たちどころに大人しくなってしまった。しかし、それでも頬ほおを膨ふくらませてイルミを睨にらんでいる。

「うー」

　その顔が面おも白しろいのでイルミは暫しばらく撫で続けてみる事にした。

「おや？　皆さん、こんな所に集まって、何の騒さわぎです？」

　イルミたちがキャロライナへ気を取られていた時、突とつ如じよ背後から声がした。振り返ると、メガネを掛けた白衣の男が立っていた。

「ああ、イルミ、紹しよう介かいするわ。彼がＷＤＧ本部から派遣された竜医よ」

「クリスフォード・アスロックです。宜よろしくイルミさん」

　クリスフォードを名乗る竜医は、にこやかな笑みで握あく手しゆを求めてきた。

　見たところ、彼は二十代半ばといったところだが、ＷＤＧ本部から派遣されたという事は、それなりに名医なのだろう。

　柔にゆう和わな物もの腰ごしで、穏やかそうな印象──を受ける筈なのだが、イルミはクリスフォードに妙みような警けい戒かい心しんを覚えてしまった。だからといって握手を拒否するわけにもいかないので、イルミは形式的に握にぎり返す。

　そしてクリスフォードは、キャロライナの方を向いた。

「宜しく、お嬢じようさん」

「キャロライナ・ギルズベイルです……」

　銀髪の少女は、アシュトを抱きかかえながら、竜医をジッと見上げた。

「ギギギギ」

　アシュトまで神しん妙みような顔をする。

　それを見て、侯爵は何な故ぜか笑みをこぼし、アメリアは不思議そうな顔をした。

　しかし、クリスフォードはそんな雰囲気を無視するかのように、微笑んだままキャロライナの頭を撫でる。

「キャロライナさんは小さいのに、ちゃんと挨あい拶さつが出来るんですね」

　するとキャロライナの表情は、警けい戒かいからムカつきに変わり、無言で頬を膨らませた。

「おやおや。ところで侯爵。そろそろフレイム・ドラゴンに薬を飲ませる時間なのですが」

「あら、もうそんな時間？　でも、折角みんなが集まったから、一つ私から言っておきたい事があるわ。いいかしら？」

「何でしょう？」

　クリスフォードは笑顔を崩くずさずに言う。

「今日報告があったの。フレイム・ドラゴンの病気は、貴方がこの街に来てから発はつ症しようしたって事が分かったわ」

　侯爵がサラリと言ったので、誰だれもがその意味を飲み込むのに数すう瞬しゆんを必要とした。

　中でも仰ぎよう天てんしたのはクリスフォードだったが、真っ先に立ち直り、咳せき払ばらいをしてから口を開いた。

「何を言うのですか侯爵。私はＷＤＧ本部の正式な指令を受けて参ったのです。それはアメリアさんが証明してくれるでしょう？」

「ええ。確かに、書類は本物でしたよ……？」

　アメリアは、いかにも反応に困っているといった様子だ。それはそうだろう。侯爵は何のつもりでこんな事を言いだしたのか。

「本物なのは知ってるわ。でも、クリスフォードを街で見たっていう証言は、貴方がＷＤＧ本部の紹しよう介かい状じようを持って現れる以前からあるのよ。貴方の怪あやしい笑顔って目立つでしょ？」

「はぁ……何の事か分かりません。どこにでもある顔だと思いますよ。それに、私が以前からガルツハーンにいたとして、フレイム・ドラゴンの病気に因果関係があるという証しよう拠こにはならないでしょう」

「誰もそんな事は言ってないわ。ただ、貴方が来てから病気になったと。そう時期の話をしているだけ。犯人だと言っているように聞こえた？」

「僭せん越えつながら……」

　侯爵の余りにも悪びれない態度に、クリスフォードは怖おじ気けづいている様子だった。

「あらそう。ごめんなさいね、失礼な事言っちゃって。だってほら、私、貴族だから」

　そう言ってマルビナ・ヒロマーエ侯爵は笑った。
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　イルミたちが帰ってから、クリスフォードはこっそりと宮きゆう殿でんを抜ぬけ出だした。

　白衣を脱ぬぎ捨すてた下には、黒い燕えん尾び服ふく。

　街に出た彼が向かったのは、小さな喫茶店だった。

　今日この時刻に、クリスフォードは上司と落ち合う手て筈はずになっていた。が、ざっとテーブルを見回した限り、その姿は見当たらなかった。

「……？」

　上司が約束を破るのはいつもの事。別に珍めずらしい話でもない。

　何せ人を困らせる為ためなら、どんな苦労でも買って出るような変人なのだ。

　クリスフォードはため息を吐つき、上司が来るまで紅茶でも飲んで時間を潰つぶそうと考えた。

　ところが、不意に上着の裾すそを引っ張られる。

　戸と惑まどいつつ目線を下げると、そこには緑色のエプロンドレスを着た小さな店員がいた。クリスフォードはその顔に見覚えがある。

「……マリィ、ですか？」

　赤色の髪を左右の耳の上で束ねた少女は、一ヶか月げつ前に出会った少女に相そう違いなかった。

　アリラト島の唯ゆい一いつの生き残り。

「その格好はどうしました？」

「えっと、その、アリスお姉ちゃんが……」

　マリィは頬を赤くし、手をモジモジと動かす。

　すると店の奥おくの方から、聞き慣れた笑い声が流れてきた。

「あは。クリスフォード、いらっしゃーい」

　金きん髪ぱつ赤せき眼がんの店員が、くるりと回転しながらエプロンとスカートをひるがえして現れた。こちらはマリィとは違い、黒いエプロンドレスだった。

　彼かの女じよの名はアリス──クリスフォードの上司であり、教団の枢すう機き卿きよう。

　回転する動作で脚が太ももまで顕あらわになり、ガーターベルトがチラリと見える。店内の視線が集中した。

　クリスフォードは、その眼福に感謝しつつ、美び脚きやくを視姦した他の客たちを皆みな殺ごろしにしようと決めた。

「アリス卿きよう。特に理由があるとは思えませんが、一応聞いておきます。その格好は何のつもりですか？」

「嫌ね、クリスフォード。黒幕ちゃんって呼んでよ」

「はぁ。それで、アリス卿はここで何を？」

「いけずぅ……まぁ、いいわ。この制服、似合ってるでしょ」

　アリスはロングスカートを掴つかんで広げてみせる。

「ええ、似合っていますが……」

「でしょでしょ？　つまり、そういう事よ」

　クリスフォードは軽い目眩めまいを覚え、こめかみを押さえた。

　アリスの奇き行こうに驚かされるのはいつもの事だが、毎度違ちがうパターンで攻せめてくるので、慣れるという事がない。今回は軽いイタズラのようなものだが、時には計画の全すべてを台無しにするような大暴れをする事もあるので、クリスフォードの心労は絶えないのだ。

　クリスフォードはため息と共に空いている席へ座すわる。するとアリスもその向かいに腰こし掛かけ、マリィを手招きして自分の膝の上に乗せた。

「はぅ」

　マリィは恥はずかしそうに声を出す。アリスはマリィの赤色の髪かみに手櫛ぐしをしながら、流し目をクリスフォードへ向け、意地悪そうに笑う。

「ところで、見てたわよクリスフォード。あの侯爵、凄すごい人ね。思っていても普ふ通つう言わないわよ、あんな事」

「あぁ、参りましたよ。もう、あの宮殿では好き勝手できません。面めん倒どうですからこのまま逃にげる事にしますよ。予定通りイルミ・ミルウィックとハイロードの雛ひなは、ジラガミ山へ向かったようですし」

「ご苦労様。ところでいいの？　怪しまれているのに逃げたりしたら、ますます疑われるわよ」

「心配は無用ですよアリス卿。足が付きそうなものは初めから持ち込んではいません。そもそも私がここに来たのは、本当にＷＤＧ本部の命令ですからね。怪しむ事それ自体が不ふ謹きん慎しんというものです」

「あは。そう言えば、あの新米の支部長ちゃんは知っているのかしら。ＷＤＧが本当はドラゴン大好きクラブじゃないって事」

「さて、どうでしょう。父親は感づいていたようですが」

「ジョスカンが殺してくれて助かったわ。一人だけ殺すって面倒だもの。街ごと消すなら簡単なんだけど」

「派手な行動は慎つつしんで下さいよ。一応、我々は秘密結社で、貴女はその枢機卿なのですから」

「あは、十四歳くらいの男の子が好きそうな立場ね」

　何が面白いのか、アリスは心底嬉うれしそうにしていた。

「それはそうと……マリィの改造はもう終わったのですか？」

　クリスフォードは赤色髪の少女へ目を向ける。

　アリスは目に付いた女の子を拾ってくる趣しゆ味みがあった。その内訳は、戦災孤こ児じ、捨て子、迷子、奴ど隷れい、遊女、その他多た岐きにわたる。アリスは少女達たちの体を、様々な意味で弄いじり回し、魔術師級の戦せん闘とう力りよくを与あたえた。

　そうした少女たちを、アリスは童女ニンフエツトの戦列と呼んでいた。

　かつてアリスと技術提てい携けいを結んでいたアンデルセンも、自らの弟で子しに改造を施していたが、まぁ似たようなものだろう。

「改造なんて酷ひどい言い方をしないで。ちょっと気持ちいい事しただけよ。ね、マリィ」

「う、うん……」

　マリィはアリスに撫でられるのが、くすぐったいのか、嬉しいのか、身をよじって目を閉じた。

「マリィ。折角だから、頑がん張ばった成果をクリスフォードおじさんに見せてあげましょうよ。そうね……何がいいと思う？」

　アリスはクリスフォードへ赤眼を向けてきた。

「では、店内の者を皆殺しに」

　即そく答とうする。

「あは。そんなの簡単簡単。さ、マリィ。殺ってみせて？」

「うん……」

　赤色の髪の童女ニンフエツトは、暫くアリスの顔を見上げてから、コクリと頷き立ち上がった。袖から見えた右手首には、横に線状の傷が走っている。

　その傷から肉につ塊かいのような不気味な何かが、泡あわを立てて溢あふれ出す。空気に触れたソレは黒く変色し、マリィの手に収まって形を作っていく。

　やがてマリィの右手には、巨大なデスサイズが握られていた。

　突如店内に現れた異物に、他の客や店員が呆ぼう然ぜんとした眼まな差ざしを向けてくる。

「えっと……えいっ！」

　可愛らしい掛け声ごえと共に、刃やいばが宙を舞まう。首の半数が転げ落ちた。ボタボタと倒たおれる死体は、初め血を噴ふん射しやしていたが、急速に腐くさり落ち粉状になった。

　ここでようやく悲鳴が上がり、生き残った全員が出口へと殺さつ到とうする。しかしマリィは逃がさない。頭から縦に両断し、回転しながら横に切断した。

















　アリスの命令から僅わずか十秒後。マリィは虐ぎやく殺さつを達成し、更さらに罪悪感に震ふるえてうずくまるところまで完かん了りようさせていた。

「お見事」

　クリスフォードは、改造主のアリスへ喝かつ采さいを送る。

「えっへん」

　アリスはクリスフォードへ威い張ばって見せてから、血溜だまりの中に座るマリィを後ろから抱きしめた。

「あらあら、マリィったらどうして泣いているの？　とっても上手に出来たじゃない」

「うん……でも、でも……っ」

「大丈夫。ここにいた人はね、皆みな悪い人なのよ」

「本当……？」

「ええ、そうよ。この街の人はね、牛さんや豚ぶたさんを狭せまいところに一生閉じ込めて、最後に殺して食べちゃうような人たちなの。だから殺したマリィはとっても偉えらいのよ」

「そう、なんだ……」

　褒ほめられたマリィは、涙なみだを流したまま、はにかんだ笑え顔がおを作り、アリスの胸に顔を埋うずめた。

　確かにマリィは、気ままに魚を釣つったり果実を採ったりして暮らしていたアリラト島の住民だ。それから見れば畜ちく産さんなど残ざん虐ぎやくな行こう為いだろう。

　だが、そんな誰もが当たり前に行っている事を引き合いに出し、悪い人だと教え込むアリスの腹黒さは他の追つい随ずいを許さない。

　そもそも、アリスの好物リストにはステーキが入っていた筈はずだ。それを思い出し、クリスフォードは苦く笑しようした。

　もっとも、この店の連中はアリスの脚あしを見た段階で、万ばん死しに値あたいしているのだから何の問題もない。

「ところでアリス卿。一つ貴女あなたに言っておきたい事が」

「あら、なぁに？」

「クリスフォードおじさんとは何事ですか？　私はまだ二十代ですよ」

「あは。だって貴方あなた、私の事アリス卿って呼ぶんだもの」

　クリスフォードの本気の抗こう議ぎを聞いて、アリスは愉ゆ快かいげに言い返した。








第二章　ジラガミ山の雪女
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　侯爵が用意してくれた馬車は、雪原仕様で車輪がスキー板に換かん装そうされていた。と言っても動かし方が違ちがうわけではなく、頑張るのは普段通り馬である。

「ねぇ、イルミ。侯爵はあのクリスフォードって人がフレイム・ドラゴンを病気にしたって言ってたけど、本当なのかなぁ？」

　御ぎよ者しやを務めるイルミへ、キャロライナが後ろの座席から語りかけてくる。

「さぁね。侯爵の言ってる事が本当だとしたら怪しい気もするけど、ＷＤＧ本部から来たって言うんだから素す性じようは確かだろ。侯爵は何でも思った事をそのまま言うからね。あんまり本気にしない方がいいと思うよ」

「そうかなぁ……？」

　キャロライナは納なつ得とくいかない様子だったが、大人しく引き下がり、アシュトをツンツンして遊び始めた。

　しかし、実の所、イルミも気にしていた。根拠はないが、あのクリスフォードという男には、得体の知れない雰ふん囲い気きがあった。

　もっとも、そんな理由で人を疑っていてはキリがない。第一、クリスフォードがドラゴンを病気にしたところで、何の得もないだろう。

　イルミは、気晴らしに視線を横に向ける。

　街を出て暫くは、白く染まったリンゴ畑が続いていたが、今はもう雪原が彼方かなたまで続くばかりだ。

　ジラガミ山まではあと二時間といったところで、日が沈しずむ前には着けるだろう。

　ところが、イルミは進行方向に異物を発見してしまう。

「……なんだ？」

　そのまま通り過ぎても良かったが、気になって馬車を止めた。

「どうしたの？」

　キャロライナが後ろから首を出し尋たずねてくる。

　イルミは目をこらし、雪の上に転がる物体を見つめた。

「人が倒れてる」

　イルミはそう呟つぶやいて、馬車から飛び降おり駆かけ寄よった。

　それは三十歳さい前後の女性だった。割と美人である。呼びかけ肩かたを揺ゆすると、うっすらと目を開いた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あれ……あたし……」

　女性はボンヤリとした目でイルミの顔を見つめていたが、不意に飛び起きて周囲を見回した。

「ここはどこですかっ？　貴方は……あれ、あれれ？」

「落ち着いて下さい。ここはガルツハーンとジラガミ山を結ぶ街かい道どうですよ。貴女はここで倒れていたんです」

　イルミが説明すると、女性はようやく胸をなで下ろし静まってくれた。

「あぁ、そうだったんですか。すると助けて頂いた事になるんですね。ありがとうございます」

「いえ。僕は何も」

　何とも間の抜けたテンポで会話をしていると、馬車から降りたキャロライナが追いかけてきた。

「イルミ。大丈夫だった？」

　女性はキャロライナを見つめる。そして突とつ然ぜん目を見開き、叫さけんだ。

「人買い！」

「……はい？」

　意味が分からず、イルミは口を開ける。

「だって、小さくて可愛かわいい女の子を連れて、こんな辺境の地を走っているなんて、人買い人さらいに違いありません！　あ、あたしをさらっても買い手は付きませんよぉ……」

　どういう思考の飛ひ躍やくか分からないが、女性は勝手に脅おびえ始め、雪の上を這はって逃げ出した。別にそのまま放置していてもいいのだが、変な話を言いふらされても困るので、イルミは一応呼び止めた。

「あのですね。キャロライナは確かに小さいですが、大人しくさらわれるような娘むすめではありませんし、僕は人さらいでも人買いでもありません」

「だ、誰が小さいだってぇぇえっ！」

　イルミがその単語を口にした途と端たん、キャロライナが烈れつ火かの如く怒り出し、目をつり上げ犬歯を剥むき出しにした。

「いや、小さいだろ」

「どこがよっ！」

「どこって……身長とか、あと胸」

「ふぅぅぅっ、うにゃあああっ！」

「何だよ、その猫ねこが威嚇するみたいな声……あのね。こんな時にそんな事で怒おこって、事態をややこしくしないでよ……って、うわぁぁぁあっ！」

　キャロライナの腕うでに抱だかれていたアシュトが、例の如く口を開いて火か炎えん放射をイルミへ放った。

　近ちか頃ごろ喰くらっていなかったせいか、反応が遅おくれ、直ちよく撃げきをもらってしまう。

　イルミは燃えながら雪の上をのたうち回った。

「きゃあ！　ドラゴン！　それに仕える雪女！」

　女性はまた一人で盛り上がって、脱だつ兎との如く走り出した。イルミはもう追いかけるのも面倒になり、その後ろ姿を見ていたが、女性は勝手に転んで倒れた。

　そして、だいぶ離はなれているのに、イルミの耳にまで腹の音が響ひびき渡わたって聞こえた。



「何か、もう、モグモグ、すみません、人さらいとか言っておきながら、パクパク、食べ物までもらって、その上送ってくださるなんて、う……グッ」

　走る馬車の中で乾かんパンを貪むさぼり食くっていた女性は、喉のどに詰つまらせ苦しそうに胸を叩たたきだした。イルミが振ふり返かえると、キャロライナが水を差しだし、女性に飲ませていた。

　彼女はニーナ・エアリーと名乗った。偶ぐう然ぜんにも、イルミたちが向かっているジラガミ山の麓ふもとの村に住んでいるのだと言う。母親の為にガルツハーンまで薬を買いに行った帰り、空腹で倒れてしまったらしい。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　キャロライナがニーナの背中をさする。

「ふぅ……ありがとうございます。親切な方たちに拾っていただけて、本当に助かりました……ところで、キャロライナさんとイルミさんはどうしてジラガミ山へ？」

「それは勿もち論ろん、どんな病気でも治すと言われるエリキシルの花を採りに行くのよ！」

　何が勿論なのか分からないが、キャロライナは誇ほこらしげに語った。

　するとニーナは口に手をあて、目をしばたたかせる。

「エ、エリキシルの花ですかぁっ？　悪い事は言いません、やめた方がいいですよ！」

　ニーナの慌あわてる様子がただ事ではなかったので、イルミとキャロライナは唖あ然ぜんと見つめた。

「どういう事ですか？」

　イルミは尋ねる。

「どうもこうも、エリキシルの花なんて地元のあたしですら見た事がないんですよ。あんなのただの伝説です。本当にそんな便利な花があったら、わざわざガルツハーンまで薬を買いに行ったりしませんから！」

「えー」

　キャロライナがガッカリした様子で声を上げる。

「でも、エリキシルの花はジラガミ山の奥おく地ちにあると聞きます。ニーナさんが見た事がないのは、そのせいでは？」

「でも、今まで沢たく山さんの人がエリキシルの花目当てでジラガミ山の奥に入っていますが、誰だれ一ひと人り帰ってきた人はいないんです。仮に実在しても、手に入れられないんなら、ないのと同じですよ！」

「誰一人？」

「はい。地元のあたしたちだって麓の近くでしか猟りようをしないんですよ。中腹より上に行ってはいけないって、小さな頃ころから厳しく言われてきましたし……」

　イルミは言葉に詰まった。過か酷こくな山とは聞いていたが、まさかそれほどとは。侯こう爵しやくが五百万ジーレという要求に頷うなずくわけだ。

















　それにしても、誰一人帰って来ないとは物ぶつ騒そうだ。大雪山に負け、息絶えた者が大勢いるのは理解できるが、諦あきらめて帰ってきた者がいてもよさそうなのに。

「大丈夫よ。私たち強いもん。ね、アシュト」

「ギギギ」

　キャロライナの呑のん気きな呼びかけに、アシュトは首を縦に振る。

「そんなぁ、今すぐ帰った方がいいですよ」

「あれあれ。いいんですかニーナさん。僕ぼくらが引き返したら、村まで帰れませんよ？」

　イルミがそう言うと、ニーナは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、それから図ずう々ずうしくも次のように語った。

「……あたしを村まで送り届けてから帰ればいいと思います！」

「それじゃあ、僕ら馬ば鹿かみたいじゃないですか」

　イルミは思わず苦笑する。どうもニーナという人は、悪気はないが図太い神経の持ち主らしい。

「はいはーい」

　キャロライナは手をピンと伸のばして高く挙げる。

「はい、キャロライナ」

「ニーナさんを送り届けて、山に登って、エリキシルの花を摘つんでから帰ればいいと思いまーす」

「それは名案だね」

　言われるまでもなく、イルミは今いま更さら引き返す気はない。

　宮殿のフレイム・ドラゴンを治す為には、是ぜが非ひでもエリキシルの花が必要なのだ。

　キャロライナの食費を一気に稼かせぐチャンスというのもあるが、たとえ無む償しようでもイルミは行くだろう。

　ドラゴンには圧あつ倒とう的てきな力強さでたたずんでいて欲ほしい。それがイルミの願いだった。

「うぅ、人がこんなに心配してあげているのに……もういいです。イルミさんとキャロライナさんはフロスト・ドラゴンに食べられちゃえばいいんです……」

「フロスト・ドラゴン？」

　キャロライナは知らない単語を聞いて、目をパチパチさせる。

「ジラガミ山の奥に住むドラゴンですよぉ。すっごい強いんですからね！」

　そう。ジラガミ山にはフロスト・ドラゴンが住む。

　超ちよう低てい温おん地帯にのみ棲息するそのドラゴンは、ＷＤＧによる研究も殆ほとんど進んでおらず、生態の殆どが謎なぞに包まれている。

　一体どんなドラゴンなのか。

　それを想像するとイルミの血潮がたぎる。

　もしかしたら、カメラに収められるかも知れない。

　無論、エリキシルの花の入手が最優先だが、偶然出会うという事も十分有り得るのだ。

「ククク……」

　イルミは無意識の内に笑いを溢こぼしていた。

　後ろの座席からヒソヒソ声が聞こえてくる。

「……イルミさん、急に笑い出しましたよ」

「……変態っぽいよね」

「ギギギィ」

　その声で我に返ったイルミは、何の反応も示さず、何事もなかったかのように手た綱づなを握にぎり直し、平静を装よそおってジラガミ山を目指した。
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　街道は隣となりの国まで続く。しかし、イルミたちはジラガミ山へ行く為、途と中ちゆうで逸それて小道へ入った。ニーナの村へは、ほどなくして到とう着ちやくする。

　ジラガミ山は半ばまで針葉樹の森に覆おおわれていた。村はその森の入り口に位置する。

　木で出来た家ばかり。ただし、どの家も煙えん突とつが生え、その部分だけがレンガ作りだった。暖だん炉ろがなければ寒さに耐たえられないのだろう。実際、風が吹ふいていないのに、ピリピリとした冷気が伝わってくる。

　しかし、イルミもガルツハーンの生まれだから、この程度の寒さで音を上げてはいられない。そんな妙みようなプライドで冷風に耐える。

「へぇぇぇ、こんな所にも人が住んでるんだ」

　キャロライナは微び妙みように失礼な感想を漏もらす。

　もっとも、イルミも同じような事を思っていたりするのだが、南の方から来た人に言わせれば、ガルツハーンにも同じような感想を抱くらしい。

「酷いです。田舎いなかでも住めば都ですよ。むしろ、あたしはガルツハーンみたいに人が多い所は苦手です。迷子になるし……」

「あ、それ分かる！」

　ガルツハーンに住んでから三ヶ月も経たつのに未いまだ道を覚えられない少女は、ニーナへ激しく同意を示した。

「あれ。ニーナじゃねーか。随ずい分ぶん早かったな」

　通りかかった村人が、ニーナへ話しかけてきた。ニーナと同じくらいの年代の、筋肉質な男だった。

「あ、ただいま帰りました」

「よく道に迷わず帰って来れたなぁ」

「えへへ。実はこの人たちに送ってもらったんですよ」

「ははぁ、そんな事だろうと思ったぜ。ニーナ一人だったら、間ま違ちがって隣の国まで行くか、腹ぺこで倒れるかだもんな」

「ひ、酷いですよ。あたし、一人でも大丈夫ですよぉ」

　嘘うそだ、とイルミは心の中で呟いた。

「嘘ね」とキャロライナは口に出して呟いた。

「うぅぅ……ところで、母は大丈夫でしたか？」

「ああ。ニーナがいなくてションボリしてたがな」

「すいません、いつもいつも……」

　ニーナは申し訳なさそうに俯うつむく。

「なーに。気にする事ねーさ。ところで、そっちの人たちは今日はどうするんだ？　もう日が暮れそうだし、まさかこれからどこかへ行くってわけでもないんだろ？」

　村人はイルミの方を向いて言った。

「ああ、それなら、あたしの家に泊とまってもらおうと思っているんですけど……それでいいですよね？」

　ニーナはイルミへ同意を求める。

　もともと麓の村で一泊ぱくしてから山へ入る予定だったので、ニーナの提案はありがたい。

　しかし──

「うーん。確かにもう遅おそいから泊めて頂けるのはありがたいですけど。いいんですか？　キャロライナは有り得ないくらい大食いですよ。もしかしたら村の蓄たくわえが底を突つくかもしれません」

「あはは、大丈夫ですよ。育ち盛りの子供はこの村にも何人かいますから、今更一人増えたってどうって事ありませんよ。それに、送ってもらったお礼をしたいですから」

　明らかにニーナはキャロライナの胃い袋ぶくろを過小評価している。が、今から山を登るにしても引き返すにしても遅すぎるのは確かだろう。

「じゃあ、お言葉に甘あまえさせて頂きます。キャロライナもそれでいいよね……って何で僕の足を踏ふむんだよ」

「ふんっだ」

　キャロライナは口をへの字に曲げてそっぽを向いた。

「え、なにそれ。『踏んだ』と掛かけてるの？　すっごい寒いんだけど」

「違うわよっ！」

「あのー、ジラガミ山が寒いのは当たり前だと思うんですけどぉ」

　ニーナは相変わらずズレた話を始める。

「いや、そうじゃなくて……ん？　ところでキャロライナ。アシュトは？」

　頭の悪そうな会話をしている内に、アシュトの姿が消えていた。

「あのトカゲならあっちの方へ走っていったぜ」

　村人が村の奥を指差した。それと同時に、子供たちの叫び声が聞こえてくる。

「おい、マジでドラゴンだぜドラゴン！」

「山から下りて来やがったのか！　捕つかまえろっ！」

　それはキャロライナより四歳ほど年下の、すなわちキャロライナと同じくらいの身長の子供たちが、緑色の子し竜りゆうを追いかけ回している図だった。

　子竜はバサバサと羽ばたき必死に逃げ惑まどっている。

「こ、こらぁぁぁあっ！　アンタたち、アシュトに何すんのよぉぉっ！」

　キャロライナは金切り声を上げ、腕を上げながら子供たちの集団へ突っ込んでいった。

「うわ、何だコイツ。雪女かっ？」

「やっちまえ！」

　キャロライナへ無数の雪玉が命中する。無論、黙だまってやられるギルズベイル一族ではないので、即そく座ざに応戦を始める。

　いつの間にか、アシュトとは何の関係もない雪合戦が繰くり広ひろげられていた。

　イルミはキャロライナの後ろ姿を見つめながらニーナへ語りかけた。

「さて。いい加減、外は寒いのでニーナさんの家まで行きましょうか。お母さんにも挨あい拶さつしたいですし」

「え？　でもキャロライナさんは……」

「どうせ暫しばらく遊んでいますよ。晩ご飯が出来た頃に迎むかえに行けば問題ありませんから」

「はぁ……そんなものですか」

　ニーナは困こん惑わくした顔でキャロライナを見ていたが、薬が入った袋ふくろを握りしめ歩あるき出した。
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「あー楽しかった！　お腹なかぺこぺこ」

「ギギギ」

　予想通り、イルミが迎えに行くまで村の子供たちと入り乱れて遊びまくっていたキャロライナは、アシュトを抱きかかえ満面の笑みでニーナの家に入った。

「やれやれ。迎えに行かなきゃ朝まで遊んでそうだね。ニーナさんが大おお鍋なべ一いつ杯ぱいのスープを作ってくれてるよ」

「スープ？　やったぁぁあ！」

　玄げん関かんでぴょんぴょん跳とびはねるキャロライナを見てイルミは思う。

　この娘はいつも食べ物の名前を聞くとはしゃぎだすが、消化できる物なら何でも喜ぶのではなかろうか、と。

「あ、イルミさん、キャロライナさん。お帰りなさーい。丁ちよう度ど煮に込み終わったところですよ」

　ニーナは大おお鍋なべをテーブルの上に置きながら二人を迎え入いれた。

　その鍋なべの中にあるスープは一見、過か剰じような量だ。イルミがキャロライナの食欲を説明し、これでも足りないくらいだと説とき伏ふせ、強ごう引いんに作らせたのだ。事実、キャロライナの胃袋ならば腹八分目にもならないだろう。

　煮に込まれた肉と野菜が香こうばしい匂においを漂ただよわせていた。

　テーブルには白髪しらがの老ろう婆ばが座すわっていた。ニーナの母親である。イルミたちが家に入ってくると、ニコニコと人の好さそうな顔を振りまいた。

「おや、お客さんですか？　どうぞどうぞ。ニーナ、あの人たちのスープも作っておあげ」

「もう、何言ってるんですか、お母さん。イルミさんにはさっきも会ったでしょう。それともう一人はキャロライナさんですよ」

「そうだったかい？　よく分からないけど、スープを出しておあげ」

「はいはい」

　ニーナは返事をしつつ、母親のショールを掛け直してやる。二人暮らしの家だが、互たがいに幸せそうだった。

　しかし、ニーナの母親は、キャロライナを見つけると、その顔をしげしげと見つめ、それから目を大きく開いた。

「ローラッ？」

　その細い体のどこにそんな力があったのか、ニーナの母親は驚おどろくほどの大声を出す。

「あぁ、やっと帰ってきたのかいローラ。皆どれだけ心配したと思っているの。お父さんはお前を捜して山に入ったんだよ。会わなかったかい？」

「え、えぇっ？」

　突然ローラと呼ばれたキャロライナは、目を白黒させながら、助けを求めるようにイルミを見上げる。だが、イルミも事態を飲み込めず戸と惑まどっていた。

「お母さん。その人はお姉ちゃんじゃなくてキャロライナさんだってば」

　ニーナがそう言うと、老婆の形相は元に戻もどり、また優やさしげな笑えみを浮うかべた。

「おや。そうだったかい？　そうだったかもねぇ……」

　老婆は悲しそうな表情を作ってから大人しくなり、それからは殆ど何も言わなかった。



　イルミの予告通り、キャロライナが大鍋を殆ど一人で完食し、それでも物足りなさそうな顔を浮かべニーナを仰ぎよう天てんさせてから半時間。

　ニーナは母親を寝ねかしつけて食しよく卓たくへ戻り、先さき程ほどの一件を説明した。

「ローラというのは、三十年前……十歳の時にジラガミ山で行方不明になった、あたしの姉なんです」

「ニーナさんのお姉ちゃん？　でも、お母さんはどうして私とお姉ちゃんを間違えたの？」

　キャロライナは馬車から持ってきたビスケットを食べながら問いかけた。自分が十歳に見えるのが理由だとは思わないらしい。

「ええ……まぁ、ご覧になったとおり、母は随分と耄もう碌ろくしていて……十歳前後の女の子を見かけると、ローラと呼びかけてしまうんです」

　真実を知ったキャロライナは「むー」と口を尖とがらせる。

「なるほど。それにしても、お姉さんは何な故ぜジラガミ山へ？　当時まだ十歳だったのでしょう？」

　イルミはキャロライナの頭を撫なでて宥なだめながら質問した。

「それなんですが、その時あたしは二歳だったので……姉がいなくなった経けい緯いは覚えていないんです。薄はく情じようですよね、遊んでもらった事は覚えているのに。姉さんは、あたしなんかと違って可愛くて頭も良くて……って、これもうろ覚えなんですけど」

　ニーナは自じ嘲ちようする。

「しかし、二歳の頃の記き憶おくなんてなくて当然だと思いますよ」

「そうですか？　ありがとうございます。でも、父と母にとってはそうではありません。二人ともいつまでも姉さんを忘れられなくて……特に父は何度もジラガミ山へ姉さんを捜しに行っていました。そして昨年、遂ついに戻ってきませんでした……きっと雪女の領域に踏み込んでしまったのでしょう」

　ニーナの独白によって、空気が暗く沈み込んだ。

　そしてイルミの耳に『雪女』という単語が引っかかった。

　今日それを耳にするのは三度目。

「ニーナさん。その雪女というのは？　街道で貴女を拾った時も言っていたし、子供たちも雪女と口にしていました。村に伝わる伝承か何かですか？」

「ええ……昔から言われているんです。ジラガミ山には雪女が住んでいて、フロスト・ドラゴンに仕えていると。そして山の奥おくまで入ってきた人間を、氷こおらせて殺してしまうのです。エリキシルの花を採りに山へ入った人は、誰だれも戻ってこないと言ったでしょう？　あたしたち村の人間は、雪女にやられてしまったと信じているのです」

　ニーナの話を聞き、キャロライナはブルッと震え、イルミの服を握ってきた。

　雪女。確かに冬山にはその手の怪かい談だんが付きものだ。イルミも似たようなおとぎ話を幾いくつか聞いた事がある。

　今までは笑い飛ばしていたが、いざ自分の進路に立ちふさがると、あまり気持ちのいいものではない。生せい還かんした者が皆かい無むとなれば尚なお更さらだ。

「ごめんなさい。変な話をしてしまいましたね。今日はもう寝ましょう。あたしは母と一いつ緒しよに眠ねむるので、イルミさんとキャロライナさんはあたしの部屋を使ってください」

　イルミとキャロライナは部屋に案内された。

　こざっぱりした綺き麗れいな部屋だったが、ニーナがいなくなってから、キャロライナは重大な問題を口にする。

「ベッドが一つしかないじゃん！」

　キャロライナの言葉通り、部屋にはシングルベッドが一つあるだけだった。しかし、ここには二人と一匹ぴきがいる。

「大丈夫だよ。君、小さいから二人でも寝られるよ」

「はぁっ？　何で私とイルミがいっしょに寝るのよ！」

　キャロライナは目をつり上げて怒ど鳴なり散ちらす。

「じゃあキャロライナは床ゆかで寝るの？」

「イルミが床で寝ればいいじゃないのっ」

「いや、だって寒いし」

　イルミがそう言うと、キャロライナは唖然とした顔になり、暫く口をパクパクさせていた。それから、かぶりを振ってイルミを突き飛とばし、アシュトを抱いてベッドにピョンと飛び乗った。

「これでもう私の陣じん地ちだもん。占せん領りよう、制圧、早い者勝ち！　イルミは大人しく床で寝なさい！」

「はいはい。分かったよ。分かったからアシュトの口をこっちに向けないでよ。人の家燃やしたらシャレにならないだろ」

「むー」

　キャロライナは暫くの間、イルミへ警けい戒かい心しんのこもった目を向けていたが、やがて髪かみのリボンを解き、いそいそと布団ふとんに潜もぐり込んだ。

　イルミもランプの光を消して床に寝ね転ころがった。

　しかし、寒い。

　先程のは冗じよう談だんだったが、本気でベッドに潜り込みたくなってくる。だが、強引に入ろうとすれば、アシュトの火炎放射が炸さく裂れつするのは目に見えていた。

　そこでイルミは、キャロライナから迎え入れてくれるよう仕向けた。

「雪女」

　そう呟つぶやいてみる。

　すると、布団の膨ふくらみが僅わずかに震ふるえた。それからキャロライナがモゾモゾと動き、顔をイルミへ向けてくる。

「何……よ？」

「別に。独り言だよ。それより、明日は早く起きて山に登るから、寝た方がいいと思うけど」

「言われるまでもないわよ！」

　キャロライナは不ふ機き嫌げんそうに言い残し、毛布を頭まで被かぶった。

「……誰も帰らない山……氷らせて……殺す……雪女」

　イルミは暗くら闇やみの中、呪じゆ怨おんのように言葉を紡つむぐ。

　それを三分ほど続けると、突とつ如じよベッドの毛布がガバッと跳はね起おき、銀ぎん髪ぱつの少女がこちらを睨ねめつけてきた。目の端はしの涙なみだが、月明かりに反射している。

　ちなみに、その守しゆ護ご獣じゆうである筈はずのアシュトは、我先に鼻はな提ちよう灯ちんを浮かべていた。

「よ、よく考えたらイルミに風か邪ぜ引かれても困るし……ッ！　私だけベッドで寝るってのも居い心ごこ地ちが悪いって言うか……その、こっちに来ても、いいわよ！」

　心なしか、その声は震えていた。

「そう？　じゃあお言葉に甘えて」

「い、言っておくけど！　別に雪女が怖こわいとか、そういうんじゃないから！」

「はいはい」

　イルミはキャロライナの頭を一撫でしてからベッドに潜り込む。

　そこはキャロライナとアシュトの体温のお陰かげで、とても温かかった。目を閉じて眠りに落ちようとすると、隣からブツブツと何かが聞こえてくる。

「こんな、一緒のベッドなんて、やっぱり駄だ目めって言うか、不健全って言うか、あうぅぅ恥はずかしいよぉ……」

　キャロライナは一人で悶もん々もんとしていたが、イルミは聞こえない振りをし、さっさと夢の世界に旅立ってしまった。
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　早朝、イルミは腹の上に重圧を感じて目を覚ました。起き上がって見てみると、布団の上でアシュトがでんぐり返しをしていた。

　その緑色の子竜を脇わきに寄せベッドから出ようとすると、窓の外から風切り音が聞こえてきた。一いつ瞬しゆん、鳥の鳴き声かと思ったが、こんな雪山に鳥はいないだろう。

　外を見ると、キャロライナが剣けんを握り、白い息を吐はきながら日課の素す振ぶりをしていた。それは何度見ても惚ほれ惚ぼれするほど美しいフォームだった。

　毎日かかさず偉えらいなぁと思いつつ、イルミはどうしても余計な一言を言ってやりたくなった。

　しかしアシュトが目の前で見張っており、即座に炎ほのおが飛んでくるのは確定だ。

　それでも。男には言わねばならない時がある。

　イルミは窓を開けて顔を出した。

「風圧でパンツ見えてるよ」

「へ？　きゃ、きゃああああああああああああああっ！」

　キャロライナは慌ててスカートを押おさえる。

　そしてアシュトは待ってましたと言わんばかりに口を大きく開き、イルミの全身へ火か炎えんを塗ぬりたくった。

「ぎゃああああああああああああああああああああっ！」

　イルミは燃えながら部屋を飛び出した。水が入った桶おけを持ったニーナと鉢はち合あわせになる。おそらく井い戸どから汲くんできたのだろう。

「わっ、イ、イルミさんっ？　どうしたんですか、そんなに真っ赤になって！」

「水を！　水をお願いします！」

「え、はい！　分かりました！」

　ニーナは桶の中身をイルミへぶちまける。お陰で火は消え去った。その代わり冷水が震ふるえるほど冷たかったが。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？　火傷やけどとか……」

　ニーナは傷一つないイルミの顔を不思議そうに見ていた。

「いえ、慣れているので」

　イルミは平静を装いつつ、出来るだけキリッとした表情を作った。

「そういう問題ですか……？」

「そういう問題です」

「はぁ……ところで、そろそろ朝食にするので、キャロライナさんを呼んできてもらってもいいですか？　外で剣の練習をしているみたいなので」

「ええ、知っています」

　イルミはキャロライナを呼びに外へ出た。

「ご飯だよ、キャロライナ」

「ご飯？　やったぁ……って、うぉぉぉおっ、イルミィィィイッ！」

　キャロライナは突如顔を真っ赤にし、鞘さやでイルミに殴なぐりかかってきた。

「うわっ、何だよ急に」

「何だよじゃないわよ！　さ、さっき私にあんなことしておいて……っ！」

「あんなこと？　一体なんの話かさっぱり分からないよ。ちゃんと言ってくれなきゃ」

「いや、その、パ、パン……」

「パン、なに？」

「くっ……だから、さっきパンツ見たでしょ！」

「何色の？」

「言えるかこのバカァッ！」

　キャロライナが振ふり回まわした鞘がイルミの頭部を横から強きよう襲しゆうする。張はり倒たおされたイルミは家の壁かべに衝しよう突とつし、その震しん動どうで屋根から大量の雪が落ちてきた。その下した敷じきになり息が出来ない。慌あわてて顔を出すと、それを狙ねらってキャロライナが踏みつけてくる。

「痛っ、いや潰つぶれるから、顔面潰れるから！」

「潰れろ、この変態！」

　キャロライナの目には涙が浮かんでいた。一心不乱に蹴けってくる。どうも本気らしい。

「何の騒さわぎですか？」

　ニーナがのんびりした口調で現れた。するとキャロライナはニーナの胸に飛び込み、わんわん泣き始める。

「うわーん、ニーナさぁぁんっ。イルミが、イルミが変態なの！」

「へ？　それは知ってますけど、どうしたんですか？」

「さっき剣の素振りしてたら、イルミがパンツ見てきて……そのことで文句言おうとしたら、私の口からパンツの色とか解説させようとして……うぐっ、何でこんな恥ずかしい思いしなきゃ……えぇぇんっ！」

　その話を聞いたニーナは、口をあんぐり開け、イルミを見つめてきた。

「本当なんですか、イルミさん？」

「本当です……」

「し、信じられません。イルミさんって変態っぽいなぁとは思っていましたが、まさかここまでなんて……」

　イルミを見るニーナの目は、完全に変質者へ向けられるものになっていた。

「いや、僕は少しからかっただけで、別にやましい気持ちでやったわけじゃ……」

「ち、近づかないでください！　女の子を泣かせるなんて最低です！」

　そしてニーナはキャロライナを連れて家の中へ戻ってしまった。扉とびらが閉まるとき、鍵かぎをかけるガチャリという音も聞こえた。

「閉め出だされたっ？　この真冬に？　ニーナさん、入れてください。普ふ通つうに死にますから。僕、防寒具着てないんですよ？　何故だ！　僕はそんなに悪いことをしましたかっ？」

「じ、自覚ないんですかっ!?」

　中からニーナの驚いた声が聞こえた。

　それっきり何の反応も返ってこなくなる。

　イルミは玄げん関かん先さきで膝ひざを抱かかえて丸くなった。

　冷たい風が吹く。意識が薄うすれかける。自分はこのまま死ぬのだろうか。そんな妄もう想そうが脳のう裏りをよぎった。

　その時、扉がゆっくりと開いた。キャロライナがムスッとした顔を出す。

「ちょっとぉ……朝ご飯できたから入りなさいよ。冷めちゃうでしょ」

　そう言って家の中に招き入れてくれたキャロライナの姿が、イルミには女め神がみに見えた。

「ありがとうキャロライナ！」

「べ、別に……ニーナさんが呼べって言うから、仕方なく……」

　しかし、ニーナは全く違ちがうことを言う。

「キャロライナさんに感謝してくださいよ。イルミさんが凍とう死ししちゃうから許してあげてって泣きながら言うものだから……そりゃあたしがパンツ見られたわけじゃありませんから、許すのはキャロライナさんの意思ですけど」

「ニーナさん！　それは言わないでって約束したのに！」

　キャロライナは叫さけび出す。

　するとニーナはクスクス笑い出した。

　イルミはもう一度からかってやりたい衝しよう動どうに駆かられたが、足あし下もとから「ギギギ」と鳴き声が聞こえてきたので自重した。

　そして、朝食は鹿しかの丸焼きだった。キャロライナの食欲に恐おそれをなしたニーナが、猟りよう師しからもらってきたらしい。

　ニーナの母親が「おやまぁ」とのんびりした声を上げるのを尻しり目めに、ギルズベイルの少女は、フォークとナイフを駆く使しした鋭するどい斬撃を鹿に浴びせ、胃袋に肉にく片へんを詰つめ込んでいく。

　さっきまで泣いていた癖くせに、そんな様子は微み塵じんも見せない。食べ物を前にして、食欲以外の全すべての感情が飛んで行ってしまうのだろう。アシュトすら呆あきれ顔がおである。

　見事、キャロライナは鹿を消しよう滅めつさせた。

「……参りました！」

　何故かニーナは敗北に打ちひしがれていた。

「ふふん！」

　何故かキャロライナは勝かち誇ほこっていた。



「本当にすみません。泊めてもらった上、百人分くらい食べちゃって……あの、村の備び蓄ちくは大丈夫ですよね？」

　イルミは去り際、割と真面目まじめに心配をした。

　まさか人の家で鹿を丸ごと食べてしまうとは思ってもみなかったのだ。

「いえ……大丈夫です。この辺りは割と動物が多いですから……それに月に一度、キャラバンが訪おとずれるので……何とかします……」

　ニーナは半泣きになっていた。あまりにも申し訳ないので、イルミは棚たなの上にこっそり五万ジーレを置いた。

「ところで、本当に山に登るんですか……？」

「ええ。その為ために来たんですから」

「そうですか……あたしは止めましたからね。化けて出たりしないでくださいよぉ」

　ニーナの中では、既すでにイルミたちは死ぬ事になっているようだ。

「イルミー。早く行こうよー」

　アシュトを頭の上に乗せたキャロライナが、窓の外から呼びかけてきた。

「うん、今行くよ。それじゃ、ニーナさん。お世話になりました」

「はい……あの、毎年この時期になったら、お二人の為に祈いのりを捧ささげますから」

　ニーナは神しん妙みような顔で見つめてくる。おそらく、生きて山を下おりてきても亡ぼう霊れい扱あつかいするのだろう。

　そんなやり取りの後、イルミが家を後にしようとすると、ニーナの母親に呼び止められた。

「イルミさん。山でローラとお父さんを見かけたら、早く帰ってくるように言ってくれませんか？　なかなか帰ってこなくて。二人とも何をしているのかしらねぇ」

　その声はとても穏おだやかだった。いずれ、本当に二人が帰ってくると信じているのだ。

「……分かりました。もし見かけたら伝えておきます」

　イルミは老婆へ微笑ほほえみながら玄関を開けた。

　三十年も前に行方ゆくえ不明になった人間が、生きている筈がないと知りつつ。
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　ジラガミ山を登っていると、いつの間にか雪が降ってきた。

　獣けもの道みちすら覆おおい尽つくす白いカーペット。歩くだけで体力を消しよう耗もうする。

　おまけに傾けい斜しや。低温。

　木々のお陰で吹雪ふぶきの直ちよく撃げきは免まぬがれたが、コート如ごときを羽織っても、寒さを凌しのぐ事は出来なかった。

　そんな環かん境きようにも拘かかわらずキャロライナときたら──

「さ、さささささ寒いよぉぉぉぉおおおおおおっ！」

　霜しも焼やけで真っ赤になった足を、手で一いつ生しよう懸けん命めい擦こすっていた。

　キャロライナは、上半身こそマフラーとコートで防寒していたが、下半身はいつものとおり、太ももを丸出しにしていた。

「だからさ、言ったじゃん。ミニスカートはやめた方がいいって」

「だだだ、だって、まさかこんなにいいいいいいい！」

　ピュウと風が吹ふき抜ぬけると、キャロライナは歯をガチガチ鳴らし、全身を激しく痙けい攣れんさせた。

「ア、アアアアシュトは、い、いいいいなぁぁぁぁあっ！　ぜ、全然へっちゃらそそそそうで……っ！」

　キャロライナが羨うらやましそうに見つめる先では、緑の子竜が元気に駆け回り、雪やぶに頭を突っ込んだりしていた。

　ドラゴンをトカゲと呼ぶ者は多いが、実のところドラゴンの殆ほとんどは恒こう温おん動物なのだ。故ゆえに寒いからといって極きよく端たんに動作が遅おそくなったりはしない。もっともアシュトは極端に元気なようだが。

「やれやれ。まぁ、こんな事もあろうかと思って、持ってきて良かったよ」

　イルミは懐ふところで温めていた一六〇デニールの黒タイツを、さっそうと取り出した。

　山の奥に行けばますます気温が下がり、いずれキャロライナが悲鳴を上げるだろうと先読みしていたのだ。

　ところが、そんなイルミの親心に触ふれたキャロライナは、まるで汚きたない物を見るような目で睨にらみ、ボソッと一言吐き捨すてた。

「……変態」

　その言葉は、今までのような冗談めかしたものではなく、心底侮ぶ蔑べつの色が見えた。

「え、なんでっ？　だって寒いだろ？　僕ぼくは君のためを思って──」

「うるさいっ！　本気で分かんないんなら無自覚の超ちよう変へん態たいよ！」

「でも一六〇デニールだよ？」

「男の口からタイツの厚さの解説なんか聞きたくないわよ！」

「そんな……じゃあタイツ要いらないの？」

「要るわよっ、よこしなさいよ！」

　イルミには分からない理由で怒おこり出したキャロライナは、タイツを乱暴にぶんどった。そしてブーツを脱ぬぎ、雪の上に直接足の裏を付けたが、その冷たさに絶ぜつ叫きようした。

「きゃぁぁぁぁぁ死ぬううううぅぅうううぅううう！」

　涙目になりながらも、キャロライナは一いつ生しよう懸けん命めいタイツを穿はく。

　その脚あしのラインが驚くほど綺麗だったので、イルミは思わずドキリとする。

「見るな！」

　キャロライナが投げた雪玉がイルミの顔面に当たった。

　イルミは、あまりの理り不ふ尽じんさに言い返してやろうかとも思ったが、アシュトが口を開けて炎の発射準備をしていたので、大人しく従う事にした。

　キャロライナの事を思ってタイツを準備していたのに、どうしてこんな仕打ちを受けなければならないのか。イルミは後ろを向いてうなだれた。

　すると、うつむいた先の地面に、大きな足あし跡あとを見つけた。

　それは明らかに人間の物ではなく、それどころか熊くまなどと比べても遥はるかに大きい。

　イルミが知っている生物の中では、ウエスト・ドラゴンが一番近かった。しかし、それとも微び妙みように違う。

「……フロスト・ドラゴン？」

　それ以外に考えられない。その結論に達たつした瞬しゆん間かん、イルミは首からさげたカメラを握にぎりしめ、足跡を追いかけた。



　キャロライナはようやくタイツを穿き終えた。腰こしまで包つつみ込んだ繊せん維いは、確かに温かかった。

「だからって……わざわざ持ってくるなんて、変態すぎるわよ……っ！」

　おまけに、穿く前から温まっている。それがイルミの体温だと思うと、頬ほおが赤くなるのを感じた。

　否いな。どうしてイルミの体温を感じたからと言って恥ずかしがる必要があるのだ。そうだ、これは嫌いやだからだ。赤くなるのは拒きよ否ひ反応なのだ。

「もう！　終わったわよ！」

　イルミへ合図を送る。

　ところが、あの変態魔ま術じゆつ師しの姿はどこにもなかった。

「あれ？」

　まさか、変態変態と罵ば倒とうしたので、どこかへ逃にげてしまったのだろうか。だとすれば、謝あやまるべきか。いや、しかし、イルミが変態なのは事実なので、別にキャロライナが謝る必要はない。

　キャロライナが悩なやんでいると、アシュトがタイツを摘つまんで引っ張ってきた。

「どうしたのアシュト。そんなに引っ張ったら伝線するじゃない」

「ギィギィ」

　アシュトが指差した先には、大きな足跡があった。

「え、これって、ドラゴンの足跡ッ？」

　そう言えば、ジラガミ山にはフロスト・ドラゴンが住んでいると聞いた気がする。

　更さらによく見ると、その足跡を追っていく人間の足跡もあった。

　キャロライナは三歳さいの頃ころ、父から間合いの測り方を叩たたき込まれたので、足跡を見て身長一八五センチ程度だと推測する事ができた。

「……イルミの変態！」

　ドラゴンが少しでも関かかわると、あの男は途と端たんに理性を失うのだ。

　キャロライナはため息と共に、二つの足跡を辿たどって行く事にした。

　アシュトと共に暫く歩くと、木こ陰かげに俯うつぶせになりカメラを構えているイルミを発見した。キャロライナはソロソロと静かに近づき、小声で話しかける。

「ちょっと、何してるの？」

「シッ！　見てご覧。真っ白なドラゴンだ」

　イルミは人差し指を立て沈ちん黙もくを促うながすと、目線で方向を示した。

　キャロライナもしゃがみ、その方角を見てみる。

　すると、確かに雪と同色のドラゴンがいた。頭から尻尾しつぽまでの全長は十メートル程度。今まで見てきたドラゴンの中では小さい方だが、それでも普通の人間が太た刀ち打うちできる相手ではない。

　そのドラゴンは前脚が無い代わりに、その場所から大きな翼つばさが生えていた。そして二本の脚で直立し、針葉樹の森を悠ゆう然ぜんと歩いている。

「あの形は、いわゆるワイバーン型って奴やつだよ。間ま違ちがいなくフロスト・ドラゴンだ……」

　イルミは小声だったが、興奮しているのがハッキリと伝わってきた。せわしなくシャッターを切っている。まるで新しいオモチャを買ってもらった子供のようだ。

　そんなイルミを見ていると、キャロライナは先程の怒りも忘れてしまった。邪じや魔まをしないようにと可能な限り縮こまり、物音を立てないようにした。

　ところが、雪の上に黙だまって座っていると寒くて仕方がない。黒タイツの防寒力を上回る冷気が肌はだに突つき刺ささる。

　そこでアシュトを抱だきしめ、その温ぬくもりを拝借したが……無む駄だだった。

「は……っくちゅん！」

　盛大なクシャミが森に響ひびき渡わたった。鼻水が飛ぶ。

　イルミがとてつもない顔で見つめてきた。

　そしてフロスト・ドラゴンと目が合った。

「……ごめん」

　謝ったところでどうにもならない。

　牙きばを剥むき出しにしたフロスト・ドラゴンは、木と雪を吹き飛ばしながら突とつ進しんしてきた。
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　イルミは弾はじけるように飛び上がり、衝突の寸前でフロスト・ドラゴンを回かい避ひ。だが、獰どう猛もうな突進は、木もく片へんを弾き、雪の塊かたまりを撒まき散らした。

「キャロライナ！」

　名前を呼び相方を捜す。

「大だい丈じよう夫ぶ……っ！」

　キャロライナもアシュトを抱えて無事に逃げていた。

　しかしフロスト・ドラゴンは振り返かえり、再びこちらを睨んでくる。見み逃のがす気はないようだ。

　だからといって、殺すわけにもいかない。彼かれのテリトリーに侵しん入にゆうしたのは、イルミたちなのだから。

「どうしよう、イルミ！」

「どうもこうも逃げるしか……」

　言いかけてイルミは気付く。手に持っていた筈のカメラがない。ふと見れば、先さき程ほどまで寝転がっていた場所にカメラの残ざん骸がいが落ちていた。とっさに避よけたので、手放してしまったのだ。そして、そのままフロスト・ドラゴンに踏ふみ潰されていた。

「あぁ……」

　イルミは愕がく然ぜんとする。新調したばかりだったのに。

「ちょっと、何ボサっとしてんのよ！」

　キャロライナの声で我に返ると、眼がん前ぜんでフロスト・ドラゴンが口を大きく開けていた。その奥から水色の光と、膨ぼう大だいな魔ま力りよくを感知する。

「まずいっ！」

　イルミは反射的に赤の五ご芒ぼう星せいを展開し、紅ぐ蓮れんの炎を形成する。それと同時にフロスト・ドラゴンの口から絶対零度の息アブソリユート・ゼロが放たれた。正と負のエネルギーが衝突し、相そう殺さい。

　戦せん闘とうに入っても、左ひだり腕うでが暴走する気配はなし。

　イルミは内心安あん堵どする。

　だが、向こうに飛び道具がある以上、背を向けて逃げるのは不可能だろう。ならば、殺さずに行動不能にするしかない。

「殴って気絶させればいいんじゃないのっ？」

「そうは言うけど、出来るのかい？」

「任せて！」

　キャロライナはアシュトから手を放すと同時に、剣を鞘ごと構える。アシュトは翼を広げてホバリングをし、特とつ攻こうする飼い主の後ろ姿を見守った。

　銀色の髪を翻ひるがえし、ギルズベイルの剣がフロスト・ドラゴンの首を強打する。が、硬かたい鱗うろこは少女の一いち撃げきを弾はじき飛ばした。

　逆に跳ね返されてしまったキャロライナは、雪の上に尻しり餅もちをつく。いかに速く動けても、質量が違いすぎてダメージにならないのだ。抜き身みの刃やいばで斬撃を見み舞まえば勝てるのだろうが、それでは意味がない。

　転んだキャロライナにフロスト・ドラゴンが迫せまる。そこで真横からアシュトが炎を吐き、気を逸そらす。その隙すきを利用しキャロライナは飛び上がり、フロスト・ドラゴンの額へ鞘を突きだした。

　先程とは違い、体重を一点に集中させている。しかも顔面急所だ。流石さすがのフロスト・ドラゴンも悲鳴を上げ、大きく揺ゆらいだ。

　そうしてキャロライナとアシュトが見事な連れん携けいプレーを行っている間に、イルミは詰みの一手を打っていた。

「ハァッ！」

　イルミが地面へ手をつき、掛かけ声ごえを放つ。するとフロスト・ドラゴンを取り囲むように雪が盛り上がり、それは幾いくつもの板状に変形する。雪の表面は光を反射し、まるで鏡のようだ。

「キャロライナ、そこから出るんだ！」

　銀髪の少女はフロスト・ドラゴンの頭を蹴り飛ばし、雪鏡の防ぼう壁へきから脱だつ出しゆつする。

　更にイルミは手の平に光の玉を発生させ投げ飛ばした。それはフロスト・ドラゴンの眼前で炸裂し、強きよう烈れつな光を放つ。雪の鏡によって反射された閃せん光こうは、フロスト・ドラゴンの目を眩くらませる。気絶したフロスト・ドラゴンは倒れ、雪の鏡は崩くずれ去さった。

「やったぁ！　イルミ、凄すごい！」

「ギギギィ」

　少女と子し竜りゆうがイルミへ走り寄ってきた。

　イルミは手を振り、ざっとこんなもんさ、と余よ裕ゆうを見せようとした。ところが、横で寝ている筈のフロスト・ドラゴンから、うなり声が上がった。

　まさかと思ったのも束つかの間ま、咆ほう哮こうと共に雪色の竜は起き上がる。

「馬ば鹿か、な……っ！」

　あの光が直撃して起き上がれるわけがない。いや、よしんば起き上がったとしても目は見えない筈だ。その証しよう拠こに、イルミたちが目の前にいるにも拘かかわらず、フロスト・ドラゴンは明後日の方角を向いていた。

　それでもフロスト・ドラゴンは怒りを顕あらわにし、うなり声を上げながら首を振り回す。

「逃げろ！」

　イルミが叫ぶが早いか、フロスト・ドラゴンは出で鱈たら目めに絶対零度の息アブソリユート・ゼロを吐きまくる。ただでさえ低温のジラガミ山が、殺人的な環境へ変わっていく。

　空気中の水分が凍とう結けつし、氷の粒つぶとなって降り注ぎ、フロスト・ドラゴンの息が突とつ風ぷうとなる。ここまで冷たくなると、感覚が麻ま痺ひし、ひたすら刺すように痛いだけだった。

「イ、イルミ……目が開かないよぉ……っ！」

　キャロライナは激痛に耐たえかね、露ろ出しゆつした顔を隠かくそうと手で覆い、アシュトを胸に押しつけてうずくまっていた。流した涙が瞬しゆん時じに凍結し、まぶたを氷こおらせる。

　イルミはキャロライナへ駆け寄より、自分のコートの中へ、その小さい体を隠す。そして炎系魔術を応用して、周囲の温度を上じよう昇しようさせ絶対零度に対たい抗こうする。

　だが、それが仇あだとなる。フロスト・ドラゴンはイルミの魔力を感知したらしく、正確に突進してきた。まるで目が見えているように正確なコースだった。どうするべきか。

　キャロライナとアシュトを抱えたままでは素す早ばやく動けない。もう目つぶしも意味がない。

　──では、殺すのか。

　アシュトの親のように。

　またアレを繰くり返さなければならないのか。

　しかし、イルミが決断を下す必要はなかった。その前に、思いがけない助けがやってきたのだ。

「やめなさい、チャンドラーッ！」

　響き渡った声は若い女性のものだった。驚おどろいた事に、その一声でフロスト・ドラゴンの動きが止まってしまったのだ。

　音源は木の上。イルミは見上げる。そこには、オレンジ色になっていた空を背景に、美しいシスターが立っていた。
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　そのシスターは修道服を翻し、木の枝から飛び降りた。着地した先はフロスト・ドラゴンの真横。しかしフロスト・ドラゴンは暴れる様子もなく、むしろシスターへ頭こうべを垂れ、大人しく撫なでられていた。

　シスターはフロスト・ドラゴンを一ひと頻しきり愛めでると、目線をイルミたちへ向けた。

　イルミは思わず息を呑む。二十歳はたち前後と思われる彼かの女じよは、氷のように鋭い目を持つ美女だった。だが、何な故ぜこんな所に修道服を着た女性がいるのだろうか。フロスト・ドラゴンを声だけで鎮しずめたのだから、只ただ者ものではないのは確かだが。

「……貴方あなたたちは？」

　シスターは問いかける。

「僕は……イルミ・ミルウィック。この娘こはキャロライナです」

　イルミは立ち上がり、コートからキャロライナを出した。

　キャロライナは目をパチパチさせ、事態を飲み込むのに暫しばらく掛かったが、抱きかかえた子竜を見せて、「この子はアシュト」と紹しよう介かいする。

「そうですか……私はローラ・エアリーです。それで、貴方たちは何の為にこの山へ入ったのですか？」

　ローラと名乗った彼女の声は鋭く、まるで詰きつ問もんされているようだった。

　キャロライナは「うっ」と唸うなるが、イルミまで怖おじ気けづくわけにもいかない。それに、フロスト・ドラゴンから助けてくれたのだから、彼女に敵意はないのだろう。

「僕らは、マルビナ・ヒロマーエ侯こう爵しやくの依い頼らいで来ました。侯爵の宮きゆう殿でんに住んでいるドラゴンが病気になったので、それを治すためにエリキシルの花が必要なんです」

　偽いつわっても仕方がないので、イルミは正直に答えた。あわよくば協力を得られないかと期待を込めて。

　エリキシルの花とイルミが口にした途端、フロスト・ドラゴンが再び昂たかぶり始めた。しかしローラはフロスト・ドラゴンの体を撫で大人しくさせる。

「そうですか。確かにエリキシルの花は、どんな病気や怪け我がも治すと言われています。それがどうしても必要と言うのなら、山頂まで行くといいでしょう。エリキシルの花はそこにあります」

　ローラが淡たん々たんと告げたので、イルミは拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。駆け引ひきもなく、あっさりと教えてくれた。それが本当の情報だという保証もなかったが、しかし相変わらずローラからは敵意を感じない。

「ですが、今日はもう遅いですよ。ここはジラガミ山の中腹。山頂まではまだまだ有ります。私の教会へ泊とまっていきますか？」

「え、いいのっ？」

　キャロライナは素す直なおに喜ぶ。

「ええ。何もおもてなしは出来ませんが」

「泊めてくれるだけで嬉うれしい！　ねぇイルミ、行こうよ！」

「うん。そうだね……」

　こんな場所で野宿をすれば凍死は確定だ。

　当初の予定では、洞ほら穴あなを見つけるか作るかして寝ね床どこを確保しようと思っていたが、屋根の下で過ごせるならその方が断然いいに決まっている。

　それに何よりも、イルミはローラの正体が気になった。それを確かめる為、あるいは罠わなかも知れないと思いつつ誘さそいに乗る事にした。

　もっとも、ローラのような美女に誘いを受けて嬉しいという感情は、無なきにしも非あらずだが。

「では、こちらへどうぞ。……チャンドラーはここで大人しくしていて」

　ローラはフロスト・ドラゴンへ指示し、それからイルミたちを先導して森の奥おくへ歩き出した。

「ローラさん。チャンドラーというのは？」

「……あの子は、私が赤あかん坊ぼうの頃から世話をしているのです。チャンドラーと名付けたのも私です」

　するとキャロライナは目を輝かがやかせる。

「アシュトって名前も私が付けたんですよ！」

「……その子は貴女あなたが育てているのですか？」

「はい！」

「そうですか。偉いんですね」

　そう言ってローラは僅わずかに微笑み、アシュトの額に指で触れた。

　やがて針葉樹の群れの隙すき間まから、煙えん突とつの煙けむりが見えてくる。それは小さな教会だった。中には狭せまい礼拝室があり、残りは全て居住区だった。

　招き入れられた部屋は暖だん炉ろで暖かく、ローラは木で出来たカップに紅茶を入れて出してくれた。

「ローラさんは、ここに一人で住んでいるんですか？」

「ええ……」

「ずっと？　何年前からですか？」

　ローラは答えない。

「こら、イルミ！　人には色々事情があるのよ。そう一々詮せん索さくするんじゃないの！」

　すっかりローラに懐なついてしまったキャロライナは、プンスカと怒り出す。イルミはそんなキャロライナを手招きで呼び寄せ、部屋の隅すみで耳打ちした。

「ねぇキャロライナ。ニーナさんの話忘れたのかい？　行方不明になったニーナさんの姉は、ローラって名前なんだよ」

　おまけに名字も同じエアリーときている。

「あ、そっか。でも、同どう姓せい同名の別人でしょ？　だってニーナさんのお姉ちゃんがいなくなったのは三十年前よ。あのローラさんは、どう見たって二十歳くらいじゃない」

「普通に考えればそうなんだけどね……いや、僕の考えすぎかな」

　キャロライナの言う事が正しいだろう。ニーナの姉が生きていたとしても四十歳。目の前にいるローラは二十歳はたち程度。無関係かどうかはともかく、別人なのは間違いない。

　それでも、ただの偶ぐう然ぜんと片づける事は出来なかったが。

「あの……どうかしましたか？」

　内ない緒しよ話ばなしをするイルミとキャロライナへ、ローラは訝いぶかしげな目を向けてくる。その膝の上にはアシュトが寝ね転ころがっていた。

　ああ、確かに悪い人ではないのだろう。

　懐いているアシュトを見て、イルミは僅かに警けい戒かいを緩ゆるめてしまった。



　夕食はローラが、熊肉や野菜を煮に込んだスープを作ってくれた。昨日ニーナの家でご馳ち走そうになったものと似ていたが、味はこちらの方が圧あつ倒とう的てきに上だった。

　キャロライナの胃い袋ぶくろは大いに喜ぶ。

「すみません……夏ならもっと豊富な食材を使えるのですが、今は雪の下で保存していた物しか使えなくて……」

「ううん！　もの凄く美お味いしいですよっ！」

　キャロライナはスプーンを使うのがもどかしくなり、しゃくしでスープを飲み出した。イルミに行ぎよう儀ぎが悪いと言われたが、完全無視である。

「そうですか？　ずっと一人で暮らしてきたので、誰だれかに食べてもらうのは十年ぶりなのですが……ありがとうございます」

「いや、もうホント、お店開けるって。ローラさん、ガルツハーンに来てレストラン開いちゃえば？　私、毎日行きますよ！」

「ガルツハーン、ですか。それも、いいかもしれませんね……このスープ、実は私の家に代々伝わる秘伝のスープなんですよ」

「ジラガミ山の神秘って奴ね！」

　キャロライナは自分でもよく分からない批評をしながら、おかわりを所しよ望もうした。ローラは笑いながら盛ってくれた。美味しいと言われたのが余よ程ほど嬉うれしいのだろう。

　気が付くとまたしても大おお鍋なべが空になっていた。まだ腹八分目だが、このくらいで止めた方が健康にもいいだろう。

　それにしても、どうしてローラは仰ぎよう天てんした顔でこちらを見てくるのだろうか。キャロライナには分からない。

「……あの、お風ふ呂ろ、お先にどうぞ。私は洗い物を片付けますから」

　この教会は温泉が湧わいていて、浴よく槽そうに源泉掛け流ながしなのだとローラは言う。キャロライナは温泉に入った事がなかったので、胸をときめかせた。

「ローラさんも一いつ緒しよに入りませんか！」

「一緒に？　ですが……」

　ローラは表情を崩さぬまま、ぎこちなく聞き返してくる。

「洗い物なんて、あとで一緒にやればいいんですよ。駄だ目めですかぁ？」

「いえ。そういう訳では……」

「じゃあＧＯＧＯ！　アシュトも行くよ！」

　ローラの腕うでを引っ張り、半ば強ごう引いんに風呂へ向かう。その際、一度振ふり返ってイルミを指さし、警告を発した。

「覗のぞかないでよ！」

「心外だな。僕が今まで一度でも覗いた事があるかい？　毎度キャロライナから見せてきたんだよ」

「う、うるさい！」

　イルミは椅い子すに座すわったまま、小こ馬ば鹿かにするような笑えみを向けてきた。

　本当に失礼な奴だ、とキャロライナは憤ふん慨がいした。こんな美少女がいるのだから、少しくらいは裸はだかに興味を持ってもいいのに……などと考えてから一人で赤くなる。

「どうかしましたか？」

「べ、別に！」

　慌あわてて誤ご魔ま化かし、浴槽に飛び込んだ。これで赤くなったのは、のぼせたからだと言い訳できる。

　そしてお湯に浸つかった瞬間、全身が溶とけていくような快感が走った。

「はにゃぁ……」

　家のお風呂とはまるで違う。

　体中の力が抜け落おち、クラゲの如くふやけていく。

　これが、温泉というものか。

「気に入りましたか？」

「はぃ……とっても気持ちいぃ…………」

　このまま何時間でもジッとしていられそうだ。

「はぁ……それにしてもローラさん。胸おっきい……」

「え？」

　共に湯船に浸かりながら、キャロライナは隣となりの山脈を眺ながめた。それはアメリアなどと比べても余裕で上回る、圧倒的パワーを持っていた。シゲシゲと眺めると、ローラは恥はずかしそうに腕で隠す。

「別に、普ふ通つうだと思いますが」

「いや……絶対にビッグサイズですよぉ……けしからん……」

「きゃ、ちょっとキャロライナちゃん。どこ触さわって……あっ」

「こんなに有るんだから半分くらい分けてくださいよぉ……」

「そんな、え、キャロライナちゃん酔よってます？　ひゃっ！」

　キャロライナは段々本気で腹が立ってきて、ローラの胸を執しつ拗ように揉もみしだいた。

　広い浴槽の中をローラが悲鳴を上げながら逃げ惑まどい、キャロライナは夢遊病者のように追いかける。

「追いつーいたっ」

「ひゃん！」

　キャロライナはローラの背中から腕を回し、たわわに揺れる二つの塊を鷲わし掴づかみにした。

「あうームニムニのプニプニのスベスベだー」

「キャロライナちゃん、いい加減にしてください……怒りますよ、って、んひゃぁっ、そ、そこはダメ、本当にダメです、イルミさんに聞こえてしまいます、あ、ひっ……らめぇ……っ！」

　ローラは涙なみだを浮うかべ、切なげな声を響き渡らせた。

　男がこの場にいたら、全身の血を鼻から噴ふん射しやして即そく死ししていただろう。

　そんな中、アシュトは一人マイペースに、ラッコのように腹を天てん井じようへ向け、プカプカと浮いていた。
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　キャロライナたちが温泉に浸かっているのと同時刻。

　桃もも色いろ髪がみの少女、サクヤ・サクラがランタンを片手に雪やぶを歩いていた。

　何の為ために。

　無論、イルミ・ミルウィックに会う為だ。アリラト島で、あの男はサクヤを助けた理由をまともに答えてくれなかった。

「……胸を揉んだ癖に」

　一人呟つぶやき、サクヤは頬が赤らむのを感じた。このモヤモヤもどうにかして欲ほしい。全すべてイルミのせいなのだ。

　ガルツハーンで声をかけようと見張っていたのに、いつも銀ぎん髪ぱつの少女が一緒で、機会がなかった。

　そうしている内にイルミたちは馬車で外に出てしまった。その後を追って、遂ついにこんな寒い所まで来てしまったのだ。

　幼少の頃、地下室でありとあらゆる苦痛に慣れさせられたので、ジラガミ山如ごときどうという事はない。だが、面めん倒どうに変わりはない。

　しかし、サクヤは思いもよらぬものと遭そう遇ぐうする。進行方向の森から、耳が痛くなるほどの悲鳴が聞こえてきたのだ。どう考えても人間に出せる声量ではない。

　無視をしようかとも思ったが、イルミとキャロライナと思わしき足跡もそちらへ向かっていたので、行くしかなかった。

　針葉樹の森へ入った直後、暗くら闇やみの中から白い塊が現れ、サクヤの横を弾だん丸がんのような速度で通とおり抜けていった。普ふ段だんは動じないサクヤも、流石さすがに驚おどろき振ふり返る。

　ランタンの光を向けると、そこに転がっていたのは、雪色のドラゴンだった。全長は十メートル程度。シルエットはワイバーン型。それが血を流して倒たおれている。

　何故と思う間もなく、そこへ小さな影かげが躍おどりかかった。

　風を切きり裂さく音と共に、ドラゴンの左さ翼よくが切断される。そして金切り声。先程聞いた悲鳴は、このドラゴンのものだった。

　サクヤが更に驚きよう愕がくしたのは、切断面が見る見るうちに腐くさっていった事だ。地面に落ちた翼など、既すでに粉状になって四散している。

　ドラゴンは力を振り絞しぼって立ち上がった。そして自分を襲おそう影へ蹴けりを見舞う。が、影は視し認にんできないほどの速度で動き、ドラゴンの両脚を両断した。

　影は地を蹴り、木を蹴り、竜を蹴り、自由自在に駆け回まわって八方から標的を切り刻む。最も早はやドラゴンは達磨だるま状になり、声さえ上げない。最後に首が飛んだ。胴どう体たいだけとなり雪の上に落ちる。血の雨が降ふった。

　サクヤは目を見張った。ドラゴンを蹂じゆう躙りんしていた影は、小さな女の子だった。身長はキャロライナと同じくらいに見える。十歳くらいだろうか。赤色の髪かみを左右の耳の上で束ね、服は緑のワンピース。かつて白かったであろうエプロンは血色に染まっている。手には黒く巨きよ大だいなデスサイズ。この場にそぐわないと言うより、この世界のどこにもそぐわない。サクヤは自分を棚たなに上げてそう思った。

「お姉ちゃん、誰？」

　デスサイズの少女は、腐ふ食しよくするドラゴンの上に立ち、サクヤを見下ろしていた。不思議な事に、それだけの惨さん劇げきを行ったにも拘わらず、少女から殺気が感じられない。むしろ、哀あい愁しゆうを湛たたえている。

「私はサクヤ・サクラ。貴女は？」

「……マリィ」

　少女は素直に名乗った。

　しかし会話に不慣れなサクヤは、そこからどう発展させていいものか迷ってしまう。だから背後から声を掛けてくれる者が現れて、むしろ助かったかもしれない。

「おやおや。貴女がサクヤ・サクラさんですか。こんな所で会えるとは僥ぎよう倖こう。運命を感じますね」

　そこに立っていたのは燕えん尾び服ふくの男。彼は柔にゆう和わな笑みを浮かべていたが、どういうわけかサクヤは嫌けん悪お感しか抱かなかった。

「ああ……そう睨まないでください。貴女へ害意はありませんよ。むしろ、仲良くしたいと思っているくらいでして。申もうし遅おくれましたが、私はクリスフォード・アスロックと申します。以後お見知りおきを」

「……意味が分からない。新手のナンパ？」

「そうですねぇ。私は貴女の事を以前から存じていましたよ、サクヤ・サクラさん。亡国淡あわ桜ざくらの王女。そして、歩く厄やく災さいジョスカン・ミルウィックの従者。貴女は知らぬでしょうが、そこそこ有名人なのですよ」

　サクヤはローブの中で呪符を握りしめた。クリスフォードが少しでも妙みような動きをすれば、即そく座ざに投げつけてやるつもりだった。

「ですから、そう怖こわい顔をしないでください。ほら、マリィ。貴女もこちらへ来て挨あい拶さつをなさい。礼節を身につけねば、アリス卿きように嫌きらわれてしまいますよ」

「う、うん……」

　マリィは躊躇ためらいがちに頷うなずく。彼女が手にしていたデスサイズは、見る見るうちに形を変え、液状になって手首に吸い込まれていった。その現象が血の龍りゆうと似ていたのでサクヤは驚く。

　赤色のツインテールをなびかせながら、マリィはクリスフォードの後ろに立った。コソコソと顔を出しながら、窺うかがうようにサクヤの顔を見る。その小動物のような動きは、サクヤの心を刺し激げきした。こんな小さな子が、先程までドラゴンをいたぶっていた事が理解できない。返り血を浴びたマリィが目の前にいても信じられなかった。

「やれやれ。マリィの人見知りにも困ったものですね。気を悪くしないでくださいサクヤさん。これでもマリィはとてもいい子なのですよ」

「……問題ない。貴方の方が余よ程ほど不ふ愉ゆ快かい」

「これはまた」

　クリスフォードは苦く笑しようする。

「それで、用件は何。私は先を急いでいる」

「ああ、そうでしたそうでした。では手短に説明しますよ」

　燕尾服の怪あやしい男は、メガネを指で上げながら言う。

「貴女の目的はイルミ・ミルウィックなのでしょう、サクヤさん。実は私も、とある目的があって来たのですが、どうもその為にはイルミ・ミルウィックが邪魔になりそうなのですよ。私も貴女に協力しますから、ここは一つ共同戦線と行きませんか？」

　何故クリスフォードは、サクヤの目的がイルミだと知っているのだろう。誰にも教えた事がないのに。

　もっとも、今のサクヤの興味は別の所にあった。クリスフォードなど、どうでもいい。

「……一つ教えて。その子は何？」

　サクヤはクリスフォードの背中に隠れるマリィを見つめる。マリィも興味深そうにサクヤを見ていた。

「何、と言いますと？」

「とぼけないで。こんな小さな子が、こんな山やま奥おくで、あんな大きなドラゴンを倒した。貴方の中ではそれが当たり前？」

「ああ、なるほど。確かに我々の間では当たり前ですが……マリィはですね。アリラト島の生き残りなのですよ。たった一人ではどうせ死んでしまうでしょう？　そこで私の上司に当たる方が、善意で連れ帰ったのですよ。まあ、その上司は少々困った趣しゆ味みがあり、マリィを何やら改造してしまったようですが……良くある話です」

　確かに、良くある話だ。ジョスカンやイルミも、師し匠しようのモルモットにされた。サクヤも母親に虐ぎやく待たいされたお陰かげで今の再生力を手に入れた。子供が大人に弄いじくり回されるのは、珍めずらしい事ではない。

　それにしても、アリラト島の生き残りとは。あの島はサクヤとジョスカンが滅ほろぼしたのだ。今まで何とも思わなかったのに、マリィがその生き残りと聞いた途端、心に槍やりを刺されたような痛みが走った。

　マリィは知っているのだろうか。見つめると、大きな瞳ひとみで見つめ返してくる。きっと知らないのだろう。知られたくない、とサクヤは思った。何故かは分からないが、サクヤはこの少女に嫌われたくなかった。

「クリスフォード様。マリィはちゃんと出来た？　悪いドラゴンを上手に殺せた？」

　マリィはクリスフォードの服を掴つかみ、縋すがるように見上げていた。

「ええ。とっても上手でしたよ。アリス卿もお喜びでしょう」

　クリスフォードに褒ほめられ、マリィは安堵の笑みを浮かべた。

　その光景を見て、サクヤはクリスフォードに名状しがたい嫌悪感を覚えたが、口にも顔にも出ださない。

　たとえクリスフォードが改造しようが謀はかろうが、マリィへ与あたえた被ひ害がいは、サクヤの方が圧倒的に上なのだ。何も言えはしない。

　自分はマリィに何をしてやれるだろう。サクヤ自身も気付いてはいなかったが、それは生まれて初めて湧いた、贖しよく罪ざいの気持ちだった。

「貴方の申し出。受じゆ諾だくする」

　サクヤの返答にクリスフォードは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔を見せたが、すぐに笑え顔がおに戻もどり頷いた。

「そうですか、それはありがたい。では、私は上司にサクヤさんの事を報告してくるので、明日の朝までマリィをお願いしても宜よろしいでしょうか？　この山には別の協力者もいるのですが、朝になるまで彼女の元へ行くわけにはいかないのですよ」

「……いいの？　会ったばかりの私にマリィを預けて」

「構いませんよ。別にマリィがいてもいなくても、大して違ちがいはありませんから」

　そう言って、クリスフォードは暗闇の中に消えていった。

　残されたマリィは、不安げな眼まな差ざしでサクヤのローブを握にぎる。

「クリスフォード様はどこにいっちゃったの？」

「分からない。けど、朝には帰ってくる」

「それまでサクヤお姉ちゃんが一緒にいてくれるの……？」

　ローブを握る力が強くなった。

　サクヤの動どう悸きは速くなる。サクヤお姉ちゃんという言い回しにも戸と惑まどった。

　この子を安心させてやらねばという思いがサクヤの中に沸わき上あがる。

　どうすればいいのだろうか。そこでサクヤは、アリラト島でイルミに頭を撫でられたのを思い出す。それを真ま似ねてマリィの頭に触ふれた。

「はにゃ……」

　するとマリィは短く声を上げ、猫ねこのように目を閉じた。それが何だか可愛かわいくて、サクヤは何度も繰り返す。

「く、くすぐったいよぉ」

　マリィから抗こう議ぎの声が上がり、サクヤはようやく我に返る。

「雪を払はらっただけ」

「あ、そうだったんだ。ありがとう、サクヤお姉ちゃん」

　フッとマリィの顔に曇くもりの無い笑顔が浮かび上がった。それが自分一人に向けられていると理解して、サクヤは息が詰つまった。

　嬉しい。それと同時に胸が苦しい。

　自分とジョスカンがこの子の故郷を滅ぼしたのだから。

「今夜の寝床を探す。こんな所で寝ねたら、凍とう死しは確実」

　この子を守る。クリスフォードに言われたからではなく、たんに守りたいから。

　そんな自分の思考にサクヤは驚いた。理由にならない理由で動こうとしている自分は、どうにかしてしまったのではなかろうか。

　頭の中がグルグルと混乱する。すると、サクヤの手を握ってくる、温かいものがあった。

　マリィの手だった。サクヤが見ると、その小さな手は驚いたように引っ込められる。

「あ、あの……手、繋つないじゃ駄目？」

　サクヤはマリィの手を、無言で握り返した。

　たったそれだけの事で、マリィは本当に嬉しそうに笑う。

「サクヤお姉ちゃんの手、温かいね」

「マリィの手だって、温かい」

　そう言ってサクヤは握る力を強くした。

　ランタンの光だけが照らす夜の中、雪を踏みつぶしながら二人は歩く。

「ねぇ、どこで寝るの？」

「探せば熊くまが冬とう眠みんしている洞穴がある。その中なら二人の体温を合わせれば凍こごえる事はない」

　サクヤは自分で言っておきながら、抱き合あって眠ねむっている自分たちを想像し、何やらこそばゆい気持ちになった。

　だが、マリィは立ち止まってしまった。その手はサクヤを放さず、しかし足を動かそうとしない。そしてポツリと呟いた。

「熊さん……殺しちゃうの？」

　サクヤが振り返ると、マリィはうつむき、空いた手でスカートを握りしめ、唇くちびるを噛かんでいた。

「私、殺したくない。本当は誰も殺したくないの……喫きつ茶さ店てんの人たちも、フロスト・ドラゴンも……でもアリスお姉ちゃんとクリスフォード様が殺せって言うから、殺したらナデナデしてくれるから……」

　殺さなければ愛してもらえない。

　次の瞬しゆん間かん、サクヤはマリィを抱きしめていた。力ちから一いつ杯ぱい胸に押おしつけていた。それは考えての行動ではない。自分でも知らぬ内、無意識の行動だった。だが、一いつ切さいの後こう悔かいはない。

「私は、マリィが誰も殺さなくても、ナデナデしてあげる」

「本当……？　熊さん殺さなくていいの？」

　こんなにも温かくて柔やわらかくて小さなマリィ。

　ああ、かつてサクヤもそうだった。虐ぎやく殺さつする力を持たない故、母に愛してもらえなかった。

　ただ撫でてもらう、抱き締しめてもらう、髪を結ゆってもらう、添そい寝してもらう、愛してもらう。それだけの為に命を奪うばえと命じられる。

　しかし、この世界には、何の理由も無しに撫でてくれる人はいるのだ。サクヤは彼とアリラト島で出会ってしまった。

　──だからこそ、サクヤは今、ここにいるのだ。

「大丈夫。私も殺さない。どこか別の場所を探す」

　大丈夫。私がマリィを守るから。

　その言葉が喉のどまでこみ上げ、結局発音できなかった。



　　　　　９



　闇やみ夜よの中、イルミは外へ出ていた。ここへ来る時に、教会の裏手にチラリと見えたものが気になっていたのだ。

　それは墓地だった。木で出来た簡素な十じゆう字じ架かが十数本。死者の名は刻まれていなかった。

　普通の教会なら、墓があっても不思議ではない。

　だが、こんな山奥で誰の墓だろうか。

　イルミはふと考える。死者の魂たましいはこの星フイーリアの中心へ落ちていくと言われている。ジョスカンも星の奥へと落ちていったのだろうか。あの男が他の死者に混じって大人しく星に還かえるというのが、どうにも想像できない。

　そうやって墓の前でたたずんでいると、不意に後ろからマフラーをかけられた。驚いて振り返かえると、ローラがランタンを持って立っていた。

「風か邪ぜを、引きますよ？」

　シスターベールから見えるローラの髪は、しっとりと湿しめっていた。

　綺き麗れいな顔。

　とても近い。

　かすかな石せつ鹸けんの香かおり。

　イルミは鼓こ動どうが速くなるのを感じた。

「ありがとうございます……ところでキャロライナとアシュトは？」

「もう眠ってしまいましたよ。お風呂ではしゃぎすぎて疲つかれたみたいです」

　ローラは何故か頬ほおを赤くしていた。

　そして頬に付いた髪を指で掻かき上げる。

　雪の山。冷たい表情。アイスブルーの瞳。

　キャロライナとばかり接していたイルミは、彼女が放つ理知的な色いろ香かに酔いを覚えた。

「と、ところで、ローラさんこそ風呂上がりで外に出ては、風邪を引いてしまいますよ」

「……大だい丈じよう夫ぶです。私、雪女ですから」

　ローラは呟いた。

「雪女？　そう言えば、麓ふもとの村の人が言っていたような……ローラさんがそうだと？」

「はい。その雪女です」

　雪女を名乗るシスターは、愁うれいを帯びた微び笑しようを浮かべる。

　確かに、フロスト・ドラゴンを一いつ喝かつで止めたのだから、ローラが普通の人間ではないのは分かる。そもそも、こんな場所に住んでいること自体おかしいのだ。

　しかし、雪女と告白されて、そうなのかと頷くほどイルミは愚ぐ直ちよくではなかった。

　村で聞いたローラ・エアリーと、このローラ・エアリーの繋がりは何だろうか。

「……ここにある墓はローラさんが管理しているんですか？」

　イルミは一番聞きやすそうな話題から探さぐりを入れる事にした。

　するとローラは遠い目をしてポツリと語り出す。

「ここにある墓は……この山で亡なくなった人たちのお墓なんです」

「遭そう難なんした人？」

「はい。この山はとても迷いやすいし、一年中ほとんど雪に覆おおわれているので、たった十年でこんなにも沢たく山さんのお墓が出来てしまいました」

　おまけにエリキシルの花が在るので、来訪者には事欠かないというわけか。

「ローラさんが一人で墓を作ったんですか？」

「はい。イルミさんの前にあるお墓は一番新しい物……三ヶか月げつほど前に倒れていた老人の墓です。皆みな、名前も分からないのですが、せめて埋まい葬そうだけはしてあげないと、星の中へ行けないかもしれませんから……それが私の仕事です」

「雪の山の墓はか守もり……それが雪女の正体ですか。でも、まだ分かりません。そんな事を一人で十年も続ける理由は何ですか？」

　するとローラはイルミの顔を見た。その眼めは氷の輝きを放っていた。イルミはゾッとする。

「イルミさん。貴方は本気でエリキシルの花を採りに行くつもりですか？　フロスト・ドラゴンがどんなに恐おそろしいドラゴンか、知っていますか？」

　それは鬼き気き迫せまる口調だった。

「……どういう意味ですか？」

「十年前まで、私は麓の村に住んでいました。父も母も優やさしく、本当に幸せでした。二歳さいの妹もとても可愛かった。ですが、私は生まれつき魔ま力りよくが強かったらしく、魔まじ術ゆつの真ま似ね事ごとが出来たのです。それに目を付けたフロスト・ドラゴンは、ある日、村に下りてきて、私を連れて行きました。それ以来、私はここでジラガミ山の番人として、フロスト・ドラゴンのテリトリーを守っています。逆に私が山から下りようとしても、フロスト・ドラゴンが張った結界に阻はばまれてしまいます」

　不意打ちのように、ローラはイルミの疑問へ答え始めた。

　十年も前に家族から引き離はなされ、それ以来ずっと一人で。それが真実だとすれば──

「そんな馬ば鹿かな。一方的過ぎる！」

　イルミは思わず感情を込めた叫さけびを上げてしまう。

　その声にローラは驚いた表情を見せた。

「……どうして怒おこっているのですか？」

「だってそうでしょう？　ローラさんは何も悪くないのに、家族と離ればなれで、こんな山奥に一人で……今の話は本当なんですか？」

「ええ……ですが、フロスト・ドラゴンとはそういうものです。数あるドラゴンの中でも、高い知性と魔力。そして傲ごう慢まんさ。私は魔ま術じゆつ師しですが、それでもフロスト・ドラゴンに勝てる気がしません。イルミさん。もしフロスト・ドラゴンに出会ったのなら、生き残る方法はただ一つ。先手必勝。迷わず殺す事です。でなければ、貴方が殺されますよ」

　イルミはゴクリと音を立てて唾つばを飲み込む。

　ローラの眼の鋭するどさが。そして、それ以上に話の違い和わ感かんがイルミを混乱させる。いや、違和感どころではない。ハッキリと破は綻たんしていた。

　ローラの話だけを聞いていれば、なるほどと思うだろう。しかし、麓の村で聞いた話とまるで違う。妹のニーナは、姉のローラがいなくなったのは三十年前だと言っていた。しかし、このローラは自分が連れてこられたのは十年前だと言う。

　十年と三十年。この隔へだたりは何だ。

　たちが悪いのは、どちらも嘘うそを言っている様子が微み塵じんもない事だった。

　二人のローラがいる？　そんな偶然、ある筈はずがない。だが、事実ローラは若い。

　考えれば考えるほど混乱は増すばかり。だからイルミはそれ以上の追及をやめた。

「……ご忠告ありがとうございます。ですが、僕ぼくはいわゆるドラゴンマニアという人種でして。ドラゴンを殺す事はしたくないんですよ。それは最後の手段にしておきます」

「それでキャロライナさんを巻き込んでしまう事になっても？」

　ローラは試ためすような視線を向けてくる。

「……僕が死ぬ事になっても、あの子だけは守りますよ」

「そう、ですか。差し出がましい事を言って申し訳ありませんでした。ですが、私はもう墓を掘ほりたくはないのです……」

「大丈夫ですよ。僕たちは死にません。フロスト・ドラゴンも殺さず、エリキシルの花だけを失敬して逃にげていきますから」

　イルミは微笑ほほえんでみせる。そして、寒くなってきたから中に入りましょうと促うながした。

　早くベッドに潜もぐりたいのだ。今夜は考える事が沢山あるのだから。



　前を歩くイルミの背中をローラは見つめる。

　忠告をした。しかし、ローラはイルミたちの無事を願っているのではなかった。

　ローラは、イルミにフロスト・ドラゴンを殺して欲しいのだ。巻いてやったマフラーはその報ほう酬しゆう代わり。

　イルミは綺麗な顔をした男の子だ。キャロライナも可愛くて、見ていると久しぶりに笑顔になれた。

　だが、フロスト・ドラゴンがいる限り、ローラは山に鎖くさりで繋がれている。

　ローラはこの十年間、山へ入った人間を殺し、その墓を掘ってきた。

　それが墓守の仕事。

　テリトリーを侵おかした人間を、死体へ変えるのが役目。

　墓を掘ったのは、自分なりの偽ぎ善ぜん。

　しかし、本当に掘りたい墓は、父を殺した村人の墓なのだ。

　こんな山、うんざりだ。

　先日、ティアマトの腕わん章しようを付けた少女に策を与えられた。

　駒こまも揃そろった。決意も固まった。

　絶対に。絶対にこの牢ろう獄ごくから抜ぬけ出してみせよう。








第三章　会敵クロマク
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　朝日が昇のぼると共にイルミたちは教会を出発する事にした。ローラの言葉を信じれば、エリキシルの花は山頂にある筈だ。

「ところで、このマフラー。もらってしまってもいいんですか？」

「はい。私が暇ひまにかまけて作った物ですから……」

「え、手作りなんですか？」

　するとキャロライナが羨うらやましそうに見つめてくる。

「あー、イルミだけいいなぁ。ずるいわよー」

「いや。キャロライナはもうマフラーしてるだろ」

　いじけるキャロライナを見て、ローラは微かすかに笑った。その美しさにイルミは横目で見入る。

「ごめんなさいキャロライナちゃん。今度機会があれば、もっと美味しい料理作ってあげるから……」

「わーい！」

　本当に食べ物の事となれば簡単に喜ぶ少女である。

「帰りにもまた寄りますねー」

　去り際、見送ってくれたローラへ、キャロライナとアシュトは能天気に手を振っていた。が、イルミはそんな気持ちにはとてもなれない。

　ニーナの話とローラの話には、二十年のズレがある。矛む盾じゆんはそれだけではない。

　ローラは結界のせいで山から下りられないと言っていた。しかし、それならば何故イルミたちは易やす々やすと侵しん入にゆうできるのだろうか。

　ローラを番人として置くくらいなら、外からの侵入を拒こばむ結界を張ればいいだけの事。どうして逆向きの結界なのだろう。

「……少し急ごう」

「へ？　何で？」

「いいから。嫌いやな予感がするんだ」

　イルミは言いようのない不安を感じ、マフラーを握りしめた。
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　サクヤは昨日の夜、呪符で雪を爆ばく破はし雪せつ洞どうを掘り、マリィと二人抱だき合って寝た。

　サクヤが生まれた東方大陸では、これをかまくらと言うのだが、中は意外と暖かい。風を防げるのはもちろん、狭せまいため空気が流れず、人の体温がそのまま残る。更さらにサクヤの呪符は、人ひと肌はだの熱を長時間放つ事が出来るので、それをマリィへ渡わたしてやった。

　マリィの服についた血が腐ふ臭しゆうを放っていたが、サクヤはあらゆる苦痛に対して鈍どん感かんになっている。臭においくらいは気にならなかった。

　朝になり、太陽が照らす外に出て、マリィの雪を払ってやる。

　するとマリィが突とつ然ぜん抱だきついてきたので、サクヤは受け止めつつ瞬まばたきをする。

「えへへ。ずっとサクヤお姉ちゃんとくっついてたから、離れられなくなっちゃった」

　屈くつ託たくのない笑顔でそんな事を言うものだから、サクヤは頬が熱くなるのを止められなかった。

　……ああ、何て可愛い生き物なんだろう。

　このマリィに殺人を強要している者がいる。

「お待たせしましたサクヤさん。マリィはいい子にしていましたか？」

　そしてクリスフォードが現れた。彼かれはマリィに手招きする。

　──貴方あなたなんかには渡さない。この子は私が守る。

　そう言えたらどんなに素す晴ばらしいだろうか。だが、言えるわけがない。

　この子の家族や友人たちを皆みな殺ごろしにしたのは、自分とジョスカンなのだから。

　サクヤから離れられなくなった筈のマリィは、おずおずと体を離し、クリスフォードの元へ歩み寄った。

「では、もう一人の協力者の所へご案内いたします。行きましょう」

　クリスフォードはマリィの手を引いて歩き出した。サクヤがその後ろを付いていくと、マリィは何度も振り返り、悲しそうな目で見てきた。

　サクヤは胸が締め付つけられる思いだった。

　ここでクリスフォードからマリィを引ひき離し、どこかへ逃げて行けばいいのだろうか。だが、どこへ？　本当にそれがマリィの為なのか？

　今まで、サクヤは答えを出そうとした事などなかった。母親の鞭むちに身を任せていれば良かった。ジョスカンの虐殺を傍ぼう観かんしていれば良かった。しかし今は誰も決定してくれない。

　──どうすればいい？

　いつの間にか目的地に着いていた。そこには小さな教会があった。ノックをすると若いシスターが現れる。

「おはようございますローラさん。イルミ・ミルウィックたちは予定通りに出発しましたか？」

「はい……その子たちは？」

　ローラと呼ばれたシスターは、マリィとサクヤを見る。ローラの目は氷のように冷たく、それを見たサクヤは、辛しん気きくさい女だなと思った。

「あぁ、彼かの女じよ等らは仲間ですよ。こちらはマリィで、あちらはサクヤさんです」

「そうですか……ところで、ここに来るまでにチャンドラーと出会いませんでしたか？　今朝起きたらいなくなっていたのですが……」

「チャンドラー？　ああ、貴女が飼っていたフロスト・ドラゴンの事ですね。申し訳ありません。貴女の物だというのをすっかり忘れてしまいまして、殺してしまいましたよ」

「え」

　ローラの目は飛び出さんばかりに大きく見開かれた。

「ですから、殺してしまったのです。私とマリィが通りかかると突とつ然ぜん襲おそいかかって来たものですから。まぁ、避さけがたい事故というやつでして」

　音が響ひびいた。ローラがクリスフォードの頬を叩たたいたのだ。それでもクリスフォードは、人の好さそうな笑みを少しも曇らせない。

「おや、怒おこりましたか？　そう言えばチャンドラーは貴女が育てたのでしたね。十年来の友人を失った悲しみ、お察ししますよ。しかし、貴女はジラガミ山のフロスト・ドラゴンを抹まつ殺さつしたいのでしょう？　一匹ぴき殺す度にぶたれたのでは、私も少々困りますね」

「ッ……そうですね……申し訳ありませんでした」

　そう吐はき捨すてた後、シスターは血が出るほど唇を噛みしめた。

「分かって頂けたようで幸いです。何せ我々は共同体。いがみ合っては果たせる目的も果たせませんからね。ところでタオルをお借りできませんか？　マリィが浴びた返り血を拭ふき取とってやりたいのですが」

「分かりました。どうぞ、中へお入りください」

　また氷の表情に戻ったローラは、教会の中へ三人を招き入れた。中は暖だん炉ろの火で暖かい。ローラはタオルを取りに奥へ行く。クリスフォードは勝手に椅子へ座り、マリィは茫ぼう然ぜんと立っている。

　サクヤは自分でも知らず知らずのうちにマリィの隣にたたずんでいた。

「サクヤお姉ちゃん、どうしたの？」

　その小さな女の子は、自分で殺したドラゴンの返り血に染まっている癖くせに、無む邪じや気きな笑顔を浮かべた。

　こんな時、どうすればいいのだろう。

　迷ったサクヤは、また黙だまってマリィの頭を撫なで上げた。

　暫しばらくするとローラがタオルを持って現れた。

　サクヤはそれを受け取って、マリィの返り血を拭いてやる。

　だが、乾かわいた血は取れなかった。

　それでもマリィは笑っている。

　その笑顔を見ていると胸が痛い。本当に苦しいのはマリィなのに。

「ねぇ、サクヤお姉ちゃん。ずっと一緒にいてくれるの？　これからもマリィに優しくしてくれるの？」

　そしてサクヤは、マリィの笑顔の奥に隠かくれた、真実の感情に気付く。

　この子はサクヤに媚こびを売っている。嫌われたくなくて、捨てられたくなくて。

　クリスフォードにも同じ笑顔を。きっとアリスとかいう奴やつにも同じ笑顔を。

　アリラト島の事件から一ヶ月。たった一ヶ月で、十歳の少女がこうまで卑ひ屈くつになるだろうか。クリスフォードとアリスは、マリィに何をしたというのだ。

　それとも、やはり島を滅ぼした自分のせい？

「サクヤお姉ちゃん……？」

　自分にはこの子を助ける義務がある。

　死ぬつもりだったサクヤは、まだこうして生きている。

　その生の全てを使って──

「大だい丈じよう夫ぶ。マリィは私が守るから」

　一言一言を噛みしめて、サクヤはその決意を放つ。

　マリィは大きく目を見開き、そして小さく頷いた。

　クリスフォードの押し殺ころした笑いが耳みみ障ざわりだった。
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　山を登るにつれ気温はますます下がり、針葉樹すら見かけなくなった。キャロライナとアシュトはイルミへぴったりと張り付き、魔ま法ほうの恩おん赦しやで温まろうとしていた。

「こんなにくっつかれると照れるなぁ」

「うるさいわね！　寒いわよ、もっと熱くしなさいよ！」

「はいはい」

　だが、そうやって気楽な会話をしていられるのもこれまでだ。

　雪が降り始め、吹雪ふぶきになろうとしている。

　イルミが教会まで引き返そうかと思案したその瞬間、上空から五つの巨大な魔力を感知する。咄とつ嗟さに見上げると、分厚い雲が空を覆っている。その奥おくに、居た。

「……何、だ、アレはっ！」

　イルミが強い口調で言ったので、キャロライナとアシュトは動きを止める。

　そして雲を切り裂き、五匹のフロスト・ドラゴンが降臨する。昨日戦ったチャンドラーなど比べものにならない。全長四十メートル。いや、その中の一匹は更に一回り大きい。五十メートルはあるかもしれない。

　それらは降り立ち、イルミたちを取り囲んだ。

（人間どもよ。何なに故ゆえにこの山へ入った。ジラガミ山を始めとする氷の世界は、我われ等らフロスト・ドラゴンの領域。そこへ侵入したばかりか、森の獣けものであるウエスト・ドラゴンを連れ込むなどと……返答次し第だいではこの場で叩き潰つぶすぞ）

　脳内に直接声が聞こえる。一番大きな個体が、念話で語りかけてきたのだ。

　どう控ひかえめに表現しても、それは友好的とは言いがたかった。

　イルミは、フロスト・ドラゴンへ害を及およぼすつもりがない事を精せい一いつ杯ぱい説明した。そして、ガルツハーンに住むフレイム・ドラゴンが病気であり、それを治すにはエリキシルの花が必要なのだと説いた。

　しかし、それに対する返答は、無む慈じ悲ひなものだった。

（笑しよう止し。エリキシルの花は我等が秘宝。それを狙ねらうのは領域を荒あらすも同義なり。何な故ぜ、他種の為ためにそれを割さかねばならぬのか。立ち去るが良い！）

　取りつく島もない。

　どうしたものかとイルミが考えていると、キャロライナが怒り出した。

「ちょっとぉっ！　さっきから黙って聞いてれば好き勝手言ってくれちゃって！　種類が違っても同じドラゴンでしょ。少しくらい助けてくれたっていいじゃないの！」

「ギィギィ！」

　アシュトもキャロライナに同意する。

（同じではない。ドラゴンは種が異なれば全く別の生物。ましてフレイム・ドラゴンなど、さして高位な種族でもない。助けてやる義理は皆かい無む）

「あ、頭に来た！」

　キャロライナの髪が逆立った。僅わずかに銀色の光が漏もれる。

　イルミは息を呑んだ。

　まさかハイロードに変身するのだろうか。あの最強の竜りゆう王おうに。

　一ヶ月前、キャロライナはアリラト島で本来の姿である白銀の竜──ドラゴンズ・ハイロードになった。そして、その力で強大な力を持つ魔術師を倒した。だが、それ以来どうやっても変身出来なかった筈。

　その一方、銀色の光を見たフロスト・ドラゴンはキャロライナの正体に気付いたようだ。

（貴様、まさかドラゴンズ・ハイロードか）

「……そうよ」

　キャロライナは言いにくそうに答える。

（なるほどな……だが、答えは否いなだ。いかに貴様がハイロードと言えど、我等フロスト・ドラゴンが大人しく従うと思うな。有う象ぞう無む象ぞうのドラゴンと同じと思わぬ事だ！）

　五匹のフロスト・ドラゴンが一いつ斉せいに口を開いた。この距きよ離りで絶対零度の息アブソリユート・ゼロをぶつけられては流石さすがに一ひと溜たまりもない。まして、一匹一匹がチャンドラーより巨大で、それが五匹。

　防ぼう御ぎよ不能。ならば逃げの一手しかない。

「キャロライナ、アシュトを頼たのむ！」

　イルミは足あし下もとの雪へ拳こぶしを叩きつけた。分厚い雪に右みぎ腕うでがめり込む。そして、放った魔力は更に奥おく底そこへと侵しん徹てつしていき、深く広く包つつんでいく。

　雪の中で展開した魔ま方ほう陣じんが上方へ弾はじけた。広こう範はん囲いに渡って雪が動く。

　すなわち雪崩なだれ。

「ちょ、ちょっとぉぉぉおっ！」

　キャロライナの悲鳴も、雪が生み出す轟ごう音おんに掻き消けされた。
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　雪崩が止まる。

　イルミが雪から顔を出すと、そこにフロスト・ドラゴンの姿はなかった。

　どうやら逃げ切ったらしい。

　その代わり、キャロライナとアシュトも見当たらない。はぐれてしまったようだ。

　ああ見えても、キャロライナの体力はイルミを遥はるかに上回っているし、アシュトは火を吐けるので、雪崩に飲み込まれたとしても容易に脱だつ出しゆつできる。向こうもこちらを捜しているに違いない。

　一刻も早く合流しなければ。

「しかし……こう吹ふ雪ぶいていると……」

　視界は数十メートル先も見えない有様だ。この程度、ガルツハーンでも日にち常じよう茶さ飯はん事じだが、目印のない山でこうなっては、お手上げである。

　イルミは、キャロライナとアシュトの名を叫びながら歩き回った。

　それにしても視界が悪い。

　自分が登っているのか下りているのかもよく分からない。上も下も右も左も白いだけ。何も見えない。

　だが、突とつ如じよ額が硬かたい物にぶつかった。何かと思い手で探ると、ざらざらした壁かべが広がっていた。いや、それは鱗うろこの手て触ざわりだ。

　よく見れば、雪と似たような色の巨きよ体たいが転がっていた。その表面を、赤い液体が流れ落ちてきた。血は地面へ辿たどり着つく前に乾き、粉状になって霧む散さんする。まるで高速で腐ふ敗はいしているように。

「フロスト・ドラゴン？」

　しかも二体。死んでいる。

　イルミが愕がく然ぜんとしていると、死体の上から物音が聞こえた。見上げると、小さな人ひと影かげが立っていた。デスサイズを構えた、赤色髪の女の子。

「君は……？」

　女の子は答えない。

　イルミは言葉を続ける。

「僕はイルミ・ミルウィックだ。別に怪しい者じゃないよ。君はこんなところで何をしているんだい？」

　相手が子供だというだけで、イルミは警けい戒かいするのを忘れてしまった。デスサイズなどという禍まが々まがしい物が見えているのに。

「イ、ル、ミ……？」

　女の子は呟つぶやいた。

　その瞬間、イルミは絶句する。女の子の気配が、殺意の塊かたまりに変化したのだ。

　女の子は斬きりかかってきた。それも途と方ほうもない速度で。キャロライナより速いかも知れない。

　振ふり回まわされたデスサイズが、まるで竜たつ巻まきのように見えた。イルミは辛かろうじて反応し、刃やいばに魔力をぶつけて軌き道どうを逸そらす。

　回転するデスサイズは目標を外れ地面へと突つき刺ささる。その衝しよう撃げきで雪が破は裂れつし巻き上がった。何メートルもの層になっていたにも拘かかわらず、一いち撃げきで岩いわ肌はだが露ろ出しゆつした。

　女の子は再度イルミを見る。

　だが、どこからともなく聞こえた声が、女の子の動きを止めた。

「マリィ。貴女あなたの役目は、彼と戦う事ではないでしょう。戻ってきなさい」

　それはどこかで聞いた事がある男の声だった。女の子の表情は、吹雪で見えない。

　マリィと呼ばれた女の子は、その場でデスサイズを振り、雪を吹ふき上げる。イルミの視界が一いつ瞬しゆん、完全に消え去った。それに乗じて女の子は消えてしまう。

　余りの出来事にイルミが立たち尽つくしていると、今度は巨大な足音が山を揺ゆらしながら近づいて来た。

　吹雪のカーテンの向こうから、六つの光る瞳が現れた。三匹のフロスト・ドラゴンがイルミを見下ろしている。中央には一番大きな個体がいた。そしてその肩かたに、ローラ・エアリーが立っていた。

　フロスト・ドラゴンは吼ほえる。

（見つけたぞ人間。始めの内は脅おどかし追い返すだけでも良いかと思っていたが……我わが眷けん属ぞくを殺したな！　最も早はや慈じ悲ひを期待するなよ。この場が貴様の墓場だ。あの娘むすめとウエスト・ドラゴンも見つけ出して氷漬づけにしてくれる！）

　その叫びの震しん動どうは体の芯しんまで響き渡った。確かにこれと比べれば、先さき程ほどまではただの脅しだったのだろう。ジラガミ山の雪全すべてが融ゆう解かいしそうな憤ふん怒ぬを感じる。

「誤解だフロスト・ドラゴン！　この二匹を殺したのは僕じゃない」

　イルミは必死に弁明する。しかし、フロスト・ドラゴンが次に言った台詞せりふは、予想だにしないものだった。

（愚おろかなり人間よ。このローラは、貴様がチャンドラーを嬲なぶり殺すのを目もく撃げきし、我に助けを求めてきたのだぞ。今いま更さら言いい逃のがれが出来ると思っているのか）

「……何、だって？」

　イルミはローラを凝ぎよう視しする。彼かの女じよの瞳は相変わらず氷の如く冷たく──そして、そもそもイルミなど見てもいなかった。

　目を逸らしているのではなく、まるで興味がないといった反応。

「早く殺したら」

　事もあろうにローラは、フロスト・ドラゴンを促した。

　次の瞬間、咆ほう哮こうと共に、三つの絶対零度の息アブソリユート・ゼロが迫せまる。
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　マリィはクリスフォードと共に、針葉樹の上からイルミとフロスト・ドラゴンの戦いを観戦していた。吹雪でろくに見えないが、魔力の流れでフロスト・ドラゴンが本気だと感じ取れる。

















　こうして見ていれば、フロスト・ドラゴンがイルミを殺してくれるのだとクリスフォードは言う。だがマリィの中で、とある疑ぎ惑わくがどうしようもなく膨ふくれ上がっていた。

　マリィは、イルミが島の人を殺した悪い奴だと教えられたから、改造を受け入れた。フロスト・ドラゴンが村の人を襲おそった悪い竜だと教えられたから、二匹も斬り殺した。

「ねぇ、クリスフォード様。イルミとフロスト・ドラゴンは、どうして悪い奴同士で戦っているの……？」

「……さて。どうしてでしょうね。悪い連中が考える事は、私には分かりません」

　クリスフォードはメガネを中指で直しながら笑顔で答えた。

「そう、なんだ」

　マリィは、戦いを複雑な思いで見つめる。

　アリスは一人ぼっちだったマリィを助けてくれた。だから善い人に違いない。クリスフォードはアリスの仲間だ。だから善い人に違いない。善い人が言っているのだから、イルミもフロスト・ドラゴンも悪い奴。

　……本当に？

「いいえ。貴女は騙だまされている」

　背中から声が聞こえ、マリィは振り返った。そこにはサクヤが立っていた。

「おやおや。随ずい分ぶんと人聞きの悪い事を仰おつしやいますね、サクヤさん。私がマリィに嘘をついていると？」

　クリスフォードはおどけた口調で言ったが、サクヤは少しも表情を変えなかった。

「……イルミはアリラト島の住人を殺してはいない」

「え？」

　サクヤの言葉にマリィは驚おどろく。そしてクリスフォードを見上げる。

　皆を殺したのはイルミじゃない。

　だとしたら、マリィにはイルミを恨うらむ理由はない。いや、それどころか、アリスが嘘を吐ついていたという事になってしまう。

　ありえない。だって、アリスお姉ちゃんは優しかった。嘘つきなんかじゃない。

「ほう。すると、一体誰だれが島の人々を殺したのですか？」

　だがクリスフォードは微塵も動じない。

「それは……」

「答えられないでしょう。ならば、やはりイルミ・ミルウィックが殺したのです。覆したくば、真犯人の名を教えて欲ほしいものです。そうですよね、マリィ？」

「え、えっと……うん……」

　クリスフォードに同意を求められたマリィは頷くしかなかった。子供は大人の言う事に従えと、アリラト島にいた時から言われていた。

　するとサクヤは嘘つきで、悪い人という事になる。しかし、サクヤはマリィに優しかった。きっと悪い人ではない。

　悪い人は、サクヤとクリスフォード。どちらだろう。

「……答えられる。私はアリラト島で虐殺を行った者の名を知っている」

「ほう」

　クリスフォードの目が、メガネの奥で細くなる。

「だけど、その前に貴方が答えて。どうしてイルミ・ミルウィックとフロスト・ドラゴンを戦わせているの。貴方がこの山に来た目的は何？」

「あぁ、そんな事ですか。その程度なら答えましょう。実はですね。私とローラさんの目的は、フロスト・ドラゴンの殲せん滅めつなのです。しかし、私たちは弱い魔術師ですから。イルミさんに協力して頂こうと思ったのですよ。どうせサクヤさんだってイルミさんを殺そうとしていたのでしょう？　利害は一いつ致ちしています。だから同盟を組んだのでは？」

「違う」

「ほう。ジョスカン・ミルウィックの仇あだを討うつのではないのですか？」

「私は、イルミに聞きたい事があるだけ。アリラト島で、どうして私を助けようとしたのか……」

「ははぁ、なるほど……しかし、アリラト島での状じよう況きようは分かりませんが、その答えは単純明快ですよ」

「なに？」

　サクヤは口調を強めた。

　クリスフォードはせせら笑う。

「それは、イルミ・ミルウィックが善人だからです。少なくとも善人ぶっているのです。そういう人は、目の前で困っている人がいれば、助けずにはいられないのですよ。全く度しがたいというか……まぁ、そんな訳でして。サクヤさんが気に病やむ必要はありませんよ」

　クリスフォードが漏らした言葉に、マリィは混乱した。サクヤとクリスフォードの会話を聞いていると、どんどん訳が分からなくなる。信じていたものが崩くずれていく。

「変だよ！」

　堪たまらず叫んだ。

「何がですか、マリィ」

「だって、アリスお姉ちゃんはイルミが悪い人だって言ってた。私の島を襲ったのはイルミだって……なのにクリスフォード様は今、イルミは善人だって言った。変だよ」

「おや、言い間ま違ちがえましたね。イルミは悪人ですよ。間違いありません」

「じゃあ、どうしてイルミはサクヤお姉ちゃんを助けたの……？」

　マリィは食い下がった。クリスフォードは何も答えず沈ちん黙もくする。

　矛盾だらけ。

　マリィは騙されている？

　それともマリィが子供だから分からないだけ？

「マリィ。その人から離れて。彼は悪人。だから言葉が矛盾する」

「おやおや。これは奇き妙みような話ですね。すると貴女は善人ですか、サクヤさん。類たぐい希まれなる虐ぎやく殺さつ者しやジョスカン・ミルウィックの従者を務めた貴女が善人を名乗るのは、少々無理があると思うのですが」

「……関係ない。これ以上マリィを騙して利用するつもりなら、力ずくで引き離す」

　サクヤはローブを広げた。その下には呪符を掴つかんだ両手。

　それを見たクリスフォードは肩をすくめる。

「やれやれ。ジョスカンの従者だから素す敵てきな狂きよう気きを持っていると思ったのですが、どうやら貴女は俗ぞく人じんのようだ。幼い子供が利用されているのを見て心が痛みましたか？　今までジョスカンが国ごと消しよう滅めつさせたのを何度もそばで見たくせに、等身大の不幸を目撃した途と端たん、良心に目覚めたと。いやはや、貴女とは上う手まくやっていけると思っていたのですが、非常に残念です」



　そして燕えん尾び服ふくの男は嗤わらう。今までのように人を欺あざむく笑えみではない。正しよう真しん正しよう銘めい、狂気の殺意。これがクリスフォードの素す顔がお。

　こいつがマリィを騙した。

　こいつがマリィに人を殺させた。

　こいつがマリィを泣かせた。

　もうサクヤは我が慢まんできない、したくない。奴の存在を許せない。

　確かに自分がマリィの故郷を滅ほろぼした。それがどうした。クリスフォードがマリィにしたことを許す理由にはならない。

　あの子の手は温かいのだ。奴のそばにいたら冷たくなってしまう。

　──ならば、そうなる前に、助けてみせる。

　サクヤは両手の呪符を投げる。同時に袖そでの中から幾いくつも溢あふれ出だす。左右合わせて百枚。それらは這はうようにして空中を進みクリスフォードへ巻き付く。隙すき間まなく覆い尽くし、そして一斉に爆破。

　木が折れ、溶とけた雪が水蒸気となり、もうもうと立ちこめる。それが晴れた後、無傷のクリスフォードがサクヤに肉にく薄はくした。

「如い何かに私が弱いと言ってもですね。流石さすがに貴女あなた如ごときの呪符ではやられませんよ」

　クリスフォードはサクヤの首を握にぎり、体を持ち上げ木から飛び降りる。下が雪とはいえ、高度が高度なだけに、首の骨がへし折れた。しかし、その程度では致ち命めい傷しようにはならない。即そく座ざに再生する。

　だが、クリスフォードは首から手を放さず、馬乗りになって電でん撃げき魔ま法ほうを放った。サクヤの皮ひ膚ふが焼やけ焦こげ、周囲に匂においが立ちこめる。その間も再生は続き、再生したそばから破は壊かいされる。

「ああ、死ねないとは難なん儀ぎなものですね。私は別に貴女をいたぶろうとしているのではないのですよ。むしろ、さっさと終わらせたいと思っているのですが。はは、どうにも火力不足で申し訳ない」

　そう、サクヤは死なない。だが、痛覚は正常。難儀な体。

「そう思うなら……やめれば？」

「ふむ。それもそうですね。このまま続けても、貴女を殺せるとは思えません」

　意外にも、クリスフォードはサクヤの言葉に従い、手を放し起き上がった。

　サクヤの表皮を血の龍りゆうが這い回り傷を塞ふさいでいく。全身焼かれてしまった。立ち上がれるようになるまで、もう暫く掛かかりそうだ。

　ところが、クリスフォードはサクヤの腕うでを掴み、強ごう引いんに起き上がらせる。そして、いつの間にか地上に降りていたマリィの前へ、サクヤを投げ飛ばした。意識があっても力が出ないので、無様に転がってしまう。

「さあ、マリィ。サクヤさんにトドメを刺してあげなさい。貴女の力なら可能な筈ですよ」

「そ、そんな……嫌だよ！」

　マリィは後ずさる。その顔は恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。教会で見せてくれた、はにかんだ笑え顔がおはどこにもなかった。

「どうしたのですか。喫茶店の人も、フロスト・ドラゴンも、上手に殺せたじゃありませんか。ワガママを言ってはアリス卿きように叱しかられてしまいますよ」

「だって、サクヤお姉ちゃんは、悪い人じゃ……」

「悪い人ですよ。もう面めん倒どうなのでバラしてしまいますが、アリラト島を襲い、住民を皆殺しにしたのは、サクヤさんとその仲間なのですよ」

「え？」

　マリィは硬こう直ちよくする。首だけを動かし、足下に転がるサクヤへ視線を移す。その目は点になり、震ふるえていた。

「嘘……だよね？」

　トーンの低い声がサクヤの胸に響く。

　遂ついに知られてしまった。

　その事実に、心臓が縮み上がる。

　何年ぶりかの恐怖。母親に初めての拷ごう問もんを受けて以来だろうか。

　隠したい、消したい。私は貴女に嫌きらわれたくない。

　だが──

「……ほん、とう」

　嘘を吐く事を知らないサクヤは、正直に答えた。

　その瞬しゆん間かん、デスサイズが腹に突き刺さった。サクヤの口から大量の鮮せん血けつが溢れる。刃はそこから右に移動し、背骨と腸を破断させ、一気に引き抜かれた。

　すぐに再生を始める筈のサクヤの体は、傷口から腐くさり落ちていった。フロスト・ドラゴンもそうだったが、これがマリィの能力なのだろう。

　腐敗の速度が再生を上回ったので、血龍はサクヤの袖から呪符を勝手に抜き取り、腹に押し込めた。そして爆ばく発はつ。傷口が大きく広がったが、腐っていた部分が消滅する。血の龍は改めて再生に取りかかった。

　しかし、サクヤが立ち上がるまで、まだまだ時間が掛かる。その間にマリィは好きなだけデスサイズを振り下おろせるだろう。

　サクヤが見上げる中、マリィは再び大鎌を振り上あげた。

　そして目が合う。

　マリィは泣いていた。何故だろう。憎にくまれた筈なのに。どうしてあんなに悲しそうな顔をしているのだろう。

　考える間もなく、刃が落ちてくる。顔面へ向けて真まっ直すぐに。その切っ先からサクヤは目を逸らせない。

　死。そのイメージが強きよう烈れつな威い圧あつ感となって迫る。あれほど望んだ終しゆう焉えん。それが遂に現実となる。なのに、どうして嬉うれしくないのだろう。数すうヶか月げつ前まではあんなにも死にたいと思っていたのに、なぜ今は死にたくないと思ってしまうのだろう。

　決まっている。自分はまだマリィを助けていない。あの子はまだ泣いている。

　だが、マリィはデスサイズをサクヤへ向けた。

　それは助けなんていらないという意味？　サクヤを許せないという意思？

　やはりサクヤなどに生きる資格はないのだろうか。マリィがそう望んでいるのだろうか。

　だったら──

　断罪の刃が風を切る音が響く。その一撃はサクヤの再生能力を凌りよう駕がし、全てを終わらせる、筈だった。

　しかし、デスサイズは雪の上に突き刺さった。

　狙いが外れた？　ただ振り下ろすだけなのに？

　サクヤが不思議に思っていると、マリィはデスサイズから手を放した。それから、その場に膝ひざをついた。

「嫌ぁ……」

　呟く顔は、涙なみだでグショグショに濡ぬれている。

「もう嫌なの……誰かを殺すのは……皆痛がるの、怖こわがるの。血が臭いの、感かん触しよくが嫌なの。でも悪い人を殺すと、アリスお姉ちゃんが褒ほめてくれるから、ナデナデしてくれるから……だけどサクヤお姉ちゃんもナデナデしてくれた……ねぇ、サクヤお姉ちゃんは本当に悪い人なの？　私はどうしたらいいの？」

「マリィ。何をしているのです。貴女が本気で攻こう撃げきすれば、人間一人など塵ちりに出来る筈ですよ。子供は大人に従いなさい」

　クリスフォードは苛だたしげに言う。しかしマリィは従わない。

「嫌……っ！」

　するとクリスフォードはマリィの髪かみを掴み持ち上げた。メガネの下の笑みは、嗜し虐ぎやくの色に染まっている。

「ああ、面倒だ。残念ですがマリィ。貴女は廃はい棄き処分です。なぁに気にする事はありません。ここだけの話、アリス卿の作品は意外と失敗作も多いのです。別に貴女が素材として粗そ悪あくだったというわけではありませんよ」

　クリスフォードは口先だけは穏おだやかに、安心させるように言った。

「では死になさい」

　そして命令。

　されど、マリィは逆らった。体を捻ひねりクリスフォードを振りほどく。

　デスサイズを拾い、攻撃する。

「サクヤお姉ちゃんは殺させない！」

　が、刃は途と中ちゆうで止まった。

　マリィは喉のどを押さえてうずくまる。全身が痙けい攣れんしていた。口を開け必死にもがく。

「息が出来ないでしょう、マリィ。言った筈ですよ。子供は大人に従えばいいのです。逆らう悪い子にはお仕置きですよ。それをする力があるから大人なのです。アリス卿が貴女に仕込んだ術式は、私だって使えるのですよ」

　クリスフォードはマリィを高みから見下ろす。

　マリィは恐怖に引きつり、サクヤへ手を伸のばした。

「お……姉…………ちゃん……にげ……て……っ」

　息が出来ないくせに、逃げて、と彼女は言う。

　サクヤは、自分の呼吸まで止まったように思えた。

　自分はあの子の故郷を滅ぼしたのに。なのに、あの子は自分を助けようとしている。

　何を寝ねているサクヤ・サクラ。マリィの故郷を滅ぼした上、今度は彼女自身を見殺しにするのか。

「マ、リ、ィイッ！」

　渾こん身しんの力を脚あしに込め、サクヤは立ち上がる。

　しかし、体の再生はまだ終わらず、一歩踏ふみ出した途と端たん胴どう体たいから真っ二つに折れ曲がった。

　音を立て、体が雪の上に投げ出される。

　──ああ、何も、出来ない。

　これが、無力感というものか。今までサクヤは、自分を殺せない非力さを呪のろった事はある。しかし、誰かを助ける力が欲しいと思ったのは初めてだった。

　誰でもいい、私はどうなってもいい……だからお願い……あの子を助けて……っ。

「もう一度立ち上がっても無む駄だですよサクヤさん。貴女の再生能力は素晴らしいですが、それ以外は雑ざ魚こに過ぎません。攻こう撃げき力りよくだけで考えれば、そこらの剣けん士しのほうが余よ程ほど──」

　勝かち誇ほこる台詞は途中で止められた。そしてクリスフォードは吹っ飛とび、木にぶつかり倒たおれる。

　代わりに立っていたのは少女。

　なびく銀ぎん髪ぱつは鏡のよう。

　長いマフラーが風に揺れる。

　両手で構えた剣けんは、クリスフォードへ真っ直ぐ向けられた。

　その足下には緑の子竜が守護獣のように寄より添そっていた。

　キャロライナ・ギルズベイル、乱入。

「息が、出来る……？」

　マリィは酸素を噛かみしめるようにして呟いた。

　それを聞いて、サクヤはようやく何が起きたのかを理解した。

　願いが届いたのだ。

　こんな事は生まれて初めてだ。地下室にいたときは、母親にどんなに懇こん願がんしても聞き入れて貰もらえなかったのに。

「ちょっと！　何がどうなってるのか分からないけど、アイツが一番悪い奴って事でいいの？」

　キャロライナは剣を構えたまま、倒れているサクヤへ語りかけた。

　確かに、黒くろ焦こげのサクヤと、泣いているマリィと、それを見下していた怪あやしい男の三人では、誰が悪役か一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　サクヤは寝そべったまま頷うなずいてみせる。

「やれやれ。流石さすがはギルズベイル、と言ったところでしょうか。斬られていたなら、耳から上がなくなっていたでしょうね……しかし、どんなに素晴らしい剣技でも、斬るのではなく殴なぐるだけでしたら、それほど怖くはありません。まぁ痛いですがね」

　身を起こしたクリスフォードは、雪を払はらい落としながら冷れい笑しようを浮うかべる。

















　確かにキャロライナは、刃ではなく、剣の腹で攻撃していた。

　それでは名刀の切れ味も発揮する事はできない。

「ちょっとアンタ！　ドラゴンのお医者さんじゃなかったの。どうしてこんな所にいるのよ？」

「それは私が嘘うそつきだからではありませんか？」

「な……それ以上近づいたら殴るわよ！」

　キャロライナは剣を握り直した。

「おや。どうしたのですか？　貴女の速度なら、殴るなどと言わず、私が瞬まばたきをしている間に胴どう体たいを切断する事も出来る筈ですよ？」

「ッ！」

　剣士は言葉に詰つまる。クリスフォードの挑ちよう発はつに怖おじ気けづいているように見えた。

「キャロライナさん。貴女はまだ人を斬った事がないのですね。目を見れば分かりますよ。人を殺す覚かく悟ごもなく戦場に立った者など、滑こつ稽けいすぎて哀あわれみすら覚えてしまいます。見逃してあげますから、引っ込んでいなさい」

　そしてクリスフォードは、もう一度マリィの呼吸を止める。

「あ……が、っ！」

　マリィは必死に息を吸おうと口を開けている。だが涎よだれを流すばかりで、肺に酸素が送られている様子はない。白目を剥むき、泡あわを吹く。

　クリスフォードはどうしてこんな事が出来る。人間のやる事ではない。

　サクヤは決意した。マリィを助ける。その為なら自分の命など考こう慮りよに値あたいしない。

　だが、サクヤが立ち上がると同時に、塞がりきっていない腹の傷から中身が飛び出し、ヒビが入っていた骨が砕くだけ散ちる。

　無論、無問題。手で内臓を押おし込み、血龍を骨折箇か所しよに巻き付け強制固定。

「お願い、奴の動きを止めて。私が、殺す」

　恥はじを捨て、サクヤはキャロライナへ懇願する。

「やめた方がいいですよサクヤさん。貴女はマリィの腐ふ食しよく攻こう撃げきと相あい性しようが悪すぎる。爆ばく破はで患かん部ぶを削けずり取ったようですが、それでも完全とは言いがたい。現状、血龍は体を維い持じするので精一杯。大人しく寝ているのが利口な選せん択たくと私は考えますがね」

　利口な選択だと。

　こんな馬ば鹿かな奴にそんな事を言われたくない。

　目的をはき違ちがえるな。

　サクヤはマリィを助ける為に立ち上がったのだ。

　自分の命など、その為の手段。

　そもそも、既すでにキャロライナが背後に回り込んでいる事に気付けないような男に、何かを論じる資格はない。

「ヘタレ！」

　キャロライナは一いつ喝かつと共に剣を振る。

「なにっ？」

　クリスフォードは間ま抜ぬけな声を上げ、キャロライナの一撃をもろに喰くらう。背中を強打され、風圧で巻き上がった雪と共に飛ぶ。

　迎げい撃げきするのはサクヤ本人。

　袖から短たん剣けんを出し、腹の傷口にぶち込む。内臓切断。大量出血。

　神経には痛覚以外の何も流れない。それでもサクヤは倒れない。

　溢れ出した血が即座に龍となり、傷口へと殺さつ到とうする。

　だが、否！

　血龍の役目はそれではない。全ぜん霊れいで拒きよ否ひ。向かうべきはクリスフォード。

　自動的に回復へ向かおうとする龍たちへ、サクヤは攻撃するよう命令を放つ。

　その間にも腹の穴から腸と血がボタボタと落ちていく。

　そして、噴ふき出したサクヤの大量の鮮血は、十数匹の鞭むちとなって飛び出した。

　クリスフォードの四し肢しに巻き付き放さない。

　血龍をしならせ、サクヤはクリスフォードを引き寄せる。

　右手に握った呪符は一枚。これでは奴の防御は貫つらぬけない。

　ならば、口の中に押し込み、内部から爆破してやる。それで真っ先にやられるのはサクヤの右手。

　ありがたい。右手だけで済むのだから。

　だが、サクヤが握った呪符がクリスフォードの口内へ押し込まれようとした瞬間。

　真上から飛来した謎なぞの光球によって、サクヤとクリスフォードは弾はじき飛ばされる。

　血の龍は全て切断され、バラバラになりながらサクヤの元へ戻もどってくる。

「クリスフォード。アナタも意外と使えないのね。こんなお子様たちに苦戦するなんて。だからヘタレって言われるのよ」

　澄すんだ声が響き渡わたった。

　皆みなが一斉に空を見上げる。

　そこには、金きん髪ぱつの少女が浮かんでいた。

　この吹雪の中、肩を露出する黒いドレスに身を包み、同色のベールをはためかせていた。腕は姫ひめ袖そでに包まれ、赤い腕わん章しようが付いている。髪には、紫むらさきの花が飾かざられていた。

　少女は周りに、青白い光の玉を幾つも引き連れていた。

　まるで絵画から飛び出してきたような、非現実的な美しさ。

　彼女はゆっくりと降り、クリスフォードの前に立つ。

　場が静止していた。サクヤもキャロライナも言葉を発せない。

　そしてクリスフォードは跪ひざまずく。

「申し訳ありませんアリス卿……罰ばつは甘あまんじて受けます」

「あは。何よ殊しゆ勝しようになって。いいのよクリスフォード。目的の花は手に入れたし……相手はハイロードなんですもの。仕方がないわ」

　アリスと呼ばれた少女は、深しん紅くの瞳ひとみをキャロライナへ向け、値ね踏ぶみするように眺ながめた。

「アンタ、なんでそれを！」

　キャロライナがハイロードであると知っている。それだけの事でも只ただ者ものな筈がない。キャロライナは警けい戒かい心しんを顕あらわにし、剣を構え直す。

　緑の子竜は、予備動作なしで速そつ攻こうの火か炎えん放射を見み舞まった。直ちよく撃げき、の筈はずだった。しかしアリスは華か麗れいなステップで回転し、膨らんだスカートと袖に炎ほのおが弾かれる。

　防御結界。それも強力な。

「アリスお姉ちゃん……」

　マリィは呟いた。術式はいつの間にか解かれていたようだ。

「ごめんなさいね、マリィ。クリスフォードが意地悪したんでしょう？　大丈夫。ちゃんとクリスフォードを叱っておくから。ね？」

　アリスは手を広げて、マリィを迎え入れる。

　マリィは一度サクヤを見てから、ゆっくりとアリスへ歩み寄っていった。

「マリィ。駄だ目め」

　サクヤは血で溢れる喉から、絞しぼり出すようにして呟いた。

　その声でマリィは止まってくれた。しかし──

「安心して、マリィ。あの人たちにはまた会えるわ。だけど今日はもう遅おそいから、私と一いつ緒しよに帰りましょう」

　アリスは優しく微笑みかけた。それは母親が子へ向けるような、本当に慈愛に満ちた表情だった。マリィが帰るべき場所は、自分の胸の中だと言わんばかりに。

　それを見たマリィはふらふらとアリスに抱きつき、動かなくなってしまう。

　キャロライナが飛び出した。アリスの脳天めがけて剣の腹を振り下ろす。

　だが、青白い光球に弾き飛ばされてしまった。剣を落とし、雪の上を転がる。

「あは。次に会うときまでに、もう少し強くなってね。バイバーイ」

　そして吹雪が一層強く吹き荒れ、視界が完全に塞がれる。

　それが収まった後、マリィもアリスもクリスフォードもいなくなっていた。

　ただ雪が吹き荒れているだけ。何故か甘いお菓か子しのような香かおりが残っていた。

「う、痛ぃ……何なのよ、あいつ等……」

　キャロライナは雪を振り落おとしながら起き上がった。そのそばで子竜が心配そうに見上げている。

　そしてサクヤは、マリィがいなくなってしまい、気が抜ぬけて崩れ落ちた。

　ドサリ、という音が耳のすぐそばで聞こえて、それから指一本動かせなくなった。

　寒い。

　死ぬのだろうか。そう考えてから、即座に否定する。死にたくても死ねなかった自分が、この程度の事で死ぬ訳がない。

　まだ死ねない。マリィを助けるまでは。

　この命はあの子を助ける為の手段なのだから。

「ちょ、ちょっと、アンタ……大だい丈じよう夫ぶなのっ？」

　キャロライナが悲鳴のような声で叫さけびながら、サクヤを抱き起おこした。

　その手も温かかった。

　ああ、なるほど。他人の手は温かいものだったのか。

「……大丈夫。血の龍が私を再生する。時間の問題」

　その言葉どおり、流れた血は全て龍の形を作り、サクヤの傷口へまとわり回復を促うながす。

　随分派手に傷ついたので血龍も忙いそがしそうだが、サクヤはたとえバラバラになっても時間さえあれば元に戻る。

　死ねない体。今はそれがありがたい。

「大丈夫って……本当に？」

　キャロライナは、うねうね動きながら傷口を塞いでいく血龍を見て、気味悪そうな顔をした。

「本当」

「そう、ならいいけど……ところでアンタ、サクヤだっけ？　何でここにいるのよ？」

「私のこと？」

　サクヤは自分を指差した。

「他に誰がいるのよ！」

　キャロライナの叫びに、サクヤは周囲を見回してから答える。

「確かに、誰もいなくなった」

　そう、まるで全てが夢だったように。

　考えてみれば、マリィと出会ってから一日も経たっていない。彼女らが誰なのか、何一つ知らない。

　サクヤは、自分が万ばん事じに無む頓とん着ちやくすぎたと今いま更さら後こう悔かいする。

　──ならば、今からやり直すまでだ。

　自分で決めたのだ。マリィを守る、と。

「……実は乙女おとめの事情でイルミ・ミルウィックに会いに来た」

「乙女の事情って……今いま更さら何の用なのよ。まさかジョスカンの仇あだ討うちっ？」

「違う。ただ、聞きたい事があっただけ」

「聞きたい事？」

「でも、その必要はなくなった。もう、答えは何となく分かったから」

　なぜイルミが自分を助けたのか。それを知りたくてサクヤはイルミに会いに来た。

　しかしマリィと出会ったサクヤは、守りたいという感情を心に抱いだいた。教わるまでもなく、実感したのだ。

　キャロライナだって、こうしてサクヤを心配してくれている。

　緑の子竜もキャロライナを守ろうとしてアリスに向かっていった。

　この決意は、何も特別な事ではない。

　クリスフォードとアリスを倒し、どんな手段を使ってでもマリィを救い出す。もしマリィがサクヤを許せないと言ったならば、大人しく殺されよう。あの子のデスサイズならそれも可能だ。

　とにかく、マリィはあんな二人のそばにいるべきではない。

　助け終わった後ならば、この命は惜おしくはない。

「えっと、つまり……」

　キャロライナはわけが分からないと言った顔でサクヤを見つめている。



　その時、遠くから轟音が響いた。
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　イルミはフロスト・ドラゴンを相手に戦うが、圧あつ倒とう的てきに不利だった。

　フロスト・ドラゴンは体格だけを見てもウエスト・ドラゴンより大きく、しかも魔ま力りよくを使い絶対零れい度どを発生させる。

　それが三体も同時に連係攻撃を仕し掛かけてくれば、イルミといえど凌しのぎきれるわけがない。何せイルミは反はん撃げき出来ないのだ。

　そもそもイルミが襲われているのは誤解によるものであり、そんな状況でフロスト・ドラゴンを殺すつもりはさらさらない。キャロライナとアシュトがこの場にいないというのも、その思いに拍はく車しやを掛けた。

　たとえ下手を打っても、死ぬのは自分だけだから。

「ローラさん、話を聞いてください！　僕ぼくはフロスト・ドラゴンを殺しちゃいないっ！」

　叫んでいる間もフロスト・ドラゴンの攻撃は止まらない。彼らはイルミの声など聞いていないのだから。

　振り下ろされた脚を転がり避よけ、ブレスを防ぐため防ぼう御ぎよ結界を張る。

　短時間の間に魔力を繰くり返かえし使用していると、左ひだり腕うでが疼うずくのを感じる。

　戦いの匂いを感じ取っているのか、それともキャロライナがそばにいないからか。

　いずれにしても押さえ込まなければ、フロスト・ドラゴンを殺してしまう。

　しかし、フロスト・ドラゴン達たちはイルミの思いなど露つゆ知らず、容よう赦しやなく攻せめ続ける。

　フロスト・ドラゴンが羽ばたくと大風が巻き起こり、イルミは踏ん張ばりがきかず膝をつく。

　上方からの体当たりに対し、イルミは足の裏で魔力を爆発させ跳ちよう躍やく。それでも避けきれず、フロスト・ドラゴンの額を蹴け飛とばし二段ジャンプを行った。それで直撃は免まぬがれたものの、足に加わった衝撃で遥か空まで吹き飛ばされた。

　イルミはジョスカンのように浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを会え得とくしていない。空中での回かい避ひ行動は不可能だった。三匹びきのフロスト・ドラゴンは口を開け、絶対零度の息アブソリユート・ゼロの狙ねらいを定める。

　その時、イルミの左腕に激痛が走る。ハイロードの細さい胞ぼうが、宿主の危機を察知して、全力で動き出したのだ。

「駄、目だ……っ！」

　叫びも虚むなしく、瞬またたく間まに意識を乗っ取られる。



　ローラはフロスト・ドラゴンの長老の肩に立ち、戦いを傍ぼう観かんしていた。

　イルミにフロスト・ドラゴン殺させる。仮にフロスト・ドラゴンが勝ったとしても無事では済まないだろうから、疲ひ弊へいした所へローラがトドメを刺す。

　それがアリスを名乗る金髪赤眼の少女に授さずけられた策だった。

　アリスが何の目的でローラにこの話を持ちかけたのかは知らない。興味もない。ただ、この山から下りる事が出来ればそれで良かった。

　だが、あのイルミの戦い方は何だ。まるで反撃をしようとはしない。本当に微み塵じんも。

　フロスト・ドラゴンを殺さないように戦っているとしか思えない。これではフロスト・ドラゴンに傷一つ付かないまま終わってしまうではないか。

（そう言えば、ドラゴンマニアとか言っていた……）

　墓地で話をしていたとき、フロスト・ドラゴンにさらわれた境きよう遇ぐうを話すと、イルミは怒おこってくれた。少し嬉しかった。

　きっと優やさしい人なのだろう。

「でも、それがどうしたって言うの」

　ローラは呟く。

　十年間、自分はこんな雪山で暮らしてきた。そればかりか殺人を強制されてきた。

　村に帰れば母と妹が待っている筈だ。

　会いたい。その為ためならば、見ず知らずの一人や二人、犠ぎ牲せいにしても惜しくはない。

　だからイルミさん。竜を……殺して。



　──その想おもいに応こたえるが如く、イルミの左腕が肥大化した。



　逃にげ場ばのない空中で、絶対零度の息アブソリユート・ゼロの三連斉せい射しやを受けたイルミは、為なす術すべもなく凍とう結けつするかに思えた。

　が、ローラが見守る中、体をうねらせ回転し、黒く変色した左腕を真下へ突き出した。

　左腕から放たれた波動は絶対零度の息アブソリユート・ゼロを押し返し、ローラへも冷気が襲いかかる。

　そして次の瞬間、黒い槍やりとなったイルミが、フロスト・ドラゴンの一匹を貫いた。

　血と肉にく片へんと雪が衝撃で吹き上がった。

　ローラは目の前の光景が理解できなかった。

　イルミにフロスト・ドラゴンを殺してもらうのが目的なのだから、彼かれが優勢なのは喜ばしい。

　しかし、それにしても、この変へん貌ぼうは異常だ。

　貫かれたフロスト・ドラゴンは、右みぎ肩かたから脇わきの下にかけて人間大の穴を開けられ、痙攣しながら地に伏ふしている。その眼球を踏みつぶして立っているイルミの腕は、通常の倍以上に膨れ上がり、ローラが想像した事もないような魔力を放っていた。

　あれが人間の強さか？

　ローラにとって、強い魔ま術じゆつ師しとは技ぎ巧こうに富んだ者を指す。

　絶対零度の息アブソリユート・ゼロは回避するものであり、跳はね返すものではない。

　フロスト・ドラゴンを倒すという事は、策を弄ろうして隙すきを突く事であり、力任せに貫く事ではない。

　しかし、あれは何だ。少なくともアリスは教えてくれなかった。

　残っている二匹のフロスト・ドラゴンは、戸と惑まどいながらも追つい撃げきを仕掛けようとする。

　だが遅い。

　イルミの左腕は更さらに変形し、鞭状に伸びたかと思うと、目視できぬ速度で空を切きり裂さいた。二匹同時に薙なぎ倒される。

　ローラ・エアリーは目的も忘れ、恐怖におののいた。

　雪の上に投げ出され、立ち上がろうしたが、腰こしが抜け力が入らない。

　そして顔を上げると、イルミが眼前に立っていた。

「ひっ！」

　悲鳴を最さい後ごまで上げる事すら叶かなわず、イルミに掴み起こされる。彼の拳こぶしが胸部にめり込んだ。

　内臓全てが裏返り、骨が粉ふん砕さいされたような重圧。吹っ飛ばされ針葉樹の森に突っ込んだ。

　一体、幾つの木々を巻き込んだかは知らないが、ローラが止まった時、軽く百メートルは滑かつ空くうしていた。

　血を吐はく。指一本動かせない。
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　イルミの体はそこに在る。しかし意思は追い出されていた。

　支配しているのは左腕。

　ただ戦せん闘とう本能だけが働き、目に映る物体を破壊しようと動いていた。

　アリラト島と全く同じ事が起きている。

　フロスト・ドラゴンが如何に強力な種といえど、アンデルセン最強の失敗作の前には無に等ひとしい。

　既に動いているフロスト・ドラゴンは一匹だけ。決着は時間の問題。

　左腕にとって絶対零度の息アブソリユート・ゼロは防御するまでもなかった。全身に冷気を浴びながら、意に介さず正面から突っ込む。七十キログラム程度の人間が、三百トンのフロスト・ドラゴンを力で押す。

　尻尾しつぽを掴み、体ごと持ち上げ、ロープをしならせるように振り回まわし、地面へ叩たたきつける。

　悲鳴を上げるフロスト・ドラゴンの上に上がり、喉のど元もとへトドメの一いち撃げきを加えようとする。

　だが、振り下ろした拳は届かず、耳をつんざく金属音が鳴なり響ひびいただけだった。

「駄目だよイルミッ！」

　突とつ如じよ横から割り込んだキャロライナが、剣でイルミの攻撃を止めていた。

　その叫びでイルミの意識に僅わずかな波は紋もんが広がる。体の動きが鈍にぶる。

　更に駆かけつけたサクヤが、背後から血龍を伸ばしイルミの体を縛しばった。

　それでも左腕は攻撃をやめない。血龍を引き千切り、今度はキャロライナとサクヤを敵と見なす。



　イルミは目に入ってくるそれ等の光景を、幻げん灯とう機きが映す景色のように見ていた。

　まるで他人事。

　体が自分のものではないかのよう。事実、支配権は左腕にあった。

　まどろみに包み込まれ、抗あらがおうという気すら起きない。

　しかし、声が貫いた。

「目を覚まして、イルミ！」

　それはキャロライナの声だった。

　そう、だ。

　あの娘はいつだって、イルミを気に掛けてくれた。

　自分の事でもないのに、落ち込んだり、笑ったりしてくれた。

　そのキャロライナが起きろと言っている。

　ならば、目を覚まさなければ。支配権を奪うばい返さなければ。

　だが、左腕もイルミの精神を浸しん食しよくしようと枝を伸ばす。

　二つの力が拮きつ抗こうし──



　そして世界が暗転した。



　イルミは落ちてゆく。

　何もない真っ暗な空間を。

　時折、青白い光球がイルミを追おい越こしていく。

　全すべてが向かう先は眼下の存在。

　知覚は出来ない。しかし、向かう先に何かが居る。

　そして一つの光球がイルミの体を貫いた。

　触ふれ合あった僅かな間に、イルミの中へ幾つもの光景が流れ込む。

　母親の子宮から外界へと出た瞬間。初めて二本の脚で立った瞬間。パパ、ママと発音した瞬間。友人。恋こい人びと。結けつ婚こん。懐かい妊にん。出産。親との死別。子供の独立。老い。そして、死。

　一人の人間が辿たどった軌き跡せきが駆け抜けていく。そしてイルミは理解した。

　この光球は死者の魂たましい。

　彼らはこの星の何ど処こかで死んだ人々なのだ。

　それらが一点へ向けて落ちていく。

　その先には眩まばゆい光があった。

　銀色の光。

　胎たい児じの如く身を丸めたソレは、見み紛まがう筈がない。

　かつて見たより遥はるかに巨きよ大だい。一体どれほどの大きさか分からない。

　都市？　島？　大陸？

　だが、そのシルエットは間違いなく、ドラゴンズ・ハイロード。

　暗くら闇やみの中で一ひと際きわ輝かがやく竜に、青白い光球たちは身を寄せた。

　イルミの精神も、光球たちに続いて行く。

　そして、竜の内部。目の前に広がったのは、やはり一面の銀色。

　目線を落とすと自由に動く両手があった。だが、妙みようにふわついて、夢の中にいるようだ。

　周囲を見回すと、銀色の中に一つだけ影かげがある。それは人の形をしていた。

「オぃ、何キョロキョロしてんだよ。まさか、ここに来るのは初めてかァ？」

　イルミは我が目を疑った。

　目の前にジョスカンが立っていたのだ。

　死んだはずの兄、その人が。

「どうして、お前が……生きていたのかっ？」

　イルミは身構える。だが、ジョスカンは立ったまま動かない。

「ハッ！　何寝ぼけたこと言ってやがる。生きてるわけねーだろ。あぁ、簡単に言えば幽ゆう霊れいって奴やつかァ？　もっとも、俺おれはその辺の連中みたいに星に還ったわけじゃねぇがな」

　相も変わらず、ジョスカンは人を見下す目をしている。

　そのせいで、実の兄と再会したというのに、イルミは不快しか感じない。

「……ここがどこだか分かるのか？」

「アぁ……知ってるぜ。つか、てめぇも毎日目にしてるだろ」

「どういう、意味だ？」

　ジョスカンが何を言っているのか、まるで分からない。

　雪山にいた筈なのに、イルミの意識は体を離はなれ、見知らぬ世界を真っ逆さまに落ちてきた。幾つもの魂と共に。

　死者の魂は星の中心へと落ちていく。それが通説。ならば、ここは星の中？

「オぃオぃ。少しは頭使えよ。俺の左目も、てめぇの左腕も、元を辿ればどこに行き着く？　ハイロードの細胞だろうが。てめぇはその根源に潜もぐり込んでるんだよ」

　ハイロードの根源。ハイロードとはキャロライナ。それはつまり──

「じゃあ、ここは……」

「あぁ、あのクソガキの体内だ。やっぱ来るのは初めてか。ハッ、そんなんだから腕に乗っ取られるんだよ。屈くつ服ぷくさせられねぇなら殺せ。毎度毎度暴走させる気か？」

　死者は星の中心へと向かう筈。だが、ここはドラゴンズ・ハイロードの体内だとジョスカンは言う。

「僕はさっき死者の魂と一緒に落ちてきたんだぞ。それがどうしてキャロライナの中なんだ。星の中心にキャロライナがいるとでも言うのかっ？」

「俺に聞かれても知るかよ。しかし、ま、そういう事になるのかァ？」

　全く意味が分からない。

　キャロライナはジラガミ山にいるのだ。

















　そもそも、ジョスカンとまともに会話しようとしたのが間違いか。

「全く信用してねぇ面だな。別にいいけどよ。とにかく、邪じや魔ま者ものは殺しゃあいいんだ。あの師し匠しようだって死ねば大人しくなっただろ？　同じ事だァ」

「殺すだと……？　そんな事が出来たら苦労はしない」

「ハッ！　相変わらず甘ちゃんだな、イルミぃ。てめぇは本気で左腕を殺そうとしたのか？　押さえ込むとか、大人しくさせるとか、そんな事ばかり考えてたんじゃねーのかァ？」

　ああ、確かに。イルミは自分の器官を殺すという発想をした事がなかった。

「てめぇがやる気なくても、むこうは殺る気ビンビンだぜ？」

　それが最後の言葉。

　ジョスカンの体は銀色に溶けていく。左目の紫むらさき色いろだけが最後まで残り、それも瞬く間に消えてしまう。

「おい待て！　まだ聞きたい事が──」

　イルミは手を伸ばす。

　三ヶか月げつ前、ガルツハーンへと帰き還かんしたジョスカンは、イルミを殺そうと執しつ拗ように狙ってきた。あれは子供の頃ころの約束を守る為だったのか。それとも単純に殺人欲求を満たす為だったのか。それを聞きたかったのに、腕は空を切るだけだった。

　だが、代わりに指の隙間から別の影が見えた。

　黒く長い髪の少女。それが膝を抱かかえてうずくまっている。

　誰だろうか。どう頭を捻っても覚えがない。

　この空間は次から次へと、イルミへ何を見せようというのか。

　夢なのか現実なのかすら定かではない。

　イルミは、もうどうにでもなれという思いで少女へ歩み寄り、肩かたに触れようとした。

　その時。

「触レナイデ」

　ノイズ混じりの声が頭に響く。

　少女の顔がイルミを睨にらんでいた。その眼は紫色。肌はだは白。

　そして、顔立ちはキャロライナ・ギルズベイルそのもの。

「私ニ近ヅカナイデ！」

　悲鳴が上がる。

　同時にイルミの体は吹ふき飛ばされる。

「君は、誰だ！」

　イルミの問いに、少女は答える。



　私ハ貴方ノ左腕。

　私ハ貴方ニ植エ付ケラレタ。

　私ハ貴方カラ離レラレナイ。

　私ハ誰ニモ会イタクナイノニ。



　彼女はイルミの左腕。ハイロードの細胞人格。

　ジョスカンは言っていた。

　左腕を殺せ、と。

　すなわち、あの少女を殺せという事なのか……？

　イルミが行動を起こす前に、彼かの女じよは一足飛びで眼前に詰めより、左腕を振ふり下ろした。

　イルミも自分の左腕を防御結界で包つつみ、攻撃を受け止める。重圧で骨という骨が軋きしんだ。

「──ッ」

　だが、苦く悶もんの表情をしているのはイルミだけではなかった。

　彼女もまた、恐きよう怖ふに染まっていたのだ。



「コワ、イヨ……ッ」



　か細い声。女の子の声。それは左腕の声。

　聞きき間ま違ちがえかと思い、耳を澄ませる。

　しかし、確かに聞こえる。

　互たがいの左腕が火花を散らす中、救済を求める叫びが響いた。



　助ケテ。

　虐メナイデ。

　帰リタイ。

　死ニタクナイ。



　声までキャロライナに似ている。

　細胞人格はイルミを蹴けり後方へと飛び、距きよ離りをとった。

　彼女の目はイルミから離れず、しかし震えている。恐怖の色。故にこちらを排はい除じよしようとしている。

　それを目まの当あたりにし、イルミはようやく気が付いた。

　これこそが左腕の破は壊かい衝しよう動どうの正体なのだ。

　彼女は本体から切り離され、訳も分からず人間に組み込まれ、幾いく度ども幾度も戦いに巻き込まれた。故に元げん凶きようであるアンデルセンを殺した。自分を脅おびやかすジョスカンに攻撃した。そして今度はフロスト・ドラゴンを。

　ああ、なるほど。イルミは奇妙に得心する。

　考えてみれば、彼女はキャロライナの細胞。

　それを殺すなど、とんでもない話だったのだ。

　そんなイルミの思いをよそに、細胞人格は再び突とつ進しんしてくる。

　選せん択たく肢しは、回避か、反撃か。

　──どちらも断じて、否いな。

　イルミは彼女の一撃を真正面から受け止める。左腕が千切れた。激痛が走る。しかし、残った右みぎ腕うでで彼女を抱きしめた。

　ジョスカンのやり方など知った事か。奴がどんな方法で左目を使いこなしていたかなど関係ない。イルミはイルミのやり方で行く。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕は何もしない」

　左腕のあった場所が焼けるように熱い。それでもイルミは微笑ほほえんだ。

　すると彼女は小動物のような眼を上げて、イルミの顔を覗のぞき込む。

「……ホ、ントウ？」

「ああ。だから暴れるのをやめて、僕に体を返して。危なくなったら僕が守るから」

　少女は小さく頷く。髪の色が、黒から銀へと変わっていく。それは見慣れた、あの娘むすめの色だった。

　それと同時に、不思議とイルミの痛みは薄うすれていった。

「分カッタ……信ジルヨ……」

　キャロライナによく似たその体は、そう告げると溶けるようにしてイルミの体へ入り込んでいった。

　千切れた左腕が再生していく。



　──デモ、裏切ッタラ、殺スカラネ。
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　イルミの黒い巨腕に吹き飛ばされ、キャロライナもサクヤも雪の上に突つっ伏ぷす。

　キャロライナは顔を上げ、目眩めまいを堪こらえながらイルミを見つめた。

　このままではイルミの左腕が、フロスト・ドラゴンの顎あご下へ打ち込まれてしまう。

「駄目ぇえっ！」

　キャロライナは叫ぶ。だが、無情にもイルミの一撃がフロスト・ドラゴンへ振り下おろされた。

　またイルミがドラゴンを殺してしまった。そう考え、キャロライナは涙する。

　しかし、フロスト・ドラゴンはその場に崩くずれ落ちるだけで、吹き飛ぶ事も血を流す事もなかった。生きている。ただ動かなくなっただけだ。

　そして、キャロライナはもう一度イルミを見る。その左腕は黒ではなく銀色に変わっていた。

　まるでハイロードの皮ひ膚ふのような外骨格。

　イルミはその銀色の左腕を見つめていた。その目には正気の光が戻っている。

「ああ……そうだね。そう簡単には信しん頼らいしてもらえない。だけど大丈夫さ。僕は裏切ったりしない」

　イルミは独り言のように呟つぶやく。

　キャロライナには何を言っているのか分からない。

　不意にサクヤが口を開いた。

「イルミの左腕に、フロスト・ドラゴンの魔力が吸い取られた」

「……それって、つまりどういう事よ？」

「つまり、よく分からない」

　役に立たないサクヤを置いて、キャロライナはイルミへ駆け寄った。

「イルミッ！　大丈夫……なの？」

　するとイルミはキャロライナを向き、いつものような笑顔を見せてくれた。

「あぁ、キャロライナ。心配してくれたんだ？」

「え、いや、別に！」

「そうか。でも、君の声が聞こえたから助かったんだよ。ありがとう」

「へ？」

　突とつ然ぜん礼を言われ、キャロライナは戸惑った。思わず左腕の事を聞きそびれてしまう。

「いや。こっちの話。それよりも、もう二匹のドラゴンは……」

　そうだ。先さき程ほどイルミが殴ったフロスト・ドラゴンは眠ねむっただけかもしれないが、残る二匹は致ち命めい傷しようを負っている。

　しかし見てみると、サクヤの体から伸びた血の龍りゆうが二匹へ向かい、その傷口を塞ふさいでいた。

「大丈夫。命は助かる」

　サクヤは誇るでもなく淡たん々たんと語った。

「ありがとう、サクヤ。ところで……どうしてサクヤがここにいるんだい？」

「……あ」

　声をかけられると、サクヤは急に頬ほおを赤らめた。そして慌あわてた様子でフロスト・ドラゴンの後ろに隠かくれ、顔を半分だけ出してイルミを窺うかがった。

　それを見てキャロライナは妙な焦あせりを感じた。サクヤの挙動が、恋こいする乙女のように見えたのだ。

「どうしたのさ？」

　朴ぼく念ねん仁じんのイルミは、そんな野や暮ぼな事を聞く。

「乙女の恥はじらい」

　サクヤは真顔で呟く。

　キャロライナは口を開け、見つめ合う二人の前で唖あ然ぜんとした。

「まぁ、なんでもいいや。サクヤもありがとう」

















「別に。礼には及およばない」

　サクヤは笑いもせず身動きもせず、人形のように口だけを動かす。しかし、キャロライナの目には喜んでいるように見えた。

「アシュト、アシュト！」

　子し竜りゆうの名を呼ぶと、森の中からピョコピョコと走ってきた。キャロライナはそれを抱き上げ、照準をイルミへ向ける。

「火を吐けアシュト！」

「え、何でっ？　僕が何を──」

　イルミの言い分など聞かず、子竜は大きく息を吸い込み、炎を吐き出だした。

「ギャアアアアアア！」

　サクヤは火ひ達磨だるまになったイルミを不思議そうに見ている。

「何かの儀ぎ式しき？」

　途と方ほうもなくズレた事を言うサクヤは取とり敢あえず無視し、キャロライナはささやかな達成感に酔よいしれた。
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　時を同じくして針葉樹の森の中。

　イルミに殴り飛ばされたローラは、雪に埋うもれ空を仰あおいでいた。

　身じろぎしようとしただけで、神経を直接触さわられるような痛みが走る。

　イルミとフロスト・ドラゴンはどうなったのだろうか。ここからでは分からない。

　ローラは山を下おりたいだけだった。下りて母親に会いたいだけだった。父親を殺した村人に復ふく讐しゆうをしたいだけだった。

　かつてローラがまだ幸せだった十年前。

　ローラは生まれつき魔力が強く、目で見た物を燃やせ、自在に風を巻き起こせた。

　そんなローラを村人たちは悪あく魔まの子と忌いみ嫌い、同年代の子供たちからも迫はく害がいされた。両親と妹だけが優しくしてくれた。

　だが、ある日、一人の猟りよう師しが山でフロスト・ドラゴンの赤あかん坊ぼうを殺してしまった。

　フロスト・ドラゴンの群れが大挙し、村を取り囲んだ。

　彼らは村を全ぜん滅めつさせると宣言する。

　ところが続けて、こうも言った。

（されど。その娘を生いけ贄にえとして捧ささげれば、罪は貴様らには問わん）

　フロスト・ドラゴンはローラの魔力を一目で見み抜ぬいたのだ。

　瞬しゆん間かん、村人たちは安あん堵どする。

　あぁ、何だ。そんな簡単な事か。さっそくローラを差し出そう、と。

　無論、ローラの両親は反対した。

　ローラを差し出そうとする村人から逃のがれ、家に籠ろう城じようした。

　もっとも、玄げん関かんや窓はすぐに破は壊かいされ、瞬く間に侵しん入にゆうされてしまう。

　ローラと家族は抱き合って震えた。

　抵てい抗こうした父は、木の棒で頭を殴られ、血を流して動かなくなった。

　病弱だった母は押さえつけられ、ローラの名を叫ぶばかり。

　妹はわけも分からず泣いていた。

　そもそも、フロスト・ドラゴンの赤ん坊を殺したのは、ローラではないのに。

　他の村人なのに。

「あんな村に生まれなければ……」

　ローラは呟く。

　あの村人たちのせいで、ローラは一体どれほどの苦痛を味わっただろうか。

　復讐したい。殺してやりたい。

　その思いが頂点に達したとき、眼前で黒い布が舞まった。

　漂ただよう甘いお菓子の香り。

　金色の糸の中に、紫色の花が一輪咲さいていた。

「あは。可哀かわい想そうなローラ。せっかく上う手まくいきそうだったのに、後一歩という所でイルミくんが暴走しちゃった。結局フロスト・ドラゴンは三匹も生きたまま。貴女あなたは山から下りられない」

　人の不幸を楽しむが如く、赤の瞳が笑えみに歪ゆがむ。

　その言葉を耳にし、ローラは怒ど声せいを張り上げた。

「ふざけないで！　貴女の言うとおりにしたのに、全然駄目だったじゃない……っ」

「ごめんなさい。だってイルミくん、予想以上に強いんですもの。ああ、でも大丈夫。出来たてホヤホヤのお薬があるから。これを飲めば、自力で結界を突とつ破ぱする事だって出来るのよ」

　そう言って少女──アリスは液体の入ったビンをちらつかせる。

　そのビンの中には紫の花弁が沈しずんでいた。

　アリスの髪に飾られている花と同じ物。

「何ですか、その薬は……」

「だから。強くなれるお薬。でもでも、まだ試作品だから、どんな副作用があるか分からないわ。もしかしたら死んじゃうかも」

「誰だれが、そんな薬を飲むものですか……」

　どうせアリスは、作りたての薬を試ためしたいだけなのだろう。

　ローラやフロスト・ドラゴンが踊おどっている隙に、薬に使われている花、すなわちエリキシルの花を掠かすめ取る。初めからそれが狙いだったのだ。

「あらそう？　じゃあ、貴女はここでイルミくんに殺されるといいわ。私はどっちでも構わないもの。バイバイ」

　ふんわりと風を起こし、アリスは飛び立つ素そ振ぶりを見せた。

　行ってしまう。たった一つの希望なのに。それを目の当たりにしたローラは咄とつ嗟さに呼び止めた。

「待って……っ！　それを飲めば、本当に山を下りれるの……？」

　利用されていると分かっていても、僅かな可能性に賭かけるしかなかった。

「あは。疑うたぐり深ぶかいのね。絶対よ。約束するわ」

　この少女の約束に、どれほどの価値があるのだろう。

「……分かったわ。飲むわよ」

　それでもローラは縋すがるしかなかった。

「本当？　良かった」

　アリスは無む邪じや気きな笑え顔がおを演じ、ローラの上に舞い降おりた。

　そして薬を口に含ふくみ、唇くちびるを重ねてきた。

　唾だ液えきと舌を絡からめながら、薬を流し込んでくる。

　アリスから放たれる甘い匂においに、頭がクラクラした。








第四章　禁じられた下山
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　サクヤのお陰かげでフロスト・ドラゴンの心配は要いらなくなった。しかし、イルミは暴走中、ローラも殴なぐり飛とばしていた。彼女は針葉樹の森の中に倒たおれている筈だ。

　無意識にとはいえ、女性を殴ってしまった罪悪感にイルミは打ちひしがれる。それと同時に、何な故ぜローラが嘘うそを吐ついてフロスト・ドラゴンをけしかけたのか、確かめねばならなかった。

　アシュトを抱えたキャロライナとサクヤを伴ともなって、イルミは森へ入っていく。ローラがいる場所は、折れた木を辿っていけば簡単に分かった。

　雪が抉えぐられ、赤い飛沫しぶきが散らばる中にローラは倒れていた。イルミは一いつ瞬しゆん駆かけ寄ろうとしたが、すぐに思い直し自制した。彼女はイルミへ敵対行動を取ったのだ。それはまだ続いていると見るべきだ。不用意に近づく事は出来ない。

　事情を知らないキャロライナは、ローラの名を叫んで前に出たが、イルミはそのポニーテールを引っ張って止める。

「……サクヤ。ローラさんの治ち療りよう、頼たのめるかな？」

「任せて」

　どういうわけかサクヤの声はうわずっており、キャロライナはそれを見て頬を膨ふくらませた。イルミには意味が分からなかったが、きっと女同士にしか分からない何かがあるのだろうと思い無視をする。

　サクヤの手首から血龍が伸びていく。

　その時、イルミは目を細めた。ローラの指が微かすかに動いたように見えたのだ。

　更に、ローラの周りから蒸気が上がっている事にも気付く。雪が抉れているのは、突っ込んだ衝しよう撃げきのせいだと考えていたが、熱で溶とけたようだった。では何故そんなにも熱いのだろう。

「何か変だ──」

　イルミが言いかけた瞬間、ローラの体が跳ね起きた。仰あお向むけの姿勢のまま、バネのように跳躍。一気に十メートル以上。とても人間業とは思えない。

　仰ぎよう天てんするイルミたちを尻しり目めに、ローラは空中で反転。木の枝を蹴り飛ばし、隕いん石せきのように突進してきた。

　全員辛かろうじて回避するが、衝しよう撃げき波はで吹っ飛ばされる。

　最初に起き上がったのはキャロライナだった。アシュトの前に立ち、反射的に剣けんを抜く。だが、ローラ相手に斬きりかかる事が出来ない。

「ローラさん、何で、こんな……？」

　しかし答えは返ってこない。

　ローラの周囲は、高熱で大気が歪んでいる。それがローラから流れ出る魔力のせいだとイルミは気付いた。

　驚おどろくべき量だった。もしかすると、ジョスカンに匹ひつ敵てきするかもしれない。余りの迫はく力りよくに、イルミはそんな事を考えてしまう。

（どけ、人間）

　テレパシーと共に、遠くから巨大な物体が動く音が響く。イルミに殴られ昏倒していた五十メートル級のフロスト・ドラゴンが立ち上がったのだ。

　フロスト・ドラゴンは森の外から絶対零度の息アブソリユート・ゼロをローラへ向けて吐き出す。木々を氷こおらせ粉砕しながら冷気は迫せまる。

　だがローラは避けなかった。逆にフロスト・ドラゴンへ向けて突進する。音速を超こえて疾しつ走そうするローラは衝撃波で包まれ、絶対零度も届かない。

　超ちよう音おん速そくの物体が移動した事により、音が幾いく層そうにも重なり合う。生じたソニックウェーブの斬撃で、フロスト・ドラゴンの鱗うろこは剥はがれ、赤い血ち飛沫しぶきが散る。

　イルミはローラの表情を見た。あの美しかったシスターは、狂くるった狼おおかみのように歯を剥むき出し、目を見開いていた。しかも、その瞳の輝かがやきは紫色だった。

　ドラゴンズ・ハイロードの瞳。

　偶ぐう然ぜんなのか？　いや、そもそも今なにが起きているのかすら分からない。

　そんな中、ローラは全身に血を浴びながら、イルミにもフロスト・ドラゴンにも一いち瞥べつもくれず、稲いな妻ずまのように疾走していった。

「な、何なんだ……っ」

　事が終わってから、ようやくイルミは口を開いた。キャロライナは唖然と立たち尽つくし、サクヤは頭に付いた雪を振り払はらっている。

　アシュトは血まみれのフロスト・ドラゴンへ走り寄った。それを見て、イルミもハッとする。

「大丈夫か……っ？」

　イルミが声をかけると、フロスト・ドラゴンは口くちの端はしを歪ませた。笑ったように見えた。

　しかし、出血の量から見て、傷は相当に深い。

「サクヤ、もう一度頼たのむ！」

「が、がってん承知の助」

　サクヤはまた裏返った声を出すが、気にしている暇ひまはない。

　アシュトはフロスト・ドラゴンの鼻先に触れる。ドラゴン同士、心配しているのだろうか。キャロライナはそれを後ろから抱き上あげる。

（……人間よ。貴様は我にトドメを刺ささなかったばかりか、命まで助けようというのだな。クックック……敵を見誤るとは、フロスト・ドラゴンの長老たる我も相当に耄もう碌ろくしたものだな……ローラが我等を謀はかり、敵と思っていた貴様から心配をされるなどと……）

　フロスト・ドラゴンは自らを嘲け笑った。まるで人間のように口を歪ませる。

「ああ……分かってくれたならそれでいい。今は喋しやべらないでくれ」

（案ずるな。念話は体を動かさん……そして聞け、人間よ。ローラは我わが結界を突破した。麓ふもとまで一気に下りて行くぞ）

　そしてフロスト・ドラゴンは語った。

　ローラが村の人間を恨うらんでいる事。

　おそらくは復讐の為に向かったであろう事。

（ローラの潜せん在ざい魔ま力りよくは凄すさまじい。一目見た瞬間、我等は同どう胞ほうを殺された怒いかりを忘れるほどの恐怖を感じた。そして思った。『これは外界に置いておくわけにはいかぬ。必ず破は滅めつ的てきな事態を招く』と）

　だからローラを山の奥おくへ隔離し、外へ出られないように結界を張った。

（だが、逆に我等のもくろみがローラを変貌させたのだな。皮肉な話だ。奴は村へ下り、虐ぎやく殺さつを行い、母親を捜すだろう。しかし、奴には母親を見つける事は出来ない。自分の親だと気付かず殺すだろう）

「どういう事だ？」

（この山は、エリキシルの花の魔力によって時間が歪んでいる。ここでの一日は外界での三日。十年は三十年だ。ローラの母親は既に老ろう婆ば。分かる筈がない。そう……先日ローラを捜すために山の奥おく深ふかくまで入ってきた父親を、そうとは知らず殺してしまったようにな）
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　ローラは奔はしる。

　あれほど恐おそれていたフロスト・ドラゴンも一撃で倒せた。

　結界突破など紙を切り裂くように容易たやすかった。

　もう何も自分を止められない。

　鎖くさりがなくなった。

　自由なのだ。

　母や妹に会ってもいいのだ。

　村人に復讐してもいいのだ。

　なんて清すが々すがしい気分なのだろう。

　ローラは嗤わらう。

　アリスの薬を飲み、潜せん在ざい能力の全てを解き放ったローラは、超ちよう人じん的てきな速度で山を駆け下りた。

　だが、限界を超えた力に耐たえきれず、肉体も精神も崩ほう壊かいを始めていた。

　全身の筋肉が損傷し、骨にはヒビが入り、頭痛と吐き気けと目眩が襲おそう。

　しかし、それらを凌りよう駕がする破壊衝動。

　脳に走るのは快感のみ。

　嬉うれしい。

　帰れる。

　あの村に。

　父を殴り殺ころした、あの人達の元へ。

　ああ、斬りたい殺したい切りたい屠ほふりたい殺したい潰つぶしたい殺したい散らしたい薙ぎたい払いたい潰したい叩きたい壊こわしたい燃やしたい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したいコ殺殺殺コロ殺殺殺殺殺殺殺殺殺ろ殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺──

　そして目の前に広がる、懐なつかしの故郷。

　到とう着ちやくと同時に、目に映った五人を引ひき裂いた。

　軽く腕うでを振るっただけなのに。何て脆ぜい弱じやくな人たち。こんな奴らに父は殺されたのか。

　母と妹は無事なのか。まさか彼女らまで殺してはいないだろうな。もし殺していたら、村人全員殺してから生き返らせてもう一度殺す。

　そんな事が出来たら素す晴ばらしい。

　想像し、胸が躍おどった。

　ローラの口から、咆ほう哮こうとも歓かん喜きともとれぬ叫びが上がった。

　その途と端たん、雪が気化し、家々が燃え上がる。

　おぼろげな意識の中、目に映った全てを破壊する。

　もう、家族を捜しているのか、仇あだ討うちをしているのか、たんに暴れてるだけなのか、ローラにも分からない。

　そして、とある家の中に入る。その家のベッドには、一人の老婆が寝ねていた。

　ローラは向かっていく。が、その前に一人の女性が割り込んだ。

「こ、来ないで！」

　本来ならば、そんな叫さけびを上げさせる間もなく即そく死しさせていただろう。

　ローラが止まったのは、その女性が捜し求めていた母親だったから。少なくともローラの目にはそう映った。

「お母さん！」

　十年ぶり。

　姿を見ただけで涙なみだが溢あふれてきた。

　だが、母から帰ってきたのは抱ほう擁ようではなく、銃じゆう声せいだった。

　母は腰だめに猟りよう銃じゆうを構えており、その先から煙けむりが上がっている。

　弾たまはローラの腹に当たった。血が出た。

「お、お母さん……？」

　どうして。

　やっと会えたのに。

「……来ないで化け物！」

　二発、三発、立て続け。

　肩に、脚あしに、体全体に。

　散さん弾だん銃じゆうが拒きよ絶ぜつの意思と共に襲いかかる。

　体の痛みを感じないローラは、立ち止まる事なく歩み寄る。

　心の痛みに発はつ狂きようしたローラは、立ち止まる事なく歩み寄る。

　もう、誰を捜していたのか、誰を殺そうとしていたのか、ローラには分からない。

　髪かみを振り乱みだし、涙で濡ぬれた顔を歪め、足あし下もとに五ご芒ぼう星せいを広げる。

　全滅、殲せん滅めつ、消しよう滅めつ。

　村も、家族も、思い出も。

「全て灰になってしまえ！」

　ローラは泣なき叫ぶ。



「そんな思いは叶えさせない！」

　そしてイルミは吼ほえた。

　家の壁かべを貫つらぬき侵入。左ひだり腕うでをローラへぶちかまし、更に反対側の壁を破壊して外へと叩き出す。

　ローラは村の中心の広場へ転がり落ちた。

　発動寸前だった五芒星は、制せい御ぎよを失い、その魔ま力りよくを空へと撒まき散ちらす。膨ぼう大だいな熱が雲を熱し、降ってくる雪が全て温水の雨へと変わる。

　対するイルミは、家の中から銀色の左腕を構え、ローラを見み据すえた。

　綺き麗れいなシスター。キャロライナに料理を褒ほめられ喜んでいたシスター。首へマフラーを巻いてくれたシスター。

　そのどれでもない。

　ここにいるのは醜みにくい怪かい物ぶつ。ローラの成れの果て。

　目を紫むらさきに光らせ、歯を剥き出しにしている。声は狂きよう犬けん。姿勢は四よつん這ばい。垂れ流しになっている余よ剰じよう魔ま力りよくだけで陽炎かげろうが現れる。

　イルミの新しい左腕は一撃でフロスト・ドラゴンの魔力すら吸い取ったのに、同様の攻こう撃げきを喰くらわせた筈のローラは未いまだ吼えている。なんという魔力の量。

　故にフロスト・ドラゴンはローラを恐れ、ジラガミ山の結界へ監かん禁きんしたのだろう。

　しかし、そんな理り屈くつがローラにとってどれだけの意味があるだろうか。

　家族と離ればなれになった事に変わりはない。外界と二十年ズレてしまった事に気付けない。

　──だからせめて、自分はローラを救って見せる。この左腕と共に。

「ニーナさん。家から離れないでください！」

　振り返らず声をかけ、イルミは広場へと躍り出でる。

「ま、待ってイルミさん、あれはもしかして、お姉──」

　イルミの動きに合わせてローラも跳とんだ。地を蹴った衝撃で雪と土が爆ぜる。

　イルミは村を巻き込まぬよう、山の方角へ走った。

　だが、ローラの突進はイルミの動体視力を軽く凌駕した。衝撃波で地面を抉りながら迫る。直線的な軌き道どうゆえ、最初の一撃は僅きん差さで躱かわした。防ぼう御ぎよ結界でソニックウェーブを凌ぐ。

　ローラは間かん髪はつ容いれず再度の攻撃。その咆哮に合わせ炎ほのおが巻き起こる。彼女は自らの皮膚を焼き焦こがし、紅ぐ蓮れんの塊かたまりとなって疾走する。

　大気が脈動した。

　イルミは攻撃されたと感知する事すら出来ず、怒ど濤とうの勢いで弾はじき飛ばされた。その体当たりはイルミの防御結界を易やす々やすと貫き、骨の全てを軋ませる。地面に叩きつけられ、一いつ瞬しゆん、目の前が真っ白になった。

　それでもイルミが生きているのは、偶ぐう然ぜん左ひだり腕うでで受け止めたから。それ以外の場所に擦かすりでもしたら、即そく座ざに抉られ、衝撃波が全身の水分に伝でん播ぱし、瞬またたく間まに死んでいただろう。

　圧あつ倒とう的てきな戦力差。しかしイルミは立ち上がる。何故なら左腕なら対たい抗こうできると分かったから。

　先の接せつ触しよくでまた少し魔力を吸った。その証しよう拠こにローラの動きが遅おそくなっている。もっとも、殆ほとんど誤差のような減速だ。それでも、絶望するにはまだ早い。

　ローラが脚きやく力りよく余って宙に浮うき上がる。イルミはそれを好機と考える。ローラは未だ浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを使っていない。空中での行動は不可能の筈。

　しかし、その考えは甘あまかった。ローラは足の裏で空気を蹴る。その小さな面積だけで、鳥の翼つばさと同じ効果。イルミへ突き進すすむ。

　イルミは一いちか八ばちかの賭けに出る。向かってくるローラへ左腕でカウンターを放つ。

　ところが試みて即座に分の悪さを知ってしまう。

　左腕が暴走していた時ならいざ知らず、イルミ自前の格かく闘とう能力など、今のローラに通用するわけがなかった。

　イルミが死すら覚かく悟ごした時、貫く短いニーナの声があった。

「お姉ちゃんッ！」

　そもそも、それは声ですらなかったのかも知れない。限りなく刹せつ那なに近い時間の中、妹から放たれた姉への想い。

　ローラの注意がその方角へ向いた。それは余りにも短い一瞬で、イルミ如ごときでは付け入る事が出来ない。

　だが、奇き跡せきのタイミングで追いついたキャロライナ・ギルズベイルの反射神経と身体能力は、空中のローラへ肉にく薄はくする事に成功した。

　剣の腹で殴られたローラは雪の上に落下する。自身の速度とキャロライナの剣速が相まって、相当のダメージになっただろう。

　そこへサクヤの血龍が巻き付き拘こう束そく。更にフロスト・ドラゴンの長老が絶対零度の息アブソリユート・ゼロをぶつけ凍とう結けつさせた。

「今よ、イルミ！」

　キャロライナの声に応こたえ、左腕をローラへ振り下ろす。

　だが、ローラの足あ掻がきは止まらない。

　絶対零度が砕くだけ、血龍が千切れる。

　ローラの叫びが響き渡わたった。まるで子供が泣いているよう。

　直後、火球がイルミを狙ねらって放たれた。左腕はそれを迎げい撃げきする。魔力にて構成された炎は、左腕の能力によって分解吸収され四散する。

　そこから流れるように突き進んだイルミの一撃は、そのままローラの腹へ直ちよく撃げきした。

　一気に魔力を吸い上げる。その勢いに思わずイルミは絶句する。

　なんという総量だ。自分の二倍、いやそれ以上。幾いくら吸っても底が見えない。

　──ダメ、モウ無理！

　これ以上吸えないという左腕の悲鳴が聞こえた。限界ギリギリのラインなのだろう。

　ならば余った分は、イルミの体へ回せばいい。

　──エ？

　戸惑う左腕を無視し、イルミは魔力の流れを操作。自らへと流し込む。

　瞬間、四し肢しを激痛が襲う。それも当然の話だ。サクヤの回復魔ま法ほうならともかく、他人の魔力を流すという事は、魔法で攻撃されているのと同じなのだ。

　それでも、イルミが気絶する直前。

　辛うじて全てを吸い上げた。

　もうローラは動かない。仰向けになって空を仰あおぐだけ。目は開いているが、見えているのだろうか。

　紫の光は既に消えていた。

「お、父さん……お母さ、ん……ニー……ナ」

　耳を澄すますと、微かに呟いていた。

　血を吐く。

「私、帰ってきたよ……ねぇ、どこにいるの……会いたい、よぉ……」

　ローラの体はボロボロだった。高速移動していた時は分からなかったが、あちこちの骨が折れ曲がり、皮膚が破は裂れつしていた。

　サクヤは血龍を伸のばし、ローラを治療する。だが──

「無理かもしれない」

　ポツリと漏もらす。

「どうしてよっ？　アンタ、あんなにボロボロの状態からでも復活してたじゃない！」

　キャロライナが叫ぶ。

「血の龍は、私にしか本気を出さない。他人を回復させるときは緩かん慢まん。原因は分からない」

　そう言ってサクヤは申し訳なさそうに目を伏ふせる。言葉は更に続いた。

「それに……この人の魂は朽くち果はてている。ジョスカンと同じ」

「魂が朽ち果てたって……どういう事だ……？」

　イルミの頭の中が、真っ白になっていく。

（……眠っていた潜在魔力が一気に引き出された反動だろう。この様な力、普ふ通つうの人間には耐えられないのだ）

　フロスト・ドラゴンの言葉が虚むなしく響く。

　イルミはローラを助けようと最善を尽くした。殺さぬように止めたつもりだった。

　それなのに──

「お姉ちゃん！」

　ニーナが走り寄ってきた。イルミを押おしのけ、ローラのそばにしゃがみ込み、その手を握にぎる。

「お姉ちゃんなんでしょっ？　あたしだよ、ニーナだよ！」

　しかし、妹の声は届かない。

「……あぁ、お母さんだ。お母さん……やっと会えた…………」

　ローラの目には、大人になった妹が母親に見えたのだろう。

　子供のような笑顔を浮かべた。

　それきり、二度とローラは言葉を発しない。

　また雪が降り始めた。
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　イルミとキャロライナとサクヤ。それからアシュト。

　三人と一匹ぴきはフロスト・ドラゴンの長老の背に乗っていた。向かう先は山頂。

　キャロライナはアシュトを膝ひざに乗せ押し黙だまっている。サクヤはボーっとしていて何を考えているか分からない。イルミはローラにもらったマフラーを指で弄いじった。

「寒いな……」

　イルミは誰にともなく呟いた。

　実際には吹雪ふぶきはやんでいて、雪がゆっくりと落ちてくるだけだった。そもそもフロスト・ドラゴンは飛行する時、周囲に円えん錐すい状じようの結界を発生させているので、背中の上は殆ど無風なのだ。

　誰も口を開かない。

　そうしている内に、山頂が見えてきた。生き残った他のフロスト・ドラゴンが旋せん回かい飛行をしている。

　そこはカルデラ湖になっていた。冬の山にも拘かかわらず、湖は沸ふつ騰とうしゴボゴボと泡あわを立てている。

　湖の中心には巨大な木が生えていた。幹の太さは直径十メートルほど。高さはフロスト・ドラゴンの長老が立ち上がったのと同じくらいだろうか。紫の花が木を埋め尽くすように咲き乱れていた。

「あれが、エリキシルの花なの……っ？」

　キャロライナは驚きよう嘆たんの声を上げた。イルミとて同じ思いだ。雪降る中、湖の中心に生えている木。それだけでも驚きなのに、その花の何と美しい事か。

「ねぇフロスト・ドラゴン。あの木はどうしてあんな所に生えてるの？」

　キャロライナが尋たずねると、長老は念話で答える。

（あの湖は噴ふん火か口こうに雪解け水が貯たまったものだ。真下にはマグマがある。マグマは星の血液であり、それを養分に育ったのがエリキシルの花だ。故、エリキシルの花はフィーリアの魔力を秘ひめている。それが貴様等の間で、病気や怪け我がの特効薬として伝わっていったのだろう。無論、そのような使い方も出来るが、悪用すれば破壊に使う事も可能だ。我等フロスト・ドラゴンは、ジラガミ山のエリキシルを守って来た……しかし、貴様等なら一輪くらい持って行ってもよかろう）

「へー、フィーリアの魔力か。そんなのもあるんだぁ」

　銀ぎん髪ぱつの少女が感心したように呟くと、フロスト・ドラゴンの長老は訝いぶかしげに言葉を続ける。

（……ハイロードよ。何も知らないのか？）

「ん？　何のこと？」

（いや。知らぬならばそれでよい。それにしても……エリキシルの花がこうも大量に咲くのを見るのは我も初めてだ。本来、年に一輪咲くか咲かないかなのだがな）

　イルミは立ち上がり眼がん下かを見つめる。

　長老の言葉どおり、溢れ出す紫の色しき彩さいは見事としか言いようがない。桜の木に紫陽花あじさいが咲き誇ほこれば似たものになるだろう。もっとも木の規模はまるで違ちがうが。

「長老。エリキシルの花が大量に咲いた原因は？」

（……死者の魂たましいがフィーリアへ落ちていくのは知っているな？　フィーリアの魔力とは、死者の魔力。それが何らかの原因で活性化しているのかもしれん……推測だがな）

　長老はゆっくりと降下し、木に横付けた。

　近づくと、目の前に紫のカーテンが現れた。花で埋め尽くされた壁だ。

「綺麗……」

　今まで無言だったサクヤですら、そう言わずにはいられぬようだ。

　キャロライナは腕の中にいたアシュトを花へ突き出す。アシュトはその中から一輪掴つかみ取った。

　すると長老は再び飛び上がり、麓まで向かって行った。
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　フロスト・ドラゴンの長老は、村から一キロ程ほど離はなれた森の中に降り立った。

（我は村へ行かぬ方がいいだろう。悪いがここからは自分の足で歩くがよい）

「ああ。助かったよ」

　飛び立っていく長老の後ろ姿をイルミは見上げる。

　彼らはローラが生まれる何百年も前から生きていて、ローラの死後も何百年と生きていく。一人の人間の死など、明日にでも忘れてしまうのかもしれない。

　それでも、彼らは彼らなりに秩ちつ序じよを守ろうとしていたのだ。第一、ローラの潜在能力を確実に封ふう印いんしたいのなら、ローラの命を奪うばってしまえば良かったのだ。それをせず結界内で生かしていたのは、フロスト・ドラゴンなりの慈じ悲ひなのだろう。

　思い返してみれば、ローラはチャンドラーへ対して愛情をそそいでいた。人と竜は、決して交わる事が出来ないというわけではないのだ。

「イルミ、行こうよ」

　アシュトを抱だいたキャロライナが声をかけてくる。

　アシュトはもちろん、彼女だって本当はドラゴンなのだ。それでも、こうしてイルミと並んで立っている。

「ああ、今行くよ」

　イルミはキャロライナを追いかけ、村へと歩き出す。

　その後ろをサクヤも付いてくる。

　半壊した村では、生き残った人たちが暗い表情で茫ぼう然ぜんとしていた。

　まだ瓦が礫れきを片づけるような気力はないようだ。

　イルミたちを見つけたニーナが駆け寄よってくる。

「エリキシルの花は手に入りましたか？」

　ニーナの目は泣きはらした跡あとで赤くなっていた。

　キャロライナはアシュトが握っている花を見せてやった。

「これが……綺麗な花。でも、エリキシルの花があっても、姉は生き返らないんでしょうね」

「……ニーナさん」

　イルミは言葉に詰つまる。

「いいんですよイルミさん。死者は帰ってこない。分かっています」

　三十代にしては子供っぽかったニーナだが、今は少し大人びて見えた。ローラの面おも影かげが見える。

「やっと思い出したんです。三十年前、村の人たちがあたしの家を襲った。父は殴り倒され、姉は連れて行かれた。あの時、姉は父が死んでしまったと思ったのでしょうね。あたしは、ずっと忘れていたんです。酷ひどい女ですよね。何も考えず能天気に生きてきて……馬ば鹿かみたい」

　彼女は大おお粒つぶの涙をこぼした。そしてイルミへ抱きついた。

「ニーナ、さん？」

「ごめんなさい。でも、お願い、少しだけこのままでいさせてください……っ」

　イルミはその言葉に従うしかなかった。

　横で見ているキャロライナは顔を真っ赤にしている。

「サ、サクヤ。あっちに行こう！」

「何故？」

「なんでもっ！」

　無表情のまま突っ立っているサクヤを引きずり、キャロライナはどこかへ走っていった。アシュトがその後を追いかけて行く。

　女性に抱きつかれるのは男おとこ冥みよう利りに尽きるが、しかし慣れない事をしている為ため、イルミは落ち着かなかった。キャロライナやサクヤのような年下に同じ事をされても大して緊きん張ちようしないが、年上となると話はまるで違うのだ。

「えーと……」

「あ、えっと、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　三分程ほどすると、ニーナは体を離し、赤くなって俯うつむいた。

「あたし、何か変になってたみたいで、でもお陰で少し落ち着いたんで、本当にありがとうございました、じゃなくて、えぇとえぇと、すみませんでした！」

「いえ、お役に立てたようで」

　相手が余りにも慌てふためいているので、逆にイルミは落ち着きを取り戻もどした。

「ところでニーナさん。お母さんは無事でしたか？」

「はい。母は大丈夫です。姉が下りてきた事も、死んでしまった事も、理解していないようです。その方が幸せですよね」

「かもしれません……」

　イルミは、それに対し答えを出す権利を持ち合わせていなかった。

「イルミさんのお陰で、村の半分は無事でした。今は皆みなショックを受けているみたいですけど、きっと立ち直ると思います。ですが……」

　ニーナは一度言葉を区切る。

　それから意を決したように、もう一度口を開いた。

「あたしはもうこの村にいたくないんです。三十年間、誰もあたしに本当の事を教えてくれなかった。思い出した時、考えちゃったんです。お姉ちゃんを犠ぎ牲せいにしなきゃ生きていけない村なら、いっそお姉ちゃんの手で滅ほろびてしまえば良かったのにって。ごめんなさい、折せつ角かくイルミさん達たちが守ってくれたのに。でも、あたしはもうこの村に住む事は出来ません」

「そうですか……でしたら、僕ぼくらとガルツハーンへ行きませんか？　お母さんを連れてどこかへ行くのは無理でしょう？　でも僕らと一いつ緒しよなら馬車がありますよ」

　その申し出が心底意外だったらしく、ニーナは目を丸くする。

「え？　いいんですか……？」

「無論です。ガルツハーンは広いですから住むところも働くところも見つかるでしょう。それに僕は侯こう爵しやくに顔が利きくので、何か斡あつ旋せんしてくれるかもしれません。お母さんの薬だって手に入れやすいし、いい事だらけですよ。ただし、一つだけ条件を出していいでしょうか」

「条件、ですか？」

　ニーナは不安そうな顔を作る。それを見てイルミは苦く笑しようした。

「はい。泊とめてもらった時にご馳ち走そうになったスープを、時々キャロライナに食べさせてやって欲ほしいんです。何だか随ずい分ぶん気に入っているみたいで。ニーナさんが近くに住んでいれば、しょっちゅう食べに行っちゃうと思うんですよ」



　　　　　５



　ガルツハーンへ帰ると、別の竜医がフレイム・ドラゴンの看病をしていた。

　侯爵はクリスフォードが怪あやしいと睨んでから、独自に信頼の置ける竜医を手配していたらしい。

　ＷＤＧの面めん目ぼくは丸つぶれだが、侯爵はそういった事を気に掛かけてくれる人ではない。帰き還かん早々、イルミはアメリアの愚ぐ痴ちを聞く羽目になった。

　ジラガミ山にクリスフォードがいたという話をキャロライナが語ると、侯爵は興味深そうに聞き入った。

「ふーん、キャロライナちゃんと、そっちのサクヤちゃんがクリスフォードに襲われたの。それで小さな女の子と、『あはあは』笑う金きん髪ぱつの女と一緒だった？　面おも白しろいわねぇ」

　何やらしきりに頷うなずいた侯爵は、約束どおり五百万ジーレを払ってくれた。

「また何かあったらお願いね、イルミ」

　払ってくれたのはいいが、不ふ吉きつな言葉もかけられてしまった。

　イルミは侯爵の無む茶ちや振ぶりにうんざりしていたが、大金を積まれ、更さらにドラゴンがらみの事件となれば、またホイホイ行くのだろうな、と自じ嘲ちようした。

　新しくやって来た竜医は、伝承に従いエリキシルの花弁を一枚煎せんじてフレイム・ドラゴンに飲ませた。すると一晩で鼻水が止まってしまった。

　これから毎日飲ませてやれば、ほどなくして全快するだろう。

　子供っぽくピョンピョン跳びはねているキャロライナとアメリアの後ろで、侯爵は心の底から嬉しそうに笑っていた。それを見ると、イルミはエリキシルの花を採りに行って良かったと思う事が出来た。

「ところで侯爵。実は折り入ってお願いがあるのですが……」

　侯爵の機き嫌げんが好さそうな今がチャンスだった。

「あら珍めずらしい。いいわよ。たまにはイルミへ恩返ししなきゃね」

「ありがとうございます。ジラガミ山の村から連れてきたニーナ・エアリーという人の身の振り方かたについて、相談に乗って欲しいのですが」

　連れ帰ってきた女性と老婆。イルミから申し出たのだから、何としてもあの二人の生活基き盤ばんを確保しなければならない。

　すると侯爵は、明日そのニーナをここへ連れて来いと言い出した。



　ニーナ・エアリーは三十二年間生きてきたが、その殆どを故郷の村で過ごしてきた。たまにガルツハーンへ買い出しに来る事があっても、せいぜい一日か二日滞たい在ざいするだけだ。

　一番高価な買い物は母の薬。上流階級とは無む縁えんに生きてきた。

　それが何の因果で、大貴族の中の大貴族、マルビナ・ヒロマーエ侯爵と向かい合って紅茶など飲んでいるのだろうか。しかも昼間からブランデーたっぷりの。ニーナはお酒に弱いというのに。

　ティーカップを持つ手が、ガクガクと震ふるえる。

「そんなに緊張しないでよ。別にとって食べようと言うわけじゃないんだから」

　侯爵は意地悪そうな笑みを向けてくる。

「まぁ、ニーナが実はどこかの国に雇やとわれた暗殺者で？　ここで私を殺そうとしたら、その辺で待機している近衛このえ兵へいが剣を持ってわんさか出てくると思うけど」

「ひっ！」

　ニーナは悲鳴を上げる。すると侯爵は喉のどを鳴らして笑った。

「貴女あなた面おも白しろいわね。それで、ニーナはこの街で何をしたいの？　まだ決まっていないかしら？」

「ええっと……その前に、まずは、ありがとうございました。姉の墓を作る場所を貸して頂いて。村に作るわけにはいきませんでしたから……」

「ああ、そんなの気にしないで。広い土地のほんの一部なんだから。で、どうするの？」

「はい。取り敢えず母と私が生活していけるなら何でもいいのですが……」

「ですが？」

「贅ぜい沢たくを言えば、お店を開きたいんです。あたしの家に伝わる秘伝のスープがあるんですけど、結構美お味いしいらしくて……その、キャロライナさんが気に入ってくれて……」

「ふーん。いいんじゃない？　普通に働くよりそっちの方が面白いわよ、きっと。ちょうど飲食店向きの空き屋があるのよ。まぁ虐殺事件が起きて買い手が付かないって曰いわく付つきの代しろ物ものだけど。それで良ければ貴女に買ってあげる」

「え、あの、いいんですか……？」

「いいのいいの。イルミから貴女の事よろしく頼まれてるんだから。それに私は場所は用意してあげるけど、それで生活できるかどうかは貴女の腕うで次し第だいよ？」

「はい、ありがとうございます！」

　思った以上に話がうまく運んでいくので、ニーナは戸と惑まどいながらも喜びに満たされた。

　店を買ってくれるなんて、侯爵は何と気前のいい人なのだろうか。幾ら感謝してもしたりないくらいだ。

　しかし、そのせいでもう一つの、より重要な願いを言い出しにくくなった。

「侯爵様。大変厚かましい話なのですが……その…………」

「何よ。遠えん慮りよしないで言ってご覧なさい。応えてあげられるかどうかは別だけど」

　侯爵は顎あごを手に乗せて言う。

　ニーナのような庶しよ民みんが、侯爵へ要求する事自体が身みの程ほど知しらず。だが、この人ならば聞いてくれるのではないかという儚はかない希望に縋り、ニーナは言葉を絞しぼり出した。

「エリキシルの花弁を、一枚分けてくれませんか……？」

　それが有れば、母親の病気が治る筈はず。

　高い薬を買う必要もなくなる。

　しかし、返ってきた答えは──

「嫌いやよ」

　当然だろう。ニーナは息を吐はいた。

　初めからダメ元で言ったのだ。落らく胆たんもそれほどなかった。

「フレイム・ドラゴンはまだ完治していない。ニーナのお母さんには気の毒だけれど、諦あきらめて頂ちよう戴だい」

「……いえ。あたしが無む茶ちやを言ったんです。どうかお気になさらず」

「気にしてなんかいないわよ。だって私、貴族だもの」

　その言葉に、ニーナは軽い失望を覚える。

　結局、ヒロマーエ侯爵も他の貴族同様、庶民の事は二の次か。

　いや、彼女を恨むのは筋すじ違ちがいだろう。ああ、それにしても、薬を買う金を用意できるのだろうか。今まではジラガミ山の動物の毛皮などを売っていたが、これからは未知の仕事なのだ。

「って言うか。エリキシルの花の所有権って、貴女にあると思うんだけど」

「……はい？」

　突然言われ、ニーナは面食らう。

「だって、ジラガミ山から採ってきたんだもの。ジラガミ山の麓に住んでいた貴女が所有権を主張するべきだわ」

「いえ、あの、ジラガミ山は別にあたしの土地というわけでは……」

「待って。今、小切手を切るから。伝説の花の対価としては安いけど」

「え、その、本当に……」

　侯爵は何のつもりなのだろうか。そもそも、ニーナは小切手の使い方がよく分からない。銀行にもって行けば換かん金きんしてもらえると聞いた事はあるが、実際には触った事もない。

　侯爵は羽ペンでスラスラと数字を書き込み、紙切れをニーナへ寄こした。

　これが小切手か、と思いながらニーナは受け取る。

　そして、そこに書かれているゼロの数を見て、眼球が飛び出した。

「い、いち、じゅう、ひゃく、せん、まん、じゅうまん、ひゃくまん……」

　数字の羅ら列れつはどこまでも続いていく。こんな巨大な金額を見るのは生まれて初めてだ。

「私の財力も無限大とは言えないから。悪いけど、それで我が慢まんして頂戴」

　パニックを起こしているニーナの耳に、侯爵の言葉は届かなかった。

「……いっせんまん、いちおく……いちおく？　一億ジーレェェェェェェエエエエッ？」

「やっぱり少なかった？　って、あら？」

　ニーナは驚きの余り、椅い子すごと後ろに倒れ、後頭部を床ゆかに強打する。

「あらあら。本当に面白い人。イルミったら凄すごい逸いつ材ざいを見つけてきたじゃない。うふふ……」

　その声も段々遠ざかり、ニーナは小切手を握りしめたまま、泡を吹ふいて気絶してしまった。



　イルミは一人、宮きゆう殿でん庭園に立っていた。

　今いま頃ごろニーナは侯爵と話し合っている筈だ。上手く融ゆう資しを引き出せているだろうか。

　もっとも、あれで侯爵は話が分かる方なので、ニーナが緊張のあまり泡を吹いて気絶したとしても、何らかの支し援えんをしてくれるだろう。まぁ、流石さすがのニーナもそこまで間ま抜ぬけな姿を晒さらさないとは思うが。

　キャロライナはアシュトと共に、庭園のどこかを走り回っている。サクヤはフレイム・ドラゴンのそばでボーっとしていた。

　昨夜サクヤは、イルミに会う為に山を登った事、マリィを見ている内に何故イルミが自分を助けたのか分かった事、そしてマリィを助けたい事を語ってくれた。

「私は、マリィの故郷が滅びた原因。殺されても文句はない。だけど、その前に助けてあげたい」

　そう言ったサクヤは、いつものように仏ぶつ頂ちよう面づらだったが、眼光の奥に決意のようなものが垣かい間ま見みえた。

　マリィと言えば、フロスト・ドラゴンを殺していたデスサイズの少女だ。あの悲しそうな目を救ってやりたい。その思いはイルミにも理解できた。

「だけど、私一人では無理。だから……」

「ああ、分かった。手伝うよ。僕とジョスカンの戦いが原因なんだ。だったら、むしろサクヤより僕にこそ責任がある」

「……ありがとう」

　その時、サクヤの頬が赤らんでいたのは、イルミの気のせいだっただろうか。それをよく観察する前に、次の言葉で全すべてが滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまった。

「イルミは私の胸を揉もんだ。だから、その揉み料金の代わりに精せい一いつ杯ぱい、私を手伝うべき」

　まさに爆ばく弾だん発言である。

　横で聞いていたキャロライナの毛が逆立っていた。その後、毎度お馴な染じみアシュトの炎がイルミへ放たれる。おかげでイルミは全身焼やけ焦げてしまったのに、サクヤはちゃっかり物もの陰かげに隠かくれていたのが何とも言えない。

　もっとも、一晩寝るとキャロライナの機嫌は元に戻っていて、いつものように笑顔を振ふりまいてくれた。ありがたい。近ちか頃ごろ、あの笑顔を見ないとどうにも調子が出ないのだ。



　そして今、イルミの前には十じゆう字じ架かが建っていた。

　それにはローラ・エアリーの名が刻まれている。

「雪の中で寒いかもしれませんが、ジラガミ山よりはマシでしょう。春になるまで我慢してください」

　あの美しいシスターを助けたかった。

　しかし、イルミは何も出来なかった。

　それどころか、殺してしまった。

「ローラさん。僕は今まで、人間がドラゴンに干かん渉しようして自然を滅茶苦茶にしてしまったのを幾つか見てきましたが、貴女の場合は逆でしたね。まったく……僕は世の中を分かったつもりになっていたのに、自信なくすなぁ……」

　若造だった。小こ僧ぞうだった。

　この左腕にしてもそうだ。今では素す直なおに従ってくれる左腕も、五年間、暴走の危険を孕んできた。しかし、いざフタを開けてみると、解決の方法は簡単な話だった。

　もし初めからそうしていれば、師し匠しようを殺さずに済んだのではないか。

　後こう悔かいしなければならない事は山程あった。

「あは。ため息なんて吐いてどうしたのぉ？」

　甘い香かおりが漂った。

　ふんわりと風が巻き起こる。

　眼前で黒い布が舞った。

　真冬なのにパンプスを履はいた足が十字架の上に。

　漆しつ黒こくのドレスを着た、金髪赤眼の少女が一人。

　雪と共に舞い降りた。

　その容姿は妖よう艶えんさと可か憐れんさを合わせ持ち、絶世という言葉を使う事になんら躊ちゆう躇ちよを感じさせない。

　瞳ひとみの深い赤色は、見つめていると意識が飛んでしまいそうだった。

　だが、イルミは気け圧おされなかった。

「降りてくれないか。死者を踏ふみつけにしないでくれ」

　すると少女は微笑み、軽かろやかに飛び降りた。

　長い髪が揺ゆれ、イルミの頬を撫なでる。

「ごめんなさい。丁ちよう度ど降りやすかったから」

　その声は、まるでフルートの音色のようだった。

「君は……喫きつ茶さ店てんで会ったかな？」

「あは。覚えていてくれたんだ、イルミくん。私の事は、黒幕ちゃんって呼んでくれたら嬉しいんだけど」

　黒幕を名乗る少女は、小こ悪あく魔まの笑みを浮かべ、唇の端はしに人差し指を付けた。

「それで、黒幕ちゃんは僕に何の用？」

　イルミがそう言うと、余よ裕ゆうたっぷりだった少女の表情が一変し、目を見開いた。

「い、今、黒幕ちゃんって呼んだっ？」

「そう呼べって言っただろ」

「もう一回呼んで！」

「……黒幕ちゃん」

「あは。あはは」

　黒幕ちゃんは嬉しそうに満面の笑みを浮かべ、クルリと一回転する。スカートが広がり、形のいい脚が見えた。

「イルミくん。アナタいい人ね。会えてとても良かったわ」

「それはどうも。で、黒幕ちゃんは、何をしに来たんだい？」

「別に。特に用はないわ。本当にイルミくんの顔を見に来ただけ」

　黒幕ちゃんの表情からは、真実の色も虚きよ構こうの色も見えなかった。

　見た目は十代半ばだが、まるで底が知れない。

「暇なんだね。でも、黒幕ちゃんはローラさんの黒幕なんだろ？」

「あは。何で分かったの？」

「キャロライナとサクヤが言っていた。あはあは笑う金髪の女と出会ったって。君の事だろ」

「ええ、そうよ」

　黒幕ちゃんの肯こう定ていは、自分がイルミの敵であるという宣言に他ほかならなかった。

　ならば捕とらえて洗いざらい吐かせる。

　イルミは左腕を銀色に変え、渾こん身しんの力で突つき出した。

　明らかに直撃するタイミング。

　にも拘わらず、黒幕ちゃんはいとも容易くかわし、踊おどるようなステップで雪の上を舞った。

　それは避よけられたというより、擦すり抜ぬけてしまったような感かん触しよくだった。イルミは驚きよう愕がくと猜さい疑ぎを混ぜた視線を黒幕へ送る。

　すると彼かの女じよは可愛かわいらしい笑みで返してきた。存在そのものがペテンに見えてくるほど不可解な存在。

「あは。やっぱりジョスカンの弟ね。綺麗な顔に似合わず手が速いんだから。ドキドキしちゃった。だから、特別に教えてあげる。マリィを島から連れ出し、改造人間にしたのは私。ヒロマーエ家のドラゴンをアンデルセン病にしたのも私。ローラに反逆の知ち恵えを吹き込んだのも私。薬を飲ませて潜在魔力を引き出してあげたのも私。そして、これからフィーリアで起きる全ての事件の黒幕も私」

　黒幕ちゃんはスカートの裾すそを摘んで広げ会え釈しやくした。

　とても優ゆう雅がな宣戦布告だった。

　イルミは少女を茫然と見つめる。

　一連の全てが自らの仕し業わざだと自じ慢まんする黒幕は、恐ろしいほどに超ちよう然ぜんとしていた。

　ジョスカンとは異なる方向を向いた悪人。

「君は……何者なんだ。アンデルセン病の菌きんを持っているのかっ？」

「ダメ。そこから先はいくらイルミくんでも教えられないの。だって悪の秘密結社なんですもの」

　彼女はイルミの反応を楽しむように、クスクスと笑い出す。

「ああ、ところでジョスカンと会ったでしょ？　何か面白い話聞けた？」

「……っ！　どうしてそれを！　あの空間は何なんだっ？」

「だから教えられないんだってばぁ」

　自分から話題を切りだした癖くせに、焦じらしてはぐらかす。なんて性しよう悪わるな女だろうか。

「頼たのむよ黒幕ちゃん」

「いやぁーん、喋っちゃいそう！」

　黒幕ちゃんは地を蹴けって空に浮かび上がった。

「ごめんねイルミくん。でも、どうせ貴方あなたたちは騒そう動どうの中心になるんだから、いずれ知る事になるわ。だから、私の正体はその時まで楽しみにしていて」

　黒幕ちゃんの姿は、空に溶けていく。まるで雪が溶けてしまうように。

「最後に一つだけ教えてあげる。私の名前はアリス・フィン・ノンマルス。聡そう明めいなイルミくんなら、このヒントから私の正体に辿たどり着つくんじゃないかしら？　じゃあね、バイバーイ」

　そう言って黒幕アリスは消えてしまう。

　不意打ちのように現れて、好き勝手に掻かき回まわし、満足して帰っていった。

「ヒント、だって？」

　アリスが付けていた腕わん章しようには、古代の神竜ティアマトが描えがかれていた。

　そしてノンマルスとは、神話の中でティアマトが倒した月の悪あく魔まの名前。

「まったくわけが分からない……」

　アリスは、イルミが初めて出会うタイプの人間だった。

　いや。あれは本当に人間なのか？

　彼女がいなくなっても、甘いお菓か子しの香りは、暫しばらく消えなかった。

「イルミさーん」

　遠くからニーナの声が聞こえてきた。

　振り返かえると、宮殿の方から女性が走り寄ってくる。

　彼女は途と中ちゆうで一度転んで、顔面を雪まみれにしながらイルミの元へ辿り着いた。

「はぁ……はぁ……やりましたよ、イルミさん！　侯爵様、あたしのお店に融資してくださるそうです！」

「そうですか。良かったですね」

「はい。一億ジーレも出してくれたんですよ！」

「い、一億ですか……」

　とてつもない金額だ。それだけで一生生活できるではないか。ニーナが興奮しているのも当然だ。

「それでもお店は開くんですか？」

「当然です。だって、ほとんど寄付しちゃいましたもん」

「……え？」

　それは一億ジーレ以上の衝撃だった。

「一億ジーレなんてもらっても、あたしどうやって使っていいか分からないですし……なんでも侯爵様がご老人の為に新しい施し設せつを作っているらしいので、それに役立ててもらおうと思ったんです。ほら、あたしの母もいずれお世話になるかもしれないですから」

　そう言えば聞いた事があるな、とイルミは思い出す。

　この街の医い療りよう技術は他所に比べ発達しており、平均年ねん齢れいも高い。故に身寄りがなかったり、世話をする者がいない老人が多かった。ガルツハーンでなければ、そんな老人は野垂れ死ぬしかないが、あの侯爵はそういった問題を放置しないのだ。

「あ、それで侯爵様ったら太っ腹なんですよ。寄付するって言ったら、そのお礼に母の薬をこれからずっと買ってくださるそうなんです。親切な方ですよね！」

「はぁ……僕にはニーナさんの方が、よほど太っ腹だと思いますけど」

　一億ジーレ。それだけあれば、キャロライナの食費に悩なやむ事はないし、カメラを新調できる。値段を気にせず古書を買いあさる事も可能だ。

　だが、おそらくニーナは、迷う事なく不要と断じたのだろう。

「イルミさん。お店を開いたら、絶対に来てくださいよ」

　彼女が後悔している様子は、欠片かけらもない。

「はい。でもキャロライナは知ってのとおり大食いなので……」

「ふふ、ちゃんと料金は取りますからね」

「酷いなぁ」

　ニーナはクスクスと笑う。イルミも釣つられて笑った。

　そして、その場にいる筈のない人間の声も聞こえた。



「頑がん張ばって、ニーナ」



　イルミとニーナは絶句する。

　それは確かにローラの声だった。

「……お姉ちゃん」

　二人は十字架を見る。

　幻げん聴ちようだろうか。そうかもしれない。しかし、どうせなら違う考え方をした方が幸せだ。

　ローラの魂が、星へ還かえる前に妹へ声をかけに来た。そっちの方がロマンチックではないか。

「お姉ちゃん。見ていて。あたし、お姉ちゃんより上手にスープ作れるようになるから」

　ニーナは十字架へ語りかける。

　その時、冷たい風が吹いた。

「はくしゅんっ」

「……大丈夫ですか、ニーナさん」

　イルミは自分の首からマフラーを外し、ニーナの首へ巻いてやった。

「ありがとうございます。えっと、マフラーお借りしてもいいんですか？」

「いえ。差し上げますよ。ローラさんも、そうした方が喜んでくれると思うんです」

「姉が？」

　ニーナは瞬まばたきをする。

「それ。ローラさんが作ったんですよ」

「……そう、なんですか」

　そう呟つぶやいた妹は、姉のマフラーに顔を埋うずめた。

　作り手の匂においを感じ取っているかのようだった。

「さて。行きましょう、イルミさん。これからスープ作りの特訓をするんですけど、もちろん味見してくれますよね。あとスープ以外にも色々作れなきゃ、お店なんて開けませんし」

「ああ、それだったらキャロライナを捜さないと。あの子なら何なん杯ばいでもペロリと食べますよ」

「うふふ。イルミさんも食費で大変ですね」

「本当ですよ、まったく」

　イルミとニーナは、ローラの墓へ背を向けて歩き出した。

　春になったら花を添そえに来よう。








エピローグ





　キャロライナは、とても幸せな気持ちでベッドに潜もぐり込んだ。

　ニーナはお店を開く事が出来そうだ。あのスープをいつでも飲めると思うと、想像しただけで頬がとろけ落ちそうだった。

　フレイム・ドラゴンも元気になってきた。ジラガミ山では色々あったが、エリキシルの花が手に入って本当に良かった。

　問題があるとすれば、一つだけ。

「なんでアンタが私のベッドに潜り込んでるのよ！」

　キャロライナは叫んだ。桃もも色いろ髪がみの少女が、自分の隣となりで横になっているのだ。

　サクヤ・サクラである。

　彼女はキョトンとした顔を向け、暫く黙っていたが、十秒程してから口を開いた。

「昨日宿に泊まったら、お金がなくなった」

「アンタそんなに貧びん乏ぼうなの？」

「スイートルームに泊まった」

「はぁぁあっ？　何でそんな所に泊まってるのよ！」

「頑張った自分へのご褒ほう美び」

　サクヤは真顔で言った。

　どうやらクールに見えて、かなりのアホらしい。

「この家の宿しゆく泊はく許可はイルミにもらった。問題ない」

「そんなのは分かってるわよ。だけど他に寝る場所があるでしょ。ソファの上とか……とにかく狭せまいのよ！」

　一人用のベッドの上に、キャロライナとサクヤ、そしてアシュトまでいる。定員オーバーだ。

　サクヤがもう少し小さければ入れてやってもいい。いや、身長そのものは大した事がない。

　問題なのは胸。

　普ふ段だんは橙だいだい色いろのローブを纏まとっていたので分からなかったが、サクヤの胸はかなりのボリュームがある。腹立たしい。

　おまけにサクヤはイルミのパジャマを借りて着ていた。しかしウエストが細いのでズボンが落ちてくる。故に上着だけをワンピースのように着ていた。

　キャロライナですらイルミの服に袖そでを通していないのに、この女は急にやって来て何て事をしてくれるんだ。

「出て行け！」

「分かった」

　サクヤは頷き、大人しく部屋を出て行った。

　安心したキャロライナは、若じやつ干かんの後ろめたさを感じながらも、ベッドを広く使って大文字になった。

　しかし隣の部屋から、ドアが開く音が聞こえてくる。

「あれ、サクヤ。どうしたんだい？」

「キャロライナに追い出だされた。入れて」

「え、入れてって……」

　キャロライナは布団ふとんを吹き飛とばして跳はね起おき、壁に耳を貼はり付けた。その勢いでアシュトはベッドから転げ落ち、目を擦りながらモゾモゾと定位置に戻る。

「この季節に布団がないと寒い」

「でもなぁ……流石さすがに男女が同じベッドってのはマズイと思うんだけど」

「私は構わない。なんなら好きなだけ胸を揉んでくれてもいい」

「……は？」

「イルミが胸を揉むときの手付きは、完全にフェチの動き。あれから自分で揉んでみても、同じような感覚にはなれなかった。隠しても分かる。貴方は胸にこだわりを持っている」

「いや、そう近づかれても、だいたい胸が嫌きらいな男なんていないと思うし……」

「でもジョスカンは揉まなかった」

「……そう」

「だけどイルミは揉んだ。この差は大きい。責任を取るべき」

「いや、全然わけが分からないんだけど。だから潜り込んじゃダメだってば」

「イルミの温ぬくもりが欲しい」

「……意味分かって言ってるの？」

「よく分からない。しかしこう言えば大たい抵ていの男は脅おどせると聞いた事がある」

「落とせるの間ま違ちがいだろ……」

　落とせるのかよっ、とキャロライナは心の中で叫んだ。

　もう聞いていられない。

　キャロライナは部屋を飛び出し乱入した。

　激しく音を立てドアを開け、ズカズカと踏み込み、サクヤの腕を引っ張る。

「仕方ないわね！　私のベッドを使っていいわよ。もう！」

　しかしサクヤは動こうとしなかった。

「別に。ここでいい」

「うるさい！」

　ギルズベイルの怪かい力りきを発揮し、問答無用に引きずっていく。

　部屋から出るとき、キャロライナはイルミを睨にらんで言ってやった。

「この変態、胸フェチ！」

「え、僕が悪いの？」

「うるさい黙れハーレム野や郎ろう！　そんなに巨乳が好きならおっぱいに潰されて死んじゃえバカァアッ！」

　イルミの言い訳など聞くつもりもない。

　入ってきたとき以上に大きな音でドアを閉めた。

　そして自分のベッドにサクヤを放ほうり込む。

　忌いま々いましい東方おっぱい女に文句の一つでも言ってやろうとしたが、サクヤはキョトンとして布団の上に正座しているので、毒気を抜かれてしまう。

「……明日の朝も雪片付けしなきゃいけないんだから、早く寝るわよ！」

　キャロライナはサクヤの返事を待たず、ランプの火を消して目を閉じた。

　ベッドは狭いが、女二人なら余よ程ほど奇き妙みような寝ね相ぞうを取らない限り、転げ落ちる事はなさそうだ。

　それにしても、他人の体温があると真冬にはありがたい。アシュトに加えてサクヤまでいると、かなり温かかった。おかげで今夜は震える事なく眠ねむれそうだ。

　たとえ、その温かさが胸から伝わってくるものだとしても。

「……何で私の周りはこんなに巨乳なのよ」

　思わず呟いてしまう。

　すると、まだ起きていたサクヤは答えた。

「私は別に巨乳じゃない。標準。キャロライナが極きよく端たんに無いだけ」

「なっ！」

　キャロライナは何か言い返してやろうとする。しかし言われてみれば、サクヤ程度の大きさは珍しくない。

　今までキャロライナは、どうして自分の周りには巨乳ばかりいるのだろうと思っていた。

　ところが、巨乳だと思っていた胸は、標準体型だと言われてしまった。

　つまり相対的に、キャロライナの胸が格下げされる。

　自分の胸は、ちょっと小さめなだけだと思っていたのに。

　なのに。

　そんな。

　ばかな。

　されど。

　もしや。

　しかし。

「う……うわーん」

　銀髪の少女は絶望のあまり泣き出した。

　するとサクヤは目を開き、抱き寄せて頭を撫でてくれた。

「よしよし」

　キャロライナはそれに抱きついたが、顔を埋めた胸が柔やわらかかったので、ますます悲しくなり涙が止まらなかった。



　アシュトはキャロライナの泣き声で目を覚ました。

　新しく同居人になったサクヤがあやしていた。

　よく分からないが、またイルミが意地悪をしたに違いない。

　そう判断したアシュトは、器用にドアノブを回し隣の部屋へ行く。

「あれ、アシュト。どうしたんだい？」

　そして変態の化け身しんである魔ま術じゆつ師しへ、最大火力の炎をぶつけてやった。

　ガルツハーンの夜に、断だん末まつ魔まの叫びがこだまする。

　アシュトは深い満足感に浸ひたりながら、キャロライナの元へ凱がい旋せんした。








断　章　Ｌ１に住む少女神





　ふと気が付くと、アリスは骨の上に横たわっていた。

　ひんやりとした感触が、黒のネグリジェを通して伝わってくる。

　それが人の物か動物の物かは分からない。ただ、白い骨が無数に連なり、どこまでも続いていた。

　骸がい骨こつで出来た島。

　先さき程ほどまでマリィを抱き枕まくらにして寝ていた筈なのに。いつの間にこんな場所へ来てしまったのだろう。

　空を見上げると、星ほし屑くずが光を放っていた。

　そして黄金の月。

　青いフィーリア。

　二つの星が、同時に浮かんでいる。

「あは。ここからだと、とてもよく見えるわね」

　アリスは月を見つめ、うっとりと呟いた。

　この異常な光景にも動じない。

　ここがどこか、知っているからだ。

　月とフィーリアの中間。二つの星の重力が釣り合あった場所。そこに浮かぶ島。



　ラグランジュ・カーペット。



　アリスの意思を無視して転送できる者など唯ただ一人。

　宇宙に浮かぶ白骨死体の塊かたまりに住まう者など唯一人。

「お招き頂き光栄ですわ。教皇猊げい下か」

　アリスは自らを見下ろす存在へ跪ひざまずいた。

　前方にあるのは小さな高台。その上には装そう飾しよくされた椅子。全てが骨で出来た島の中に、アリス以外にも生身の肉体がいた。

　それは究極。

　それは最上。

　それは無二。

　アリスがこの世で膝を屈くつするのは、あの銀色の光だけ。

「顔を上げろ」

　拝顔の許し。それにアリスの心は躍る。

　そして、見た。

　絶対美。

「あぁ……」

　堪たまらず漏らした歓かん喜きの吐と息いき。

　それは大きな椅子に腰こし掛かける小さな少女。

　鏡の如く周囲を映し出す銀色の髪。

　十歳さいにも満たぬ未熟で細身の肢し体たい。

　どんな芸術家にも創つくれぬ顔の造形。

　手にした錫しやく杖じようは、あたかも世界を支える柱のように天を突いていた。

　その体を包つつみ込む服は白い布が多量に使われ、椅子から溢あふれ出していた。

　紫むらさきの瞳と赤い瞳が交差する。

　瞬しゆん間かん、アリスの眼光は敗北した。

　二千年前に負けてから、これでもう幾いく度ど目だろうか。

















　ドラゴンズ・ハイロード。

　フィーリアと月の源。創造主。神。

　即すなわち──

「ティアマト様」

　アリスはその名を口にしただけで絶頂を迎むかえそうになった。

　だから普段は『あの御お方かた』などと遠回しに呼んでいるのだ。

　しかし、目の前にしては言いつくろっても意味がない。

「大義だな、アリス・フィン・ノンマルス。我が娘フイーリアの成長は順調だ。この二千年、お前の歴史干渉は非常に巧こう妙みようだった。戦争を起こし、魔術師を増やし、実に良質な魂を作り出してくれたな。真の孵ふ化かも目前だろう」

　ティアマトは気だるそうに肘ひじを突き、薄うす笑えみを浮かべてアリスを見下ろす。

　アリスは歓喜の余り体を震わせ、薄笑みを浮かべてティアマトを見上げる。

「勿もつ体たいないお言葉。貴女あなたの為なら、どんな事でもいたしましょう」

　そう。貴女を手に入れる為ならば。

「ふん。その忠誠、嬉うれしいぞ。しかし──」

　紫むらさき色いろの瞳が細くなる。

　ティアマトの体から、ほんの一いつ瞬しゆんだけ殺気が広がる。

　それを受けたアリスは、心臓を握りつぶされたような恐きよう怖ふを感じ、嘔おう吐とした。

　押さえた口から胃液が溢れ出す。

　無様に喘あえいで吐と瀉しや物ぶつを骸骨の上に撒まき散ちらした。

　アリスは咳せき込み、這はいつくばる。

　そして、涙を流しながら、充じゆう血けつした目で見上げた。

　これがハイロード。常人なら前にしただけで発はつ狂きよう死しするだろう。

　これに比べれば、キャロライナなど、まだまだ雛ひなにも満たぬ。

「アリラト島。ジラガミ山。ああ、それだけではないぞ。近頃、大量死が起こる度、フィーリアへ行いき渡る魂と死者の数がズレていく。誰だれかが盗ぬすみ取とっているとしか思えぬな」

　やはり知っていた。

　分からぬ筈がないのだ。

　あの御方は、ここから全てを見通しているのだから。

　アリスは五年前、アンデルセンからもらったハイロードの細さい胞ぼうを、自らの子宮へ埋め込んだ。それにより死者の魔ま力りよくを飲み込む力を手に入れた。

　すなわち、魂を引き寄せる星の引力の再現。

　ジョスカンやローラの魂も、アリスのお腹なかの中。魔力の一部。

　全ては、あの御方を超こえる為。

　発覚すると承知の反逆。

　故に下手な嘘うそを貫つらぬき通とおそう。

「勘かん違ちがいではありませんか？」

　事もあろうにそんな台詞せりふ。

　アリスは我が事ながら苦笑してしまった。

「勘違いだと……この私が？　勘違い？」

「ええ。誰にでもある事ですわ」

　するとティアマトは声を出して笑い出した。

　その目はアリスを見つめたまま。



　アリスは自覚する。あの御方は私を愛していると。



「ハ……ハハハ！　そうか、そうか！　この私が勘違いかっ！　そうくるとは思いもよらなかったぞアリス！」

「あは！　お褒ほめにあずかり光栄ですわ」

　既すでにアリスは立ち上がっていた。

　創造主の御おん前まえで跪かない。不敬の極きわみ。だから楽しい。



　黒い服を着た、金きん髪ぱつ赤せき眼がんの私。

　白い服を着た、銀ぎん髪ぱつ紫し眼がんの神。



「して、お前は何を望む。故郷を滅ぼされた復ふく讐しゆうか、ノンマルス？」

　ティアマトは月を見上げた。

　アリスも月を見る。クレーターで無残な姿になっていても、そこには干ひ上あがる前の姿が浮かび上がっていた。

　アリスの故郷。その復讐？

　愚ぐ問もんなり。もうアリスはそんな物には興味がないと知っている癖に。

「私の望みは唯一つ。永遠に貴女のお側そばにいたい。それだけですわ」

　ネグリジェのスカートを摘つまんで広げ、頭を垂れる。

　心の底からの本音。真実偽いつわりなし。

「そうか。ならば叶かなえてみせろ。今後もフィーリアの全権は任せよう。好きにするが良い。私が望む形になれば、廷てい臣しんとして未み来らい永えい劫ごう、愛してやろう」

　そうよ。だから叶えてみせる。今後もフィーリアの魂はかすめ取る。後悔するが良いわ。貴女を超え屈くつ服ぷくさせ、童女ニンフエツトとして未来永劫、愛してあげる。



「ですが、ティアマト様。仮に私が魂を盗み取っていたとしたら、いかがいたしましょう？　放置していては、お嬢じよう様さまの孵化が遅おくれてしまいますわ」

「問題ない。お前を殺せば、盗んだ魂はまとめて星に落ちていく。結果的に変わらん。そうではないか？　むしろ、正面切って私に反逆しようとした者は、ここ三百億年いなかった。愉たのしませろよ、アリス・フィン・ノンマルス」



　ティアマトは不敵に笑う。

　自分の敗北など微み塵じんも考こう慮りよしていない。

　ならば教えて差し上げよう。



　勝つのは私よ。



　だって恋こいする女の子は絶対無敵。

　神様だって倒たおせるんだから。



「素す敵てきなグランギニョルをお見せしますわ。ティアマト様」



　もう二千年も貴女を想おもっている。

　この気持ちは必ず叶えてみせる。



「クククク……」

　ティアマトは笑う。

「あは、あはは」

　アリスも笑った。



　互たがいの腹の内を知りつつ、互いを野放しにする。

　これはゲーム。

　アリスにとって一方的に不利で、圧あつ倒とう的てきに楽しくて、絶対的に勝たねばならない、星を巻き込んだ恋のゲーム。



「ハァ──ッハッハッハッハッハッハッハッハッハッ！」

「あはっあははははははははははははははははははっ！」



　アリスは幸せだった。










　　　あとがき





　皆さん、お久しぶりです。初めての方は初めまして。そうです、私です、ツガワトモタカです。

　突然ですが、土ど下げ座ざします。

　何かといえば寄き付ふ金きんのことです。一巻のあとがきで国こつ境きようなき医師団の東日本大震しん災さい緊きん急きゆう支し援えんに寄付すると調子こいたことを書きましたが、いざ寄付しようとしたら既に締め切られていたんですね。取り敢えず国境なき医師団へ通常の寄付をしましたが、それでは「東日本大震災に寄付するって言うから買ってやったのにぃ」という人は納なつ得とくしないでしょう。そこで同額を赤い羽根共同募ぼ金きんを通じて、東日本大震災義ぎ援えん金へ寄付させて頂きました。

　さて、白銀竜王のクレイドルも無事二巻を出すことが出来ました。これも偏ひとえに皆様の応援のお陰です。

　一巻はジョス×イルで殴り合っているだけの話でしたが、二巻は雪山を登って下りてくるという壮大な物語です。そして何とキャロライナちゃんが……タイツを穿はきます。一六〇デニールです！

　何せ雪山は寒いですからね。これはもうタイツですよね。そしてミニスカートとタイツを組み合わせたら、ランガードを見せなきゃ損そんですよね。タイツフェチの間でもランガードの有う無むは好みの分かれる所でしょうが、私は断だん然ぜんランガード有り派です。

　ランガードというのは、タイツの腰回りに穴を開けてしまった場合、脚の方まで伝でん線せんするのを防ぐ為にちょっと厚くなっている部分のことです。

　ランガードというものは大変神しん秘ぴ的です。夢が詰まっています。

　タイツはニーソックスと違って、脚のつま先から腰まで繋つながってるじゃないですか。ニーソックスを見られて恥ずかしがる女の子はいません。タイツだって普通に見られて恥ずかしがる女の子はいませんが、しかしそれは脚の部分を見られても恥ずかしくないということであって、スカートの中、すなわち腰の部分を見られたら恥ずかしいじゃないですか。じゃあ、それってどこが境きよう界かい線せんなのに、どこまでなら見せてもいいの、どこから恥ずかしいの。その疑ぎ問もんに答えるのがランガードなんです。本来靴くつ下した的な物である筈のタイツは、ランガードを見られた瞬間、下着に化ばける。ランガードを男に見られると言うこと、それすなわち女の子の敗北なのです。

　ところがどういう事でしょう。キャロライナのタイツが描かれた挿さし絵えが一つも無いではありませんか。

　私は早速ホビージャパンへ乗り込み、Ｎさんへ事情を尋たずねました。するとＮさんはこんな事を言い出したのです。

「肌色が透けて見えるパンストこそが至し高こう。ナイロンは薄ければ薄いほどいい。一六〇デニールなど描くに値あたいしない」

　まったく意味が分かりません。雪山が寒いからという理由でタイツを出したのに、薄い方がいいだなんて、別にＮさんの性的嗜し好こうを聞きに来た訳じゃありません。

　授賞式のスピーチで一人持ち時間一分のところ、私だけ五時間も『三大怪獣　地球最大の決戦』について語ったことを根に持っているのでしょうか。確かに私のせいで四時間五十九分も時間を押してしまいましたが、些さ細さいな話じゃないですか。

　腹が立った私は、懐ふところから一六〇デニールのタイツを取り出し、Ｎさんの頭へかぶせてホビージャパンから逃走。

　私は当てもなく新宿を彷徨さまよったあげく、ファミリーマートに入りジャンプを立ち読みしました。二百ページほど読んだところで合がつ併ぺい号だと気づきました。同じ漫画を二度も読んでしまった私は泣き崩れます。ああ、都会の空気は何て冷たいのだろう、と。

　涙と鼻水を垂れ流しながら、私はタイツをカゴ一杯に詰めてレジへ向かいます。今日はタイツに囲まれて夜を明かそう。もう、それしか傷ついた心を癒いやす方法はない。

　しかし、レジ打ちの店員さんは意外な事を言いました。

「温めますか？」

「え？」と私は思わず聞き返しました。タイツをレジに持って行った私にこんな言葉をかけてくれるとは……都会にも心優しい人がいたのです。

　ところがどうした事でしょう。店員さんの顔を見ると、それはＮさんではありませんか。

「べ、別にあんたの為に温めるんじゃないんだから……ッ！」

　ええ、言わずとも分かります。タイツ派とパンスト派の違いはあっても、女性の脚を包み込む繊せん維いへ対する愛は変わらないのです。

　私はＮさんと厚いタイツ越しに熱い握あく手しゆを交わし、ファミリーマートを後にしました。

　担当のＮさん。改めてお礼申し上げます。お陰様で、こうして世にタイツ小説を送り出す事が出来ました。

　イラストレーターのぽんじりつさん。一巻より更に可愛いキャロライナちゃんをありがとうございます。ティアマト様の二の腕ぺろぺろ。

　そして、この本を買ってくださった全ての方々に大感謝！
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